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　常識という強固な壁の向こう側に棲すむ者達がいた。

　科学という安定した技術の発達により、歴史の表舞台から追われた特異技術――魔法。

　その魔法を守り、研鑽を積んできた者達、即ち魔法使い。

　彼等は基本的に隠れ棲む者だった。

　断絶はせずとも隔絶した者だった。

　そもそも魔法という技術は、個人的な能力差が如実に出る上に、魔法使いと呼べる程の資質を備えた者は圧倒的に少ない。それ故ゆえにその存在自体が差別と混乱を生むのは必至であり――魔女狩りの例をわざわざ引き合いに出すまでもなく、魔法とそれを使う者達が表舞台から姿を消したのは当然のことであったろう。

　だが……




「――本当にそうなのか？」




　そう最初に疑問を持った魔法使いが、誰なのかはわからない。

　だが現代に隠れ棲む秘儀継承者達は、ある時……ふと考えたのだ。




「『十分に発達した科学は魔法と区別がつかない』――クラークの言葉はある意味で的を射ていると言えるだろう」

「既に個々人で把握できる領域を越えて科学は広がり、専門外の人間にはまるで意味不明の代物と化している。過度の専門化・先鋭化により、学ぶには個人的な適性が重要視されてくることも含めて考えれば、それはもう、実質的に我等の魔法と差はないのではないか？」




　かつてパーソナル・コンピュータの存在が『パソコンを使える人間と使えない人間を峻別し能力差別社会を作る』と叫ばれた時代がある。だが結果的にはそれは予想されたような事態には陥っていない。緩やかな変へん遷せんにより、人々の生活習慣や意識が変化し適応していったからだ。

　ならば……あるいは今こそ、数世紀に及ぶこの隔絶を解消し、一般人と魔法使い達が共存する世界を目指すことも可能なのではないか――そう考えた魔法使い達がいた。

　勿論、反対はあった。

　数世紀間に醸じよう成せいされた魔法使い達の価値観は、一般人との関わり合いを否定する上に成り立っている。故に多くの魔法使い達が一般人に交まじることに抵抗を覚えるのは当然のことであった。

　だが同時に――魔法使いとは、元より禁きん忌きというものに抵抗の薄い者達でもある。

　故に誰かが言い出したのだ。




「じゃあやってみようよ」……と。




　具体的には、魔法使い達と一般人とが無理なく共存できるかどうか――その実験テストをしてみようということになった。

　そう。実験だ。

　科学と魔法の区別なく、実験の積み重ねは技術の蓄積と発展には欠かせない。少数派故の色々な行き詰まりを抱えていた魔法使い達の中には、一般人を取り込むことで――あるいはそれを想定した実験を行うことで、また別の可能性を探りたいと考える者もいたのだ。

　その結果として、一つの実験都市が造られることとなった。

　アバロン学園都市――通称〈都市バロウ〉。

　実験の為に一般世界から隔離されたこの場で、魔法使い達は営々と実験を開始した。

　混こん沌とん委員会と呼ばれる十三名の『特異な存在』を意思決定機関として置き、実際に魔法的能力を持たない人間達を迎え入れて、どの程度の問題が生じるのか――あるいは生じないのかを調査し始めたのである。

　そして――





















　昼なお暗い密林の中を黙々と進む人影があった。

「…………」

「…………」

　およそ人里とは掛け離れた、深い深い原生林。

　辺りを見回しても人工物など何一つ見えない。

　眼を凝らしても果ては見えない。

　鬱うつ蒼そうたる森の懐ふところ――柱のように生え並ぶ木々の幹に加えて、灌かん木ぼくの茂みがあちらこちらに生えて視線を遮り、視界は著しく悪い。どちらを向いても、見えるのは樹と草と土と岩だけである。恐らく規模も半端なく大きいのだろう。

　雄大なる自然そのものといった情景。

　まさしく密林だ。

　森林形成の最終段階――いわゆる『極きよく相そう』に達したその内部では、外部から見える木々とは、また別の植物が繁殖する。天高くそびえる樹木の群れ――喬きよう木ぼくの梢こずえや葉といったものが織りなす緑の天てん蓋がいに陽が遮られ、地面付近では、あまり光を必要としない陰生植物が生えてくるのだ。

　それらの植物が渾然一体となって織りなす風景を――辛うじて漏れ落ちてくる細い糸のような光が、ぽつぽつと照らしている。

　写真や映像で見る分には美しく感慨深い光景なのだろう。

　だが、実際にそこを延々と歩くとなると、かなりの重労働である。

　地面は平坦に舗装されている訳でもなく、一歩毎ごとにいちいち沈み込む柔らかい腐葉土の地面は、それだけで僅わずかずつ歩く者の体力を奪う。辺りは薄暗い上に、岩やら木の根やら脚を引っかける物にも事欠かない。装備も調えずに足を踏み入れれば、あっという間に遭難しかねない場所であった。

　そんな場所を――

「…………」

「…………」

　二つの人影が、茂みを掻かき分わけるようにして歩いている。

　明らかに場に不相応な格好をした、二人組の――少女達が。

　彼女等は非常に軽装だった。

　山や森を歩くのに慣れた者ならば『なめてんのか!?』と憤いきどおったかもしれない。

　片方の少女が、背中に風呂敷包みで包んだボールのようなものを背負っているが――それ以外に、持ち物らしい持ち物もない。共にバッグもリュックも持たず、ポーチの類たぐいすら身に帯びていない。ロープもない。ピッケルもない。ナイフもランタンもカラビナも身に着けていない。完全に手ぶらだ。

　何よりその衣装が、登山服でもなければ野戦服でもなかった。

　シャツとブルマなのである。

　彼女等が着ているのは、あろうことか、体育授業用の学生服――ゼッケン付きのシャツと紺色のブルマであった。靴下とブルマの間で晒さらされている素足が、いかにも無防備な印象だ。ちなみに靴もブーツではなく、何の変哲もないスニーカーで、二人共頭には紅いハチマキを巻いている。

　明らかに密林を行く為の格好ではない。

　五分で遭難確定しそうな姿で――不用意とか不用心という以前に、風景と人物がちぐはぐで嚙み合っていない印象だった。

「クフィールさん？」

　片方は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小柄な少女。

　年齢は十代半ばといったところか。

　胸には『１‐Ａ』『ふらんか』と妙に達筆な毛筆書体で書かれたゼッケンが貼り付けられていた。

　その容姿は全体的に幼く、華きや奢しやな印象が強い。

　胸や腰も未発達で、強く抱きしめれば折れてしまいそうな細身だが――しかしそれ故ゆえにこそ、人形のような、硝子ガラス細工のような、生身の俗臭を欠いた透明な美しさがある。繊細だがくっきりとした目鼻立ちは更に彼女の姿を清楚に、そして可憐に見せている。

　しかも……この少女は、単に顔の造りや体型が愛らしいだけではない。

　服装が服装なので、注意して見ないと判らないが……ただ傍かたわらを振り返る、その単純な仕草にすら気品がある。気取っているのではない。殊こと更さらに意識せずとも、立ち居振る舞いの全てに、優雅さが染み込んでいるのだ。

　いかにも何ど処こかのお嬢様か――あるいはお姫様かといった雰囲気。少なくとも今や絶滅危惧種指定を受けそうな体操着を着て、密林の中を進むよりも、ドレスを着て夜会で踊っている方が、何万倍も似合うだろう――そんな少女であった。

「――大丈夫ですか？」

　金髪碧眼の少女――フランカが尋たずねる相手はもう一人の少女である。

　彼女は色々な意味でフランカとは対照的であった。

「…………」

　クラスは同じく『１‐Ａ』。

　胸元に書かれた名前は『くふぃーる』。

　小柄なフランカに対して、こちらはかなりの長身である。

　細身である点は同じなのだが、こちらの少女の方がより成長して大人びている雰囲気があった。特に胸や腰については、出る所が出て、引っ込む所が引っ込んで、かなりメリハリが効いている。いわゆるナイスなバディというやつだ。

　また、その双そう眸ぼうはやや切れ長で、目鼻立ちもすっきりと整い、精せい悍かんな印象が強い。

　ただし……

「クフィールさん。クフィールさん？」

「……がぅっ？」

　あくまで顔の造りや体型は――という意味でしかないが。

　その顔には、ぼんやりと緩んだ無表情が張り付いているせいか、あまり気の強そうな感じはしない。

　低血圧で寝惚けているかのような、全体的にぬぼーっとしたその様子も、大人びているどころか、ひどく頼りない感じで――見ている方が『支えてやらないとまずいんじゃないか？』と庇ひ護ご欲よくのようなものを感じてしまいそうである。長ちよう身しん痩そう軀くだから尚更そんな印象が強い――根本の固定が甘くて、今にも倒れてきそうな電信柱を思わせるのだ。

「大丈夫ですか？」

　フランカがそう繰り返す。

「え……あの……？」

　クフィールと呼ばれた少女は蒼あおい眼を瞬かせた。

　同時に蒼い髪の間から、にょっきりと生えている獣の耳もぴくぴくと驚いたように震える。首を傾げたついでに、ぴょこんと一房跳ねた髪も――元々髪の癖が強いのか単に寝癖なのかはさておき――震えた。

　勿論……人間には、そんな色の髪も、そんな形の耳もない。

　更に言えば、ブルマの裾から伸びた尻尾もだ。

　尖端に毛の房の付いた、獅子のものを思わせる尻尾は、飾りでないと自ら主張するかの如く、時折ぴょこぴょこと揺れていた。

　異い形ぎようである。

　明らかに人間の基本を逸脱した容姿だ。

　だが……何な故ぜかクフィールの姿には、奇形的な歪いびつさがない。

　蒼髪も獣耳も尻尾も、全てそれらはごく自然に溶け合って少女の姿を形作っていた――伊だ達てや酔すい狂きようで、あるいは不幸な偶然によって生まれた突発的な異形ではなく、それが必然によって至った本来の姿であるかのように。

「何かお辛いように見えますけれど……？」

　気遣いの表情と口調でフランカが尋ねる。

「やっぱり何か不都合が――」

「……あ……平気……です……」

　ぼんやりした声でそう言って、クフィールはぷるぷると眠気を払うように頭を振る。

　大人びた容姿とは裏腹に、妙に子供っぽい――というか子犬っぽい仕草である。その落差を可愛らしいと言う者もいるだろう。

「そうですか？」

　だがフランカの表情には疑いの色が濃い。

　それもそのはず――フランカよりも遙かに体力がありそうな大柄のクフィールが、今までにも何度も立ち止まり、時には傍らの樹に寄りかかったりするからである。お陰でフランカはその度たびにその場に止まって振り返り、連れが付いてきているのを確かめねばならなかった。

　しかし――

「……はい……大丈夫……です……」

　とクフィールは繰り返す。

「…………本当に……問題ありませんから……」

　そんなクフィールの足下。

　スニーカーに踏み締められた地面は、大量の落葉と、そして腐ふ葉よう土どから成っている。

　そこにぽつりと……一滴の雫しずくが落ちた。

　汗ではない。

　血だ。

　だが生命の流出を示す深紅の液体は、すぐに腐葉土に吸い込まれて消えた。血けつ痕こんも周囲の色に溶け込んで見えなくなってしまう。

　だからフランカがそれに気付かなかったとしても、責めるべきではあるまい。この原生林の中は様々な匂いが濃密に立ちこめていて、僅わずかな血の臭いなどその中に紛れ込んでしまう。犬並みの嗅覚でもなければ、かぎ分けるのは不可能だろう。

「うーん……」

　首を傾げるフランカ。

　否定してはいるものの、やはりクフィールの様子を見る限り、とても大丈夫にも無問題にも見えない。というか――普段から血圧低そうな彼女の顔は、今やはっきりと青ざめる程にもなっている。

　なので――

「少し休みましょう」

　とフランカが宣言した。

「近くに敵の気配もありませんし」

「でも…………」

　クフィールは反論しかけて――ふと口をつぐんだ。

「…………」

　代わりにぴくぴくと獣の耳が動く。

　何故か彼女はフランカではなく、まるで違う方向を――何もない空中にその蒼い眼を向けていたが、不意に短く『がぅ……』と呻うめいてから言った。

「……すみません御主人様……じゃなくて千せん里り様……」

　でもって。

「――はい」

　これまた同じく、クフィールではなく別の、何もない空中を眺めていたフランカが、小さく頷いて呟つぶやく。

「わかりました。御主人様」

　勿論……二人の他に人影は見あたらない。

　共に携帯電話や無線機を使っている様子もない。

　電波や幽霊と直接会話しているかの如く、不思議な――というか奇妙な光景である。

「――はい。はい。わかりました」

　尚も小さく頷いてそう呟き――そしてフランカはクフィールの方を振り返って言った。

「私の御主人様も『丁度良いから休みなさい』だそうです」

「……でも……」

「『これも戦術の内』だそうです」

　子供に言い聞かせるかのように、ゆっくりと、力を込めてそう言うフランカ。

　クフィールは、しばし『がぅ……』と逡しゆん巡じゆんの声らしきものを漏らしていたが――

「……では……その……御言葉に甘えて……」

　そう言って、すとんと地面に腰を下ろした。

　重傷とか重態といった悲壮な様子はないが、疲ひ労ろう困こん憊ぱい――といった様子である。隣に座りながら、フランカは首を傾げてクフィールの顔を覗き込んだ。

「本当に様子が変ですよ？」

「……あ……すみま……せん…………」

　俯うつむいて黙り込んでしまうクフィール。

　体調不良を否定し続けることと相まって、その姿は妙に頑かたくなな印象だった。

　しばしフランカは怪け訝げんそうに連れの様子を眺めていたが――

「…………間の悪い」

　――ふと、呟くように言って彼女は立ち上がった。

　つられて腰を浮かすクフィールに、しかしその動きを制するように付け加える。

「せめてクフィールさんはそこにいてください」

「あ……でも」

「『戦術の内』です」

　駄目押しのようにそう言うと、フランカはクフィールの不安顔に覆い被せるようにして微笑を浮かべる。

　続けて彼女は右手を、掌てのひらを前に向けて掲げた。

「――来ます」

　彼女がそう呟いた瞬間。

　ぐにゃりと、フランカの前方五メートル余り、何もないはずの虚こ空くうに、波紋が生じた。

　まるで風景が水面に映った虚像であるかのように、幾重にも輪を描いて歪ゆがみ、そしてそこに新たな色彩が混じり込んで――

「――！」

　それが瞬時に形を成した。




　――ごあッ!!




　塊かたまりのような呼気を吐きつつ、波紋の向こう側から飛び出してきたのは、怪物であった。

　他に表現のしようがあるまい。

　既存の言葉で示すならば、それは体長五メートル余りの『魚』だ。水中ではなく空中に浮かぶ存在を、その単語で表現しても良いのなら……だが。

　形状は細長く鋭い流線型で、鮫さめに似ている。

　尾びれの上端が不自然な程に長いその姿を見て『ニタリ』という珍しい鮫を思い出す者もいるかもしれない。ただしニタリと呼ばれる鮫には、虎柄を思わせる縞模様もなければ、頭部に埋め込まれた三つめの眼もないが。

「…………」

　何の支えもないままに、虚空をぐるりと遊ゆう弋よくしながら、その鮫モドキは、感情のない眼で少女達を眺めている。まだ具体的な攻撃行動には出ていないが、鮫が何かの周りを回るのは、大抵がその何かを獲物として認識している場合だ。

　僅かに開いたその顎には、ずらりとのこぎりのような歯が並んでいる。

　鮫の顎は、歯が折れても折れても、何度でも内側から新しい歯が起き上がってきて獲物を嚙み千切る為に成長を続けるという。それは対象を引き裂き、食いちぎる為の、紛うことなき凶器だ。

　普通の神経の少女が見れば、失神しかねない凶悪さだった。

　しかし……

「はい。射撃モード選択――半自動」

　フランカは微み塵じんも恐れを含まぬ口調で呟く。

　いや。それは呟きではなく……

「付与術式選択。『Schwarzesシユバルツ Lochロツホ』――射撃フアイエル」

　フランカがそう宣のたまった瞬間、彼女の掌にぽかりと孔あなが開いた。

　それとほぼ同時に、その孔から轟ごう音おんと火炎とが飛び出す。

　まるでその腕の中に銃を仕込んでいるかの如く。

「――！」

　空中で鮫の軌道が揺れる。

　着弾したのだ――恐らくフランカの撃った何かが。

　血は出なかった。

　だが代わりに鮫の銀色の肌の上に黒い穴がぽつんと穿うがたれる。当初、直径一センチにも満たなかったそれは、急速に成長して三十センチもの大きさに達し……そこから更に、己の周りのものを吸い込み始めた。

　即ち、鮫自身を。

　まるで縮小されるかのように、鮫は急速に己の身体の上に穿たれた穴に吸い込まれて小さくなっていき……やがて鮫を吸い込みきった黒い穴は、自らも縮小して消滅。

　後には何も残らない。

　孔が開いたというより、孔に喰われたかのような光景であった。

　出現も非常識なら、消滅も非常識。

　だが……やはりフランカにもクフィールにも驚いた様子はない。

「多分、斥せつ候こうですね。見つかってしまったかも」

　とフランカ。

　彼女は再び空中を見ながら誰かと会話する。

「はい？　え？　はい。はい。でも――いえ。わかりました」

　何やら納得した様子で頷くと、フランカはクフィールを振り返った。

「立てますか？」

「あ……はい……」

「休むにしても移動した方が良さそうです」

「はい……」

「――手を」

　にっこり笑ってフランカが手を差し伸べる。

　見方によっては、それは滑こつ稽けいとも言える図ではあったろう。何しろフランカとクフィール、身長では二十センチ以上の差があるのだ。大人と子供の差と言っても過言ではない。見た目から言って、手を引かれるべきは、本来、フランカの方だろう。

「でも……」

「御主人様にご迷惑をかけない為にも」

　とフランカ。

　その一言には弱いのか、クフィールは口を閉じて、黙って差し出された手を握る。

　手を繋いだ少女達二人は、そして再び密林の中を進み出した。





●　●　●






　ここで、時間は二時間ばかり過去へと遡さかのぼる。

　場所は魔法使いと非魔法使いの、共存の可能性を探る為に設けられた実験都市〈アバロン学園都市島〉。さらに詳細を記すればその片隅――〈アバロン学園〉高等部に通う学生達が住む学生寮の二階の、さらに片隅。

　二○九号室。

　そこは実験対象として選ばれた一般人の一人――周す防おう千里にあてがわれていた。





●　●　●






　玄関を出るとそこには妹がいた。

「――おはようだ。御兄様」

　千里の住む高等部第三学生寮二〇九号室の前の――廊下でのことである。

　煉れん瓦が造りで洋館風の外観に反して、学生寮の内部は割りと殺風景である。

　何処かの病院か研究施設を思わせる、四角い筒のような、無愛想な廊下が伸びている。壁も床も天井もただ一枚の平面に過ぎない。

　だが――二〇九号室の住人である周防千里としては、それで充分だと思っていた。

　何しろこの廊下には、十余りのでっかい鉄面が並んでいるからだ。

　各部屋の扉が、無表情な男性の顔を彫刻された鉄てつ扉ぴなのである。

　装飾と呼ぶには少々無茶が過ぎるというか、人間のそれよりも何倍も巨大な鋼鉄の顔がずらりと並んだその光景は、夜中に通るとちょっと――というか、昼間でもかなり怖い。子供なら泣いちゃうレベルだ。デザインした奴は一体何を考えていたのかと、小一時間問い詰めたい千里であった。

　まあそれはさておき。

「…………」

　眼を半眼にして周防千里は、そこに立つ妹を眺めた。

　妹と言っても目の前にいるのは義理の妹である。血は繋がっていない。だから名前は勿論だが、容姿にも千里と似通った部分は欠片もない。何しろ彼女は日本人ではない――いや戸籍上は帰化しているので日本人だが――ので、色々な面で規格外である。

　褐色の肌。金色の髪。紫色の瞳。

　一体お前は何人だ？　と民俗学者や遺伝学者が頭を掻きむしりそうな――しかし混血故ゆえの繊細で欠点のないその容姿は、美少女と呼ぶに相応ふさわしい。

　周防・ガン・ウーラ。

　ウーラが名前である。念のため。

「どうしたのだ。それがしの顔に何かついているのか？」

「いやあのな」

　千里は辟へき易えきした様子で言った。

「お前の顔はいつも通りだが」

「うむ」

　満足げに頷くウーラ。

　だが千里はうんざりした表情で彼女の脇を指さした。

「それは、何をやってんだ？」

「ふむ？」

　ウーラはしゃがんでいた。

　しゃがんだまま、千里の寮の部屋の前で、何やら枯れ木やら落ち葉やらをこんもり盛って……さらには両手に火打ち石らしい小さな石を握っていた。

「見ての通りだ」

「……俺には火をつけようとしてるよーに見えるが」

「うむ。火をつけようとしているのだ」

　見たまんまらしい。

「放火魔かお前は!?」

「そのような犯罪者と一緒にされるとは心外の極み」

　と無意味に偉そうな口調で千里の義妹は言った。

「これは穴あな熊ぐま狩りの技を応用したのだ」

「穴熊狩り？」

「うむ。煙で燻いぶすことで、相手を巣穴から追い出し、そこで狩る」

「…………」

　アフリカに穴熊っているのか？　などと一瞬、突っ込みたい誘惑に駆られた千里だが、とりあえずぐっと堪こらえた。それよりも遙かに突っ込むべき所が幾つもあったからだ。いちいちこの義妹のおかしい所に突っ込んでいたら、登校前に日が暮れる。

「で。何を狩るんだ？」

　あまり聞きたくなかったがとりあえず尋ねてみた。

「御兄様だが」

　至極当然と言った口調で言いながら、壁に立て掛けてあった槍を手に取るウーラ。

　彼女は残念そうにこんもりと盛られた枯葉と枯枝を眺めて言った。

「……せっかくの用意も無駄になったようだな」

「兄を狩るなッ!!」

　喚わめく千里。

「む……しかし」

　ウーラはわずかに顔をしかめて言った。

「では、どうやって御兄様を部屋の中から呼び出せば良いのだ？」

「普通に呼び鈴使えよ！」

　千里が指さした先には一応インターフォンのボタンが付いている。

「ふむ。このボタンを押せば御兄様が出てくるのか。さすがは呪術で造られた街。驚異のからくりだな」

「魔法都市でなくてもあるんだよ、そーゆーのは！」

「アフリカにはなかったぞ」

「お前の部族の常識でアフリカを総括するな。他のアフリカの人に謝れ」

「ふむ。まあアフリカも広いからな。ひょっとしたら特異な部族もいるかもしれん」

「お前等が一番特異だつーんだ！」

　怒鳴ってから千里は溜め息をついた。

　ウーラ。

　この少女はアフリカの、かなり特異な伝統を持った部族の出である。

　彼女等――そう彼女等だ――の部族は基本的に女性しかいない。いわゆる女蛮族戦士アマゾネスの集落なのだ。勿論、それだけでは部族を維持できないので、繁殖の為には男を狩ってきて種たね馬うまに使う。で――用済みの男や生まれた子が男であった場合は、部族の外に棄てられちゃったりするという言語道断な伝統を誇る。

　ノリはほとんど畜産業だった。

　伝統と言えば何でも許されると思うのは大間違いだと千里は思う。

　まあそれはともかく。

　数奇な運命――というか何というか――の果てに、千里の父とウーラの母が再婚した結果として、ウーラは千里の妹となった訳だが。上記のような部族で育ったウーラは、まともな恋愛感情というものを知らないし、そもそも男の家族というものを知らない。

　なので何やら千里のことを気に入って、彼の子を産むと決めてかかっている彼女は、千里を『獲得』するのに、文字通り獲物を狩るような方法に出てしまうのである。

「そもそも呼び鈴はお前の部屋にも付いてるだろうが！」

　と隣の二〇八号室を指さす千里。

　そう。ウーラの住む部屋は彼の部屋の隣なのである。

「む。そうだったのか」

「とにかくな。郷に入っては郷に従えっつー諺ことわざが日本にはあるんだよ」

「日本の文化は奇っ怪だな」

　などと流りゆう暢ちような――かなり時代がかっているが――日本語を操りながら言うウーラ。

「だから奇怪なのはお前の脳みそだ！」

　と千里。

「……って」

　そこで初めて彼は、妹の衣装が普段と異なっていることに気付いた。

　まあ顔を合わせた瞬間に気付きそうなものだが、それだけ廊下に盛られた枯葉＆枯枝の穴熊狩りセットが衝撃的だったということである。

「お前、その格好……」

「似合うか？」

　と尋ねてくるウーラは、千里達と同じ学園の制服を着ていた。

　もっともその上からいつものライオンの毛皮とかを羽織っているので、微妙に変な感じになっているのだが。












「御兄様が前の格好の方が良いというのなら、戻すのにはやぶさかでないが」

「いい。戻さなくていいから」

　と千里。正直、前のビキニそのものといった格好は、かなり眼のやり場に困っていたのも事実なのである。まあ恐らくウーラが制服を着ているのは、学校にいる間だけで、部屋に戻れば元の格好なのだろうが……

「俺と同じ学校に来るのか？　でも――」

　昨日のごたごたをふと思い出して千里は言った。

「お前、アジャスタントいらねーって話じゃなかったっけ」

「うむ」

　と頷うなずくウーラ。

「それがしはこの学園都市でも特殊故、様子見と観察の意味もあって、御兄様の学園に編入されることになったそうだ。そもそも御兄様の学園には、適合補助者アジヤスタント付きの一般人のみではなく、呪ず師しの学級もあるのだろう？」

「あー……そういえばそうか」

　アバロン学園都市は、一般人と魔法使いとが共存する可能性を探る実験都市だ。

　故に千里の通う高等部にも、一般人のクラスである普通科と、魔法使いのクラスである魔法科が併存する。わざわざ分けてあるのは、いきなり同じクラスに両者を放り込んで混ぜると、さすがに騒動の元だということで――今後は徐々に双方のクラスの交流を増やしていく計画なのだと千里も聞いていた。既に個人的に魔法科の生徒と付き合いのある普通科生徒もいるようだが。

　でもって。

　ウーラ――彼女は戦士であると同時に呪術師でもある。

　呪術即ち魔法だ。

　このアバロン学園都市において、彼女は魔法使いの範疇カテゴリに含まれる存在なのである。しかもかなりの使い手だとかで、一般人と魔法使いの格差をなくす為に配される使い魔の一種――適合補助者が必要のないレベルだという。

　だが……

「……うーむ」

　微妙に嫌な予感がする千里。

　彼の周りには、既に揉もめ事を引き起こしそうな連中が色々いて、そこにウーラを投入すると、どういう化学変化が生じるのか想像もつかない。というか――既にこの学生寮にやってきて早々、彼女は千里のアジャスタント達と余計な揉め事を起こしたばかりだ。

　そんなことを考えていると――

「さあ御主人様！　レッツ登校です！」

　ちゃりちゃりちゃりちゃり、と首からぶら下げた鎖の音をさせつつ、部屋の奥から、前述の揉め事を起こしたアジャスタント――その片方が駆け出してきた。

　一見すれば、それは小柄な女の子だった。

　十代半ばくらいの可愛らしい赤毛の少女が、フリル満載のゴスゴスロリロリした黒いドレスを着て、あまつさえ鎖付きの首輪まで着けて、一緒に歩くだけで通報されかねないよーな際どい格好をしている――ように見えた。

　だが。その認識には間違いが一つある。

　テジャス・ファルチェスク。

　この適合補助者は、少女ではない。

　テジャスの本体は、あくまでそのゴスロリ・ドレスの方なのである。

　少女の方は単なる人形マネキンで――まあぱっと見には人間と見分けが付かない程に精巧なものだが――構造的に骨格のないテジャスにとっては、自分を人型として支えるのに便利な『芯』なのである。

　もっとも、人形の仕様なのか、それともテジャスの機能の一部なのか……この少女の部分が、またころころ表情を変えながら生き生きとエロトークぶちかましてきたりするので、日常生活においてはつい、テジャスの本体が何か忘れがちになるのだが。

「不詳このテジャス・ファルチェスクが御主人様の登下校を完璧にお守りします！」

　テジャスは両手に拳こぶしを握って――しかもぶんぶんとそれを上下に振りながら、そんなことを力説する。毎度ながら必要以上に元気というか無意味にテンションが高い。

「暴走自動車から、食パンくわえた遅刻間際の転校生まで、如い何かなる脅きよう威いからも鉄壁の防御！　主に後者！　ネバー接近遭遇！」

　とたとたと千里に駆け寄ってくるテジャス。

　そんでもって――

「――ハッ!?」

　いきなり跳躍。

「御主人様、危険がクライシスッ!!」

　ぎゅるるるると空中で激しく回転しながら、ゴスロリ少女は砲弾の如く頭部から千里の背中に激突した。

「おぐっ!?」

　間の抜けた声をその場に遺して、吹っ飛ばされる千里。

　少女の姿とはいえ、その気になれば音速の蹴りとか出せちゃうアジャスタントのぶちかましである。男子高校生としては比較的小柄な千里など、軽々と宙に浮いてしまう訳で。

　幸か不幸か――彼はウーラが積み上げていた枯葉枯枝の山に突っ込んだ。

　ぼふんと舞う大量の枯葉。こんもり盛られた枯葉や枯枝がクッションとなり、衝撃を緩和してくれたお陰で、千里は顔面を固い床に直撃させて鼻の骨を折るよーな事態だけは避けられた。

　でもって――

「ぶわっ!?」

　枯葉やら枯枝やらを舞い上げながら千里は身を起こした。

　顔中、枯葉だらけに加えて、頭には何本か枯枝がかんざしみたいに突き刺さっていたりする。ぶるぶると水浴び後の犬のように身を震わせてそれらを振り落とすと、千里はテジャスに向かって喚いた。

「何しやがるんだてめえは!?」

「ジンジャーなところでしたね御主人様！」

「デンジャーだ！」

　怒鳴る千里。

　だがテジャスは微塵も気にした様子を示さず――少しは怒鳴られて落ち込むとかして欲しいものだと千里は切に思う――テジャスは再びぐぐっと両の拳を握り締めて言った。

「些さ細さいな違いです！」

「大きな違いだよ！」

　まあ一文字だが。

「ジンジャーだけに間違ってもショウガないのです！」

「駄だ洒落じやれで落とすな！　つかお前、実はわかってやってるだろ!?」

「それはさておきリアル義妹は危険です！」

「お前が一番危険だよ！」

　義理の妹と顔を合わせるだけで、いちいち、脳のう挫ざ傷しようやら脊せき椎つい損傷やらを気にしなければならないよーな勢いで突き飛ばしてくる従僕というのはやっぱり問題があるのではないだろうか。悪意がないだけに余計にタチが悪い。

　まあ槍を片手に、兄を煙で燻し出す作戦を練っている時点で、ウーラの危険度も大概高かったりするのだが。

「つかリアルとか言うな！　お前は俺の妹を何だと思ってんだよ」

　そう突っ込んでから――千里は呟くように付け加える。

「……まあ現実リアル離れしてるのは認めるけどな」

　両親の再婚で出来た血の繋がらない妹――までは良いとしても、それがアフリカの特殊な未開部族の出というのは、まあ日本人の日常からは随分と掛け離れた存在だろう。ましてや『子作りするぞ』と言いながら兄を狩るとなると最早、未確認生物ＵＭＡも真っ青の珍奇さである。

　だが――

「――御兄様」

　ウーラがふと自分の胸元を押さえて言った。

　あまり表情を出さない少女なのだが、何やら感動しているらしい。

「私を妹と認めてくれるのだな……」

「あ……そりゃ、まあ、そう言ったろ」

　真摯な紫の瞳で顔を覗き込まれ、思わず赤面する千里。

　そんな彼を見つめながら、ウーラは満足げに頷いて言った。

「よし。もう何の問題もないな。では今すぐ子作りを」

「――それは問題以外の何物でもねえ！」

　座り込んだままの兄の上に跨またがり、てきぱきと制服を脱がしにかかる義妹に向けて怒鳴る千里。そんな彼に、四よつん這ばいでにじり寄りながら、それ見たことか、といった口調でテジャスが力説した。

「御覧のように、義妹はデンジャーなのです！」

「まあ確かに危険だけどな」

　色々な意味で。

「故に私はアジャスタントとして、御主人様の貞操をリアル義妹からガードする義務があるのです！」

「……とか言いつつ何やってんだお前は」

　ジト眼でテジャスを眺める千里。

　千里の上に乗っかりながら、赤毛の適合補助者はいそいそと千里のズボンのベルトに手を掛けていたりする。

「私はアジャスタントです」

「そうらしいな」

　ただの痴ち幼よう女じよかと思う時もしばしばあるが。

「御主人様の貞操をお守りすることが責務なのです」

「他に守るものはないのか？」

「ですが」

　きっぱりと千里の突っ込みを無視してテジャスは言った。

「義妹の力は強大です。それは認めざるをえません！　『お兄ちゃん、眠れないの、一緒に寝ていい？』とか言われたら、いかな御主人様でも貞操のクライシスです！」

「とりあえずお前の頭が危機だな」

「恐れ入ったか」

「お前も威張るな！」

　無表情に胸を反らすウーラに喚く千里。

　だがやっぱりテジャスはテジャスで千里の突っ込みなどものともせずに言った。

「ですからいっそ……」

「いっそ……？」

「義妹に奪われるくらいなら……私が、と！」

「あほかッ!!」

　喚いて強引に身を起こす千里。

　当然、彼の上に馬乗りになっていたテジャスとウーラは揃そろってころんと転がった。

「ああん」

「むう」

　身をよじるテジャスと、腕を組んで首を傾げるウーラ。

「まったく日本男児の性癖は不可解だな」

「何度も言うがお前らが一番不可解だ！　ったく、どいつもこいつも油断も隙すきも――」

　と言いかけて。

　ふと顔をしかめて千里は言った。

「…………おい。テジャス」

「何でしょう？」

「そういえば、クフィールの奴はどうした？」

　クフィール・アブソリュート。

　千里の元に配されたもう一人のアジャスタントである。

　そういえばいつもテジャスと一緒に、鬱うつ陶とうしいくらいに千里の側について回っているあのデカブツ少女（言い過ぎ）がいない。

　いや――

「……がぅ……」

　――いた。

　部屋の中から、よたよたと何やら憔しよう悴すいした様子で出てくる。

　長身痩軀を青と白のメイド服に包んだ――蒼い髪と瞳の少女。

　いつものんびりおっとりというか、若干、こいつの周りだけ時間が特異的に遅れてるんじゃないかと思うくらいに、とろんとした様子なのだが……今日は何やら、そこに若干の暗さが付け加えられている。

「……どうした？」

　怪訝の表情を浮かべて尋ねる千里。

　見ればクフィールは、若干腰が引けているというか、腹部を庇かばうような仕草を示している。

「腹でも痛むのか？」

「あ……いえその……」

　首を振るクフィール。

「……何でもない……です……」

「…………？」

　眉をひそめる千里。

　クフィールもテジャスと同じく人間ではない。

　千里の側に違和感なく侍って暮らす為に――いわばユーザーインターフェイスの一環として少女の外見をしてはいるが、その正体は人造魔獣であり、普段は魔力でその耳や尻尾を隠しているに過ぎない。

　当然――彼等の肉体構造や病気については、魔法使いでない千里は門もん外がい漢かんだ。

「ひょっとして……テジャスに蹴られた所が痛むとかか？」

　数日前にクフィールは、テジャスとどちらが千里のアジャスタントを務めるかで争って戦っている。その際に、クフィールはテジャスが放った音速の蹴りを受け止めていた。一応、両手を添えてはいたものの、あれは身体全体で受け止めるような感じだったし、爪先が腹部に当たっていてもおかしくはない。

「御主人様、私のせいだっておっしゃるんですか!?」

　と驚きの表情を示して言うテジャス。

　もし背景に擬音を入れるなら『ガーン』とかゴシック体で描かれていたことだろう。

「あ、いや――」

「私のせいだっておっしゃるんですね？　そうですね？　わかりました、お仕置きはいかようにも!!」

「嬉しそうに眼をきらきらさせて荒縄持ち出すなっ！」

「鎖と革の方が良かったですか!?」

　どこからか取り出した荒縄を手に、首を傾げるテジャス。

　その仕草そのものは小鳥のように無む垢くっぽい感じなので、尚更にタチが悪い。

「それで、得物はムチですか？　それともぐっと生々しく平手ですか!?　あ、低温蠟ろう燭そくも要りますよね、赤いやつ！」

「あのな。朝から何言ってんだお前は」

「おはようスパンキング！」

「意味わかんねえよ！」

「あ、いけない、天井に吊り下げ用のフック付けないと！」

「付けるなっ！　そーゆー特殊な趣味はねえんだよ！」

　怒鳴る千里。

「じゃあどういう趣味なんですか!?　縛る方じゃないなら、縛られる方が好きなんですか!?　やだもう御主人様ったらナゾなんだから！」

「マゾだ！」

「やっぱり！」

　ぐっと握り拳から親指を立てて嬉しそうに頷くテジャス。

「違うわいっ！　――つか、お前の脳内世界にはサドとマゾの二択しかねえのか！」

「サドとマゾと不能の三択です！　でも御主人様はきちんとおっきするので、自動的に二択です！」

「やかましいわ！」

　怒鳴ってから――千里はクフィールの方を振り返って尋ねた。

「それはともかく、大丈夫か？」

「あ……いえ……何でもないです……はい……」

　ぼそぼそとそう言ってから、付け加えるようにふるふると首を振るクフィール。

「どうかお気になさらず……」

「……うーん」

　本人がそう言うなら、千里としてもこれ以上問い詰める訳にもいくまい。

「――ところで」

　と千里の背後から新たな声が聞こえる。

　千里のものでもなければ、少女達のものでもない。

　低く渋い――男の声だ。

「周防千里」

　扉の上に彫られた巨大な顔面が、喋っている。

　分厚い鉄扉――何故かほとんど力を入れずとも開くが――の上に彫刻された男の顔が、金属であるにもかかわらず、平然と顎を動かして喋っているのだ。

　ギズモⅥ――正確にはその端末である。

　この仮想神格のお陰で千里達は鍵なしキーレス生活を送ることができる。言ってみれば年中無休不眠不休の門番が各部屋にいるようなものだ。

　普段は黙して語らないギズモⅥだが、時折こうして口を挟んでくることがある。

「そろそろ登校しないと遅刻すると推測されるが、如何に」

「うおっ!?」

　手首のＧジー‐ＳＨＯＣＫシヨツクを見て声を上げる千里。

　確かにそろそろ出掛けないと始業時間に間に合わない。今朝はどうもクフィールの動きが鈍いので、色々手間取ってしまったのだが――

「テジャスの猥わい談だんにつきあってる場合じゃねえ。行くぞ」

「はい！」

「うむ」

「……はい……」

　少女達の三者三様の返事と共に千里達は揃って歩き出した。





●　●　●






　一年Ａ組の教室には、既に他の生徒達と――そしてそのアジャスタントが揃っていた。

「とりあえず間に合ったな」

　と席に着きながら千里は言った。

　彼の左右には、それぞれクフィールとテジャスが座っている。

　アジャスタントを二人連れているのは千里だけで、特別に三連席となっているが……中には鳥みたいなアジャスタントを肩にとまらせている生徒もいて、まあ席に関しては元より統一が取れている訳ではない。

　元々がかなり大雑把というか、適当な学校なのだということを――というよりこの都市全体にそういう傾向がある――千里はこの三日余りで思い知っていた。

「とりあえず今朝も御主人様の貞操は守られました」

　満足げに言うのは言うまでもなくテジャスである。

「毎日危機に遭うようなもんでもないだろ」

「いえ、毎日がクライシスです！　安全な日々を送るためにはまず、あのレア妹を排除せねばなりません！」

「……レアとか言うな」

「でも漫画とかアニメとかギャルゲとかライトノベルとかじゃよく見ますけど、リアル世界じゃあんまり見ない設定ですよ、血の繋がってない妹って」

「設定とか言うな。というか何より喋る服が言うな！」

　と千里。

　まああのアマゾネス少女が、かなり珍レ奇アな存在なのは事実だが。

　ちなみにウーラは先に彼女自身が述べた通り、魔法科の方に編入されたらしく、此こ処こにはいない。

「……というか本当にお前、ウーラのこと嫌ってるのな」

　クフィールとは割りと簡単に仲良くなった印象があるので、テジャスは基本的に鷹おう揚ような性格なのかと思っていたのだが。

「嫌ってませんよ？」

　とテジャス。

「単に御主人様の貞操を守る為の障害物と認識しているだけです」

「一番の障害はお前だったりするよーな気もするがな」

　千里はジト眼でエロトーク限定フルレンジスピーカー少女を睨にらんだ。

「御主人様――」

　意外だったのかテジャスは眼を丸くして絶句。

　それから――にぱっと笑顔で言った。

「私ならいつでもどこでもＯＫですよ？」

「脱ぐな！」

　と――いそいそと服を脱ぎ始めるテジャスを睨みながら言う千里。まあテジャスの場合は本体が服なので、脱ぎきることはないのだろうが。

「すいません、自分で脱がせたいんですね？」

「単に裸になるなといってるんだ！」

「ああ。服を着てた方がイイと！　すいません私としたことが！」

「いいからお前はとりあえず何もするな！　つーかまず黙れ！」

　喚く千里。

　そこへ――

「はは。周防君は朝から元気がいいねえ」

　と声を掛けてくるのは学級委員のメガネ君――もとい逆さか崎ざき聡さとるである。

　育ちの良さそうな、いかにもお坊ちゃん的な雰囲気を放散している少年だ。彼の隣にはアジャスタントのフランカも人間形態で控えている。

「勿論です！」

　と答えたのは千里ではなくテジャスである。

「今朝だって御主人様は元気でした！　角度も十代平均値を六度も上回っていました！」

「……角度って何だ角度って」

「朝立ちの」

「いつの間に測ってんだお前は!!」

　思わず机の上に突っ伏しかけるのを堪えて叫ぶ千里。

　そんな彼を見ながら――

「ふむ。やるね、周防君」

「…………」

　まるで好敵手のテストの点数を聞いたかのように、頼もしげに頷く聡を……千里は千里で異次元の怪物を見るよーな眼で眺めた。

「だが僕も負けてはいないよ。明日から僕もフランカに測らせよう」

「御主人様！」

　隣でフランカが真っ赤になって叫んでいる。

　どうもこの金髪碧眼のアジャスタントは、テジャスとかと異なり、かなりの常識派であるらしい。まあアジャスタントは急遽、その役目に使えそうな人造精霊や仮想神格、下級悪魔といった連中をかき集めてその任に当たらせているらしいので、個人差――というか個体差が激しいのだろう。

　それはさておき――

「お前、人畜無害そーな顔して、中身はテジャスと良い勝負だろ」

　千里はジト眼で聡を睨み据えながら言った。

「はは。照れるなぁ」

「褒ほめてねえぞ。念のために言うが」

　千里は溜め息をついて言った。

「ああ、それと。イマイチ周防って苗字好きじゃねえんだよ」

　特徴的な苗字だ。

　だから、覚えて貰い易いのは間違いがない。

　しかし……だからこそ、いつまでもいつまでも周りが忘れてくれないような気がした。

『捜索願』『一人だけ』『周防』『妹』『一年間』『死』

　繰り返し囁ささやかれる無責任な言葉。

　それが――今でも千里の頭の片隅にこびりついて離れない。

「――そもそも」

　無意味な暗がりに転げ落ちていきそうな己の思考を、咳せき払ばらい一つして引き締めながら千里は言葉を続けた。

「『すおう』って言いにくいしな。良かったら千里と呼んでくれ。勿論、呼び捨てで構わねーから」

「ああ！　それは素敵な提案だ」

　と聡が頷く。

「では僕も聡でいいよ」

「ん。わかった」

　などと話をしていると――

「よ。周防。今朝も楽しそーやな」

「もう此こ処こには慣れた？」

　そんなことを言いながら寄ってくるのは、同級生の二人――とついでにそのアジャスタント達である。

「……えーと」

　名前と顔を覚えるのが苦手な千里が顔をしかめて記憶を探っていると、長い黒髪で妙に切れ長の双眸をした少女が自分を指さして言った。

「斯し波ば桜さくら子こや。覚えとけ」

　長身で、何処か物腰が男っぽくてぞんざいである。

　何というか……別にスカートが長い訳でも、咥くわえ煙草してる訳でもないのだが、全体的に『スケバン（死語）でーす』と言わんばかりの雰囲気を備えている。ただしその表情はざっくばらんで明るい為、あまり嫌な感じはしなかった。

　でもって――

「僕は遠とお野の薫かおる～」

　ほんわかした、何ど処こか、子犬を思わせるような感じの、巻き毛の小柄な少年がにこにこしながら付け加えるように言った。

　とりあえず男子の制服を着ているので男とわかるが、骨太さとか汗臭さとかは微塵もなく、そもそも本当に千里と同じ歳かと疑いたくなるくらいに幼い雰囲気である。女子の制服を着せたら、もう何の違和感もなく馴染んでしまいそうだった。

「あー。ええと。聞こえてたかもしれねーけど、周防って呼ばれるのあんまり好きじゃねえんだよ。だから千里でいい」

「ふん？」

　首を傾げてにかりと笑う桜子。

「じゃあ私と薫も呼び捨てでええよ」

「いいよ～」

　と薫もにこにこしながら言う。

「……ところで」

　千里は眼を細めながら二人の背後に立つ――というかあるというか――存在を眺めた。

　アジャスタントなのだろう。多分。

　薫のアジャスタントはまあ、まだわかり易い。

　何故か黒の軍服っぽい衣装に身を包んだ少女である。

　容姿は整っているものの、可愛いというより、凜り々りしいという単語の方がよく似合うだろう。肌は血の気を欠いたかのように白く、短めの髪も何故かくすんだ感じの灰色で、何というか全体的にモノトーンで地味な印象だが、奇妙な存在感はある。

　フレームレスのメガネを掛けているので、妙に怜れい悧りな印象が強い。

　有能な女軍人か、さもなくば秘書といった感じだ。

「この子は僕のアジャスタント～」

　薫が嬉しそうに言う。

　だが――

「限りなく不本意なのですが、肯定です」

　と――そのアジャスタントらしきモノトーンの少女はしかめ面で言った。

「私が遠野薫様のアジャスタントを、心の底から、嫌々ながら、仕方なく、やっております、フルクラム・ニルコーネンといいます」

「僕はね、ツバメちゃんって呼んでるんだよ」

　と薫。

「燕つばめ？　なんでまた？」

「白黒でツバメみたいでしょ？」

「前にも提言しましたが、そのよーな少女趣味的通称は必要ありません」

「えー」

　薫が不満そうに頰ほおを膨らませる。

「いい名前だと思うんだけどなあ」

「却下します」

　と冷たく言い放つフルクラム。

　アジャスタントというと、一律に主人に忠誠を誓って慕うよーな印象があったので、このフルクラムという少女は、何やら妙に新鮮な印象ではあった。まあ『主人のおはようからお休みまで暮らしを見つめる』適合補助者という本来の役目を鑑かんがみれば、かなり問題があるようにも見えるが。

　でもって……

「そっちは……」

「あー……」

　がりがりと頭を掻きながら桜子が呻いた。

「コレは、アジャスタントそのものとちゃうんよ」

　そこにあるのは姿見だった。

　縦長の鏡。

　しかもそれには何やら台車みたいな部分が付いていて、それを桜子が紐で引っ張っているのである。何処からどう見ても、しかしそれは鏡以上の何物でもなかった。

　勿論、拳銃から少女に変形するアジャスタントもいる以上、この鏡が変形しないとも限らない訳だが――

「ほれ」

　こんこんと手の甲で鏡を叩く桜子。

　すると――鏡の向こうでにゅっと人影が現れた。

　そこに立っているのは、長身痩軀の青年だった。

　上品な顔立ちで、身に纏まとう黒い燕尾服タキシードがよく似合っている。鼻筋も双眸も繊細の一語に尽き、艶つややかな金髪はやたらに長く、一歩間違えばホストに見えてしまいそうな美形なのだが――千里達に向かって一礼するその仕草に、水商売の人間にありがちな物腰の軽さは見えない。

　まあそれはいい。

　美男子だろうが不細工だろうが関係ない。

　ただ――

「……え？」

　千里は辺りを見回した。

　燕尾服の青年は何処にもいない。

　彼は――ただ、鏡の中にだけ存在した。

「こいつな」

　桜子は溜め息をついた。

「鏡にしか映らへんのよ」

「……は？」

「ほれ。吸血鬼は鏡に映らへんとか言うやろ？　アレの逆」

「…………」

　改めて鏡の中を覗き込むと、そこには確かに燕尾服の美青年が微笑ほほえんでいる。

「実体はあるんやけどな」

　苦笑する桜子。

「透明人間？」

「まあ言ってみれば、そのようなものです」

　と――今まで聞こえなかった低い声が、鏡から聞こえた。

　優美なバリトンだ。

　どうやらそれが、このアジャスタントの声であるらしい。

「私、桜子お嬢様のアジャスタントを拝命いたしました、カーティス・クリンゲンスミスと申します」

　と一分の隙もない仕草でまた一礼。

　同時に――

「失礼」

　そんな一言と共にがたんと鏡が動く。

　鏡の中からカーティスが動かした――のでは勿論なくて、『鏡にしか映らない』カーティスが、鏡を摑つかんで角度を変えたのだ。

　千里も近くで何かが動く気配は感じた。確かに実体はあるらしい。

「この角度から見ていただいた方がよろしいかと」

「角度？」

「私の美貌が最も映える角度であります故」

「…………」

　一同の物問いたげな視線が桜子に集中する。

　桜子は溜め息をつきながら言った。

「そやねん。どーしよーもないナルシストやねん、こいつ」

「またそのようなことを」

　余裕含みの笑みを浮かべながらカーティスは言った。

「私は自分の美貌に見とれるあまり、池に転げ落ちるような間抜けではございません」

「そこまで行ったら自うぬ惚ぼれというよりただのアホだろ」

　と千里。

「精々、朝、鏡の前で身支度をしていると、自分の美貌に見とれてしまって気が付けば夜になっているくらいでございます」

「……ごめん。はっきり言うけど、アホだろこいつ」

「アホやな」

　と千里の言葉に怒ることもなく頷く桜子。

「御ご無む体たいな評価です」

　とカーティス。

　彼は手袋に包まれた手を無意味にひらひらと、踊るように動かしながら言った。












「私こそアジャスタントの中のアジャスタント、常に、存在すら意識させずに御主人様の御側に寄り添うことのできる、アジャスタントの理想形だと自負しておりますのに」

「そりゃ透明だから存在感はねーだろうけど」

　鏡がなければ、そこにいることすらわかるまい。

　まあそれがストレスにならないかと言われると、むしろなりそうな気がするが。

　四六時中覗き魔に張り付かれているよーなものである。

（……しかし）

　千里は思う。

（アジャスタントってのはなんでこう変なのばっかなんだか）

　あくまで実験というのならば、極端なのばっかり集められているということもあるのだろう。ただ、以前にクフィールから聞いた話では、アジャスタントの多くは『急きゆう場ば凌しのぎの寄せ集め』であるらしい。このアバロン学園都市の実験構想自体が、急遽決まって実行されたためだとか。

（奴ど隷れいっぽい制度かと思ったけど、そうでもないみたいだしな）

　テジャスもいまいち従順とは言い難いし、フルクラムもカーティスも、今見た限りではそれなりに自己主張が激しそうな感じはある。

　むしろクフィールのような大人しいタイプの方が珍しいのだろうか。

「ところで……」

　ふと――気付いた様子で、フランカがクフィールの方を見て言った。

「クフィールさんは、何やら調子が悪そうですが」

「がぅっ……？　あ……いえ……！」

　クフィールは慌ててぶんぶんと首を振る。

「大丈夫です……！」

「何か今朝から様子がおかしいんだよ」

　と千里。

「まあ契約した直後は何かと変化が大きいですから」

　フランカは少し首を傾げながら言った。

「私と違ってクフィールさんは完全に生身でしょうし」

「うん？」

　ふと千里は気になって尋ねる。

「えっと、フランカ、だっけ。あんたは生身じゃないのか？」

「私は――」

　フランカは自分の胸元を押さえて言った。

　次の瞬間――彼女の姿は内側に折り畳まれた。

　見るのは二度目なのでさすがに千里も驚きはしないが、それでも異様な光景である。

　まるで中身のない折り紙細工のように、ぱたぱたと無数の平面と化したフランカの身体は内向きに幾重にも畳み込まれ、最終的には一挺の拳銃となって、ごとりと聡の机の上に転がった。

　フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉ＭＧカスタム。

　一世紀以上も前、ドイツで軍用に開発された大型拳銃――モーゼル・ミリタリー。

　それがフランカの『本体』なのである。

　骨董品にも等しい軍用拳銃が、何をどうやったら美少女に化けるようになるのか色々謎だが、歳経た器物が霊魂を得て動き出すオカルト現象――いわゆる『付つく喪も神がみ』の一種であるらしい。この学園都市の魔法使い達に言わせると、これも人造精霊の一種だとか。

「――ふむ」

　ひょいと聡が、銃形態のフランカを手に取って、くるりと回転させる。

　すると、まるで遠心力で折り畳まれていた部分が広がるかのように、先ほどとは全く逆、ぱたぱたと平面が無数に展開して――瞬く間に金髪碧眼の美少女に還元された。いや、フランカの本質から言えばそれは還『元』ではないのかもしれないが。

「このように」

　何事もなかったかのようにフランカが台詞を続ける。

「精霊化する度に肉体を再構成してますから。銃形態が本当の姿で、今のこれは言ってみれば『服』に相当します。調子が悪くなれば『着替え』れば済むことですし」

「ははあ」

　まあ要するにフランカの『肉』体はあくまで仮のものでしかないということだろう。彼女の本質は硬い硬い鋼の塊な訳で……まあ故障の類はありえるだろうが、普通の生物のように『病気にかかる』ということはないらしい。変化する度に、毎回肉体を構成しているのだから、新品状態にリセットが利くということだ。

「つまり」

　聡が満足げに頷きながら言う。

「毎回処女という訳だよ」

「御主人様ッ！」

　フランカがまた赤面しながら叫ぶ。

　そんなことをやっていると――

「――よーし。授業始めるぞー」

　そんな台詞せりふと共にがらりと戸が開いて――長髪の青年が姿を現した。

　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう。

　千里達の担任の先生である。

　黒髪黒瞳の――美形の半歩手前。部分部分を見ていけば間違いなく美青年なのに、何処か重要な部分の螺ネ子ジが緩んで、全体がぐらぐらしているかのような、奇妙に『なりきれてない』感のある人物だ。

　どう考えても素行――というか趣しゆ味み嗜し好こうに問題のある人物で、この青年が教師をやってる時点で千里には非常にこの学園自体が怪しげに見えてしまう。この佐久間榮太郎、実力的にはかなり高位の魔法使いであるらしいのだが……すちゃらかで適当で業ごうの深いオタクなだけに見える。

　まあそれはさておき。

「…………」

　生徒達の物問いたげな視線が榮太郎に集中する。

　何故なら――黒を基調とした学園教師の衣装ではなく、ジャージの上下を着ていたからである。ついでに言うとサンバイザーを被ってサングラスなんかも掛けている上に、右手に持っているのは竹刀である。

　見るからに体育教師然とした格好だった。

　それも何だかスパルタとか猛烈とか変な方向に旧い感じの。

「さて……」

　怪訝そうな生徒達の視線を知ってか知らずにか、榮太郎は一同を見回して言った。

「まあ先日めでたく周防千里も本契約したよーだな。これで全員が正式にアジャスタント持ちとなった訳だが」

「……おかげさまで」

　その際のどたばたはあまり思い出したくない千里は、ぶすっとした表情でそう応じる。

　そんな彼を見てどう思ったのか――

「で、どうだった？」

　と期待に満ちた表情で尋ねてくる榮太郎。

「なにが？」

「童貞喪失の感想は！」

「してねえよッ!!」

　ばん、と机を叩いて喚く千里。

「そうか！　周防はまだ童貞かッ！　チェリーなボーイか！　未使用新品か！」

「余計なお世話だッ!!」

　さらにばしばしと机を叩いて千里は言った。

「っつーかあんたが意味もなく思わせぶりなこと言うから、えらいややこしいことになっちまったじゃねえかよ！」

「はっはっは」

　まるで反省などしていない様子で榮太郎は朗らかに笑う。

「照れるなヨ」

「照れてねえッ！」

　さらに叫ぶ千里。

「遺伝情報さえ得られりゃ良いってんなら、最初から血で良かったんじゃねえかよ！」

「俺は別にエッチしろなんて言ってないが？」

「ぬっ……」

　まあよく考えたら聡がフランカとの契約の際に手っ取り早くエッチしたというだけで、それが必須だとは誰も言ってない。

「そういう早とちりをするのは、普段からエッチなことを考えている証拠だ！」

　ずびしぃ、と擬音付きっぽい仕草で千里を竹刀で指してくる榮太郎。

　でもって――

「そうなんですね御主人様！」

　千里が何か言い返す前に、テジャスがぶんぶんと嬉しそうに握り拳を上下させながら興奮の態で叫んだ。

「さすがは御主人様です！　全然そんなことに興味ないよ、的なつれなさと裏腹に、胸の奥で熱く煮えたぎるエロスへの情熱パトス！」

「煮えたぎってねえ！」

「おおう！」

　両手で千里を指さしながら榮太郎は叫んだ。

「ツンデレならぬツンエロという新しい萌え類型ジヤンルが今此処に！」

「つくづくやかましいわ！」

　怒鳴る千里。

　だがそんな彼の怒りを軽く受け流して、榮太郎は言った。

「まあとにかく。全員、アジャスタントと本契約を済ませた訳だが」

　と言って彼は教室の生徒達とその適合補助者達を見回す。

　生徒数が十五名。

　そしてそのアジャスタントも十五名。

　総計三十名がこの教室にいる訳だが――

「本格的な接続同調リンクはそう長時間してないだろ？　具体的にはレベル３以上のやつな」

「…………」

　顔を見合わせる生徒達。

　どうやら榮太郎の言う通り――といった様子だ。

「接続同調って――アレか」

　とクフィールを振り返って千里が問うと、蒼い髪のアジャスタントはこっくりと頷いた。

　クフィールが千里の血を舐なめて本契約した時のこと。

　彼女と千里の間で何かが繋がった感触があった。

　同時にクフィールに課せられていた何かの制限が取り払われ、彼女は本性である蒼い魔獣に変身。同時にそこからの『力』の逆流を受けた千里も、一部獣化――というかぶっちゃけ獣耳と尻尾が生えた訳だが――することになった。

　普段は、この千里の獣耳と尻尾はクフィールの魔法で隠されている。消えてなくなった訳ではなく、千里が首に塡はめている契約の首輪を介して注ぎ込まれる魔力で、見えなくしてあるだけのことである。

　つまり今も千里とクフィールは何処かで繋がったままなのだ。

　ただし彼女が魔獣に変身した時のような――クフィールの身体のことが己のそれのように感じられるような――文字通りの共感めいた感覚はない。これはクフィールが変身を解いたと同時に消えてしまった。

「ただし……あれは『接続同調』としては断片的なもので……レベル２と言います……」

　クフィールはぼそぼそと言った。

　レベル１というのは契約後の普段の状態。

　ずっと繋がりは保たれたままで、契約者の体調管理や睡眠学習などはこのレベルでも行われるが、契約者の側から繋がりを意識することはない。接続はしているが同調はしていないということでこの状態を『接続同調』とはあまり呼ばない。

　レベル２というのは契約者とアジャスタント相互間の魔法回路を開放した状態。アジャスタントは、契約者の許可がなければ使えない幾つかの能力が使えるようになると同時に、契約者にもアジャスタント側からの魔力が流入し、身体や神経の活性化が行われる。小さな傷などはこれで治ってしまうくらいだ。普通、『接続同調』というのはこのレベルからを指す。

　そして――

「さらに進んで同調すると……視覚とか聴覚とか……五感の感覚共有とかできますし……アジャスタントの肉体を契約者が直接的に操ることもできます……これがレベル３です……」

「五感の共有……」

　首を捻ひねる千里。

　漫画やらアニメやらではよく聞くネタだが、実際にどんなものかと考えるとまるで想像が及ばない。

「クフィールが見てるものが、俺にも見えるってことか？」

　それはそれで便利な面もあるのだろう。

　だが――

「千里様が魔法回路を通じて私の肉体に憑依する……そんな感じにもなります……」

「それはそれで、なんか……色々まずくないか？」

「がぅ？」

　首を傾げるクフィール。

　彼女はまずいとも嫌だとも思っていないらしい。

　だが――

（まさしくモノ扱いじゃねえかよ）

　千里としてはそういう考えに抵抗を覚える。

　レベル３の接続同調は――契約者がその気になれば、アジャスタントの身体を好きに乗っ取って操れるということだ。

　考えようによっては、これは最悪の支配とも言える。

　しかし何よりも千里にとって納得がいかないのは……クフィールがそのことに対して全く拒否感を覚えていないということである。彼女はどうも『アジャスタント契約とはそういうものだ』と思い込んでいて、疑問を抱くこともないらしい。

　確かにアジャスタント達は人間ではない。

　だから人間に対する付き合い方と同じように考えてはいけないのかもしれない。

　しかし……

（嫌なんだよな）

　他人の気持ちなどまるで考えない奴等を何人も見てきた。

　だから自分はそうはなるまいと千里は思うのだ。

　だがそれとは別にクフィールは千里に道具やモノ扱いされることを嫌がっていないというか、むしろ望んでいる節さえ見える。

　それが何というか……千里としては、お互いの気持ちが嚙み合っていない感じで、歯痒いのだった。

　だから――

「御主人様、御主人様」

　ぱたぱたと肩を叩いてくるのはテジャスである。

「だから御主人様って呼ぶな」

「千里様。勿論、苦痛や快感も共有するんですよ？」

「まあそうなる……わな」

　理想的なアジャスタントとは、奴隷ではなく、あくまで主人の一部……つまり『手足』の延長なのだそうだ。

　当然、痛みや苦しみを受ければ、それは主人にも及ぶ。むしろそういう直接的な感覚のフィードバックがないと、手足のようにアジャスタントを扱うのは無理だろう。手袋を塡めての作業は、確かに手を護ってはくれるが、微妙に器用さを損なうのと同じである。

　その理屈はまあ理解できないでもない。

　で――苦痛が共有されるのならば快楽も共有されるのは道理だ。

　感覚に関しては、単純にこれは苦痛、これは快楽、という風に分けきってしまうのは難しい。各個人の体調から果ては嗜好まで、同じ感覚でも苦痛になることもあれば、快楽になることもあるし、食べ過ぎの胸焼けなんかと同じで、快楽も度を超せば苦痛になったりする訳で……

「なので」

　ぐっと両手の拳を握り締めて力説するテジャス。

「レベル３で接続同調してえっちなことなんかしちゃったりすると、色々ループしちゃって、ハウリングしたりして、それはもう大変なことに！」

「……廃人になったりせんだろうな」

　と千里は辟易した表情で言う。

　快感とは要するに脳内麻薬がどばどば出ている状態な訳で――度を超せば脳には良くないだろう。『自慰行為のやり過ぎは頭が悪くなる』などと言われるのと理屈は同じだ。

　それはさておき。

「まあ今日の授業は体育だ。特別に午前中の四時限目までは、普通科全クラスと、魔法科全クラスの合同授業となる。まあ全校あげての球技大会だな」

　と榮太郎。

「またいきなりですね」

　そんな感想を漏らす聡に、榮太郎は頷いて言った。

「実は昨日決まった」

「おいっ!?」

「周防。意見があれば挙手で」

「どんだけ泥どろ縄なわなんだよこの学校!?」

　まあ一般教育的な知識の補充は睡眠学習でどうにかなるようだが、前日に授業内容を決めるなど、計画性のなさも極まった感じである。

「いや。まあぶっちゃけ、手探りに近いしなあ」

　榮太郎は肩を竦すくめる。

「〈混こん沌とん委員会〉は大まかな方針決めるだけで、細かなことはこっち任せだしな」

　どうもアジャスタントの二重登録の時から感じていたことだが――アジャスタントだけでなく、このアバロン学園都市島や、此処で行われている実験自体が、機材、人材、設備など、色々な面で急拵ごしらえというか、寄せ集めの印象が強い。今ひとつ統一感や計画性に欠ける感じなのだ。

「……なんだよ、その見るからにラスボス的な名前の委員会は」

「このアバロン学園都市島を管理してる上部組織だけどな」

　と千里の問いに頭上を指さしながら答える榮太郎。

「これがまた、実はお互いにお互いの本名を知らないという素敵仕様でな。その実態は直属の教師たるこの俺にも謎に包まれているのだよ」

「いるのだよ、じゃねえだろが。実は悪の組織とかじゃねえだろうな」

「それはそれで燃えるが！」

「だから普通に『学校』しろよ!?　俺達の将来がかかってんだから」

　明後日の方向を向いて拳を握り締める榮太郎に千里は言った。

　このアバロン学園都市島で高校生活を送った経歴が、実社会できちんと高卒資格として扱われるかどうか非常に心配な千里だが……例の『迂う闊かつに外でアバロン学園都市のことを喋ったら脳天パーになる』呪いが掛けられている以上、とりあえずは安全にこの呪いを解除する方法を見つけない限り、文部省に問い合わせてみる訳にもいくまい。

「まあそれはさておき、だ」

「さておくなっ」

　喚く千里。

　彼は顔をしかめて呟くように続けた。

「ダメだ……やっぱ、まだ取り返しが付く間に、此処を出る方法を考えねぇと……」

　一年やそこらならばともかく、高校生活をきっちり三年こなしてからとなると、実社会とのズレは相当でかいものになりかねない。

　目立たず、普通の生活をごく平凡に送りたい千里としては、それは致命的だ。

　やはり早々に件くだんの呪い〈パーマンズ・ヴォウ〉を解いて、このアバロン学園都市とおさらばする方法を、早急に考えないといけないのだが――

「今回の球技大会は、より確実にアジャスタントを『手足の如く』扱えるようになる為の、習熟が目的だ」

　千里の突っ込みを無視して榮太郎は言った。

「具体的には――これだ」

　ひょいと榮太郎が指先を振ると、チョークが勝手に空中へと浮かび上がり、カカカカカ、軽快な音をたてながら黒板の上へ文字を書き連ねていく。

　ぱっと見にはただの変人の榮太郎だが、こういう場面でさりげなく魔法を使う様子を見ていると、やはりそれなりに優秀な使い手なのだろう。

『ネオ・マカデミ・ボール』

　そう書ききったチョークが、ことんとチョーク受けの上に落ちた。

「マカデミ・ボール？」

　勿論、千里はそれが何を意味する単語かわからない。

　しかも『新ネオ』である。

　大元もわからないのに益々謎なぞだ。

　まあ『アジャスタントと同調して手足のように扱う』という趣旨と単語のイメージから考えれば、ボールを使った何かのスポーツ競技なのだろう。

「……意外にまともだな」

「そこ。意見があるなら手を挙げて言うように！」

　荒木飛●彦ばりに重力と骨格を無視したかのよーなポーズを無意味につけながら、ずびしと竹刀で千里をさして言ってくる榮太郎。

「……あんたのこったから、またシモネタ系に走るのかと思ったよ。女子限定水上レスリング大会とかな」

「はっはっは」

　榮太郎は朗らかな声で笑った。

「周防はバカだなあ」

「……あんたに言われるとすげえムカつくな」

「それは二学期の楽しみにとっておくッ！」

「予定してるのかよ!?」

「ポロリもあるよ？」

「楽しんでるのあんただけだろ!?」

「御主人様！」

　喚く千里の肩をぽぽんと叩いてテジャスが言う。

「私も楽しみです！」

「何がだよ!?」

「御主人様のポロリが！」

　ぐぐっと両の拳を握り締めて言うテジャス。

「しねえよ！　何をこぼすことを期待してんだてめえは!?」

「知ってますか御主人様！　ボールって『睾こう丸がん』って意味もあるですよ！」

「知らんわっ！」

「それから実は『ポケット・モン●ター』って実は英語だと『男根』の隠語になったりするんですよ！」

「知って嬉しくねえ豆知識だな、おい!?」

「つまり逞たくましい男が、『へっへっへ。俺のポケット・モン●ターで天国に連れてってやるぜ』とか言う訳ですね！　ワイルドで萌えっ！」

「黙れ！　いいからお前は永遠に黙れッ!!」

　テジャスの頭にヘッドロックを掛けながら――よく考えたらそんなことをしてもテジャス本体は痛くも痒かゆくもない訳だが――千里は喚く。

「ああっ――ちょっとバイオレンスなスキンシップがまた……！」

「このまま焼却炉に放り込みたくなってきたな！　おい！」

　ヘッドロックを喰らいながらもばたばたと手足を振り回すテジャスに、そう怒鳴る千里。

「まあとにかく」

　榮太郎は――ぐるりと一同を見回して言った。

「全員、体操着に着替えて三十分後、『専用競技場』に集合のこと」
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　たたたたたん……とキーボードが音を立てる。

　物凄い速度で沈んでは浮き上がるキーの群れ。

　同時にモニターの上には、何やら複雑な文字列が――英語ではなく、もっと何か奇妙な象形文字のようだが――生成されては上にスクロールして消えていく。目にも留まらぬ早業とはこのことだ。普通の動体視力ではそもそもモニター上の表示を見て打ち込まれた内容を確認することさえできないだろう。

　だが――

「ふむ……」

　最も驚くべきは……キーボードの上には、一本の指も存在していないということである。

　まるで自動演奏ピアノの鍵盤のように、キーボードのキーは、勝手に自ら沈んで浮いて、沈んで浮いてを繰り返している。確かにモニターとキーボードを前にしている人物はいるのだが、彼は先程から、腕を組んで空中を眺めたままで、モニターの表示画面すらろくに見ていない。

　金髪碧眼の少年である。

　年齢は十歳を幾つか上回ったか否かといったくらいだろう。

　少なくとも見た目には――だが。

　非常識を専売とする魔法使い達の園にあって、外見などというものは年齢を推し量る尺度としてほとんど用を為さない。外見は美少女ながら、中身は四百歳の魔女などというものも実は珍しくないのだ。

　その少年は非常に上品で育ちの良さそうな――子供服のモデルが務まりそうな容姿であった。俗な言い方をすれば『天使のような顔立ち』だ。もっとも本人はそのように表されれば苦笑して肩を竦めるだろうが。

　寒さ河が江み教授。

　このアバロン学園都市島管理事務局の局長にして、その上部組織〈混沌委員会〉の末席に名を連ねる碩せき学がくである。魔法使いとしては勿論、達人アデプト級で、実を言えばこの金髪碧眼の姿も、彼の本来の姿ではない。

　この少年の姿は何処からか彼が遠隔操作している傀く儡ぐつ人形でしかないのだ。

「寒河江教授？」

「――ああ」

　まるで夢から醒めたかのように大きな碧眼を瞬かせて、寒河江教授は傍らを見み遣やった。

「どうかなさいましたか？」

　そう尋ねるのはアバロン学園都市島管理事務局出張所だった。

　比喩でも何でもなく。

　寒河江教授の様子を首を傾げて眺める、銀髪の小柄な少女は、彼女自身が事務局の出張所であり、スーパーコンピュータとタメを張れる計算能力を持った、仮想神格――言うなれば電子の精霊なのであった。

　彼女の名はトリンシアという。

　寒河江教授の……言うなれば助手だ。

「色々と……な」

　寒河江教授は溜め息をつく。

　だがその間もキーボードは止まらない。見えない手と指が操作し続けているかのようにキートップの上下が繰り返されている。

　本来の思考力に加え、傀儡人形に搭載した疑脳と、魔法杖の直結により、彼は文字通りの重複思考マルチタスクが可能である。会話しながら念動で魔法式言語を打ち込むなど、彼にとっては児じ戯ぎに等しいのだった。

「このアバロン学園都市――アバロン計画そのものに反対する者もいるし、どうも混沌委員会の会議では、謎の勢力らしきものも報告されている。状況は未だ不安で不透明だよ……」

「謎の勢力……ですか？」

「まあ個体数はまだ一体だが」

　寒河江教授が視線を向けると……それだけで何かの操作になっていたのか、モニターの上に一枚の画像が現れた。

　それは一人の男の写真だ。

　一見した限り、それは寒河江教授のような達人級魔法使いが気にするような相手ではない。外見的には人間そのものだ。人種は黄色人種モンゴロイド。黒い革ジャケットに黒いサングラスで、ついでに銀のアクセサリと、安めのチンピラのような格好であるが――逆に言えば特徴といえばそのくらいだ。

　だが……

「混沌委員会の面子が二人がかりで取り逃がしたらしい」

「…………」

　それがどういう意味を持っているのか。トリンシアは基本的に無表情のままだが、その眉がわずかに顰ひそめられていた。

「神でも魔でも精霊でも人間でもないらしい……ということは接触の際の情報から分析されているがね。では何なのかと言われると、皆目見当がつかん。まあ反対派の造り出した何か、あるいは我々の把握していなかった在野の魔法使いと考えることもできるが、確定的な証拠は何もない」

「占術科は何と？」

「一切の卦けが出ないそうだ」

「…………」

「これは一部の生徒にも生じている現象なのだがな。我々の造り上げたこの世界に、我々の想定していなかった――しかも手に余りかねない存在と現象が生じている。管理を預かる者としては頭が痛いよ」

　言って、寒河江教授はずぼりと自分の頭を胴体から引き抜くと――人形なのだから別に不思議ではないが、普通の人間が見たら卒倒しかねないだろう――何処からか取りだしたハンカチで額ひたいを拭ふき始めた。

「反対派とおっしゃいますが」

　トリンシアはふと気付いた様子で言う。

「寒河江教授も、アバロン学園都市計画そのものには反対だったのでは」

「〈学園〉派の大半は反対派だよ。まあシュタイン教授のように賛成派もいるがね。元々魔法使いと一般人は相容れない、だから一般人に邪魔されない場所で、自分達の可能性を徹底的に追求しよう――そういう思想の元に組織されたのが、我等のマジシャンズ・アカデミイだ」

「……はい」

「それを今更、一般人と融和など。確かに我々の技術を供与すれば一般社会の色々な悲劇を避け、問題を解決することもできるだろう。だがそれは間違いなく新しい問題と悲劇を生み出す。魔法の力は一身専属的で個体差が大きすぎる。間違いなく、個人主義、平等思想が主流の一般社会では、混乱を巻き起こす」

「そうですね」

「賛成派はそれを踏まえた上で、それでもその先にある理想郷を夢見ているようだがね」

　やや皮肉げな口調で寒河江教授は言った。

　性格破綻者やら変人やらの多い魔法使い達の中では、比較的、良識派で知られている彼としては非常に珍しいことではある。

「私は、自分が杭くいと槌つちを手に追われたあの日のことを忘れられない」

「…………」

「私は、最愛の人が私を『バケモノ』と呼んだ時の、あの顔を忘れられない」

「教授――」

　言葉に詰まるトリンシア。

　だが机の上の寒河江教授の首は、特に何の表情も浮かべてはいない。感情に流されぬ怜悧な無表情がそこにあるだけだ。

「私は無理だと思うよ。一般人と、魔法使いの融和など。だがそれはそれとして、可能性を追求したいという、賛成派の意見も、無視するべきではない。個人的な経験とそれに基づく思い込みで、全てを決めつけてしまうのは愚か者の極みだ。だが――」

　首を元の位置に戻しながら寒河江教授は言った。

「私とは逆の方向から〈アバロン計画〉にも〈チャンドラー計画〉にも反対している連中がいる。元〈学園〉派なのか元〈連盟〉派なのかまではわからないが」

「……というと？」

「シュタイン教授は彼等を『魔法使われ』と呼んでいたがね」

　苦笑を浮かべて寒河江教授は言った。

「むしろ魔法による差別を歓迎する連中だ。要するに魔法使いは、魔法を使えない一般人の中にあってこそ、その存在価値がある……と」

「……どういう意味ですか？　それなら〈アバロン計画〉に反対する意味が……」

「だから」

　寒河江教授は溜め息をついた。

「アジャスタントの存在も、彼等は許し難いのだよ。言ってみれば、彼等が目指しているのは、魔法による貴族制度の制定だ。魔法が差別を生む。魔法がそれを使える者と使えない者を峻別する。そして魔法使いは、選ばれた存在として、一般人の上に君臨する――アジャスタントによる、一般人と魔法使いの不均衡是正などもってのほか、という訳だ」

「…………それは」

「そう。それはすでに学究ではない。政治だ」

　寒河江教授はそう言い捨てた。

「要するに、自分が他人より優れているという区別をする為の道具として、魔法を用いたいという輩やからだな」

「一種の選民思想ですか……」

「魔法は所詮、手段だ。我々は魔法『使い』であるべきであって――魔法使いになることそのものが目的になってしまった者は、主従が逆転してしまっていると言っても過言ではない。そうした者達は魔法に振り回され、『使われ』ているに過ぎない」

「…………だから、『魔法使われ』ですか」

「だそうだ、シュタイン教授によると」

　寒河江教授は肩を竦めた。

「だが……それすらも、思えば、一般人らしい思考だろう？」

「…………」

「金銭。学歴。血統。人種。国籍。職業。信条。趣味。その他諸々。そうした、本来はそれ以上でもそれ以下でもないものを、他人との区別差別に――自分よりも上か下かの定義に使いたがる」

　小は給料の額から大は所属国家まで。

　多くの人間は常に自分と他人とを諸々の点から比べ続けている。自分と他人との比較の元に自我が確立され、その上で不均等が生じるからこそ社会が回る。

　熱の不均等がエネルギーとなるように。

　能力としても権利としても完全に平等な人間達で構成される社会があるとしたら――それは何も変化せず何も流動しない、熱的死のような世界、時間も途切れたかのような、完全静止した死の世界となるだろう。

「それ自体は正直、私は是非を論じる必要を感じない。仕方のないことだろう。比較の上に競争は生まれ、競争の上に、発展はある。そもそも不均衡、不平等であることも、種族全体から見れば、人間の能力の一つなのだ」

「……はい」

「だが――そうした区別差別の基準の一つとして、一般社会に『魔法』が加わるのだとしたら、我々は問題解決どころか、火種を一つ増やすことになってしまう」

「だから反対……ですか」

「個人的にはね」

　と寒河江教授。

「だがそれと、この都市の管理に尽力するか否かは別問題だ」

「はい」

　トリンシアは頷いた。

「それでこそ寒河江教授です」

「何はともあれ――」

　束の間、キーボードの打鍵音が止まる。

「まずはこの男と、その背後の勢力について特定するのが先だろう。『魔法使われ』達については、まだ思想基盤がわかっている分、話し合いで解決できる可能性もあるが、何もかも正体不明では、手の打ちようがない」

　音もなくモニターの中でサングラスの男の顔が拡大される。

　寒河江教授の台詞とは裏腹に、その男はひどく気楽そうな様子でへらへらと笑っていた。
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「…………」

　一同は無言だった。

　まったく予想外の光景が、そこに広がっていたからである。

「なんだ……ここ……？」

　普通――『競技場』と言われれば、誰もが思い描くのは、地面にトラックやら各種競技のコート・ラインやらが引かれた数百平米の平面だろう。フットボールとか。サッカーとか。ラグビーとか。テニスならもっと小さいだろうし、総合的に色々な種目ができるように整備された陸上競技場ならば、もっと大きいだろう。

　何にしても。

　平らな地面があって、それを取り囲むように客席ないし、それに類する『壁』というか区切りというか、そういうものがあって、『競技場』という一画を成しているのだと生徒達は考えていたのである。

　だが甘かった。物凄く甘かった。

　此処は〈アバロン学園都市島〉である。

　常識とか社会通念とかに、大して価値を見いだしていない変人――もとい魔法使い達の巣窟である。勿論、彼等なりに一般人に歩み寄っているつもりなのだろうが、基本的な考え方が明後日の方向を向いているので、一般人たる千里達からすると意味不明な事態にしばしば直面することになる。

「競技場って……言ったよな」

「シフト・ポータルの77番って言ったわよね」

　と同級生達がひそひそと言葉を交わし合う。

　彼等の前に広がっているのは……密林だった。

　勿論――既に扱う商品が広すぎて最早、何屋さんなのかわからなくなりつつある通販専門書店のことではない。ジャングルだ。文字通り密に樹木が生えまくって昼なお暗い鬱うつ蒼そうたる空間を作り出す、原生林のことである。

「そもそもこのアバロンにこんな場所あったっけか？」

　と千里は顔をしかめて言った。

　彼はこの〈アバロン学園都市島〉を訪れる際、その全景を見ている。この密林がどれだけの規模があるのかわからないが、こんなものが存在していれば、たとえ反対側に位置していたとしても気付きそうなものだ。

　それ程にでかい木々の海なのだ。

　果てが見えない。元より千里達の位置から見ればひどく見通しは悪い訳だが――それでも、どれだけの規模があるのかすら、想像がつかない。

「こっちも意味不明だしな」

　と千里は背後を振り返って言った。

　そこには――生徒達の背後には、でっかい建物が、どでんと聳えていた。

　城じよう塞さいである。

　他に表現のしようがなかった。

　煉瓦やら石材やらを積み上げて作られた、中世風の城である。

　大きさはちょっとした学校の校舎程度で、高さも三階建てくらい。しかも御丁寧なことに、脇には尖塔とかも付いているし、上には旗もたなびいていたりする。ただ――何というか、『城』という言葉の持つイメージを平均化して作ったような外見である為に、微妙に外観が安っぽい。

　何か遊園地のお城とか、勘違いした感じのラブホテルのような印象だった。

「うん。間違いないね」

　学級委員の聡がアジャスタントであるフランカに確認して頷く。

「77番シフト・ポータル。接続先は『ネオ・マカデミ・ボール専用競技場』」

「つってもな……」

　と途方に暮れたような表情で言う千里。

　ネオ・マカデミ・ボールなる競技がどーゆーものなのか、千里はおろか、アジャスタント達ですら知らされていないこの現状、一体どうすれば良いのか。空間移動用のシフト・ポータルが誤作動を起こしたと考えるのが一番自然なのだが――

「はーっはっはっはっはっは！」

　高らかに哄こう笑しようが響き渡る。

　振り返った生徒達は、城のバルコニーに腕を組んで立つ榮太郎の姿を見た。

「よくぞ来たな我が精鋭達よ！」

「……何がどう精鋭なんだか」

「そこ。ノリが悪いぞ」

　と手に持った竹刀で千里を指さして言う榮太郎。

「そこは『今更、風雲た●し城か！』と突っ込むべきところだ！」

「知るかっ！」

　怒鳴る千里。

　彼は改めて周囲を見回して言った。

「一体何なんだ、ここは」

「だから」

　密林を竹刀で指し示して榮太郎は言った。

「専用競技場」

「ネオ・マカデミ・ボールってやつの？」

「うぃ」

　頷く榮太郎。

「……って一体何なんだ、そのネオ・マカデミ・ボールってのは！」

「うむ。話すと色々遡さかのぼって長くなるが」

「いいから話せ！」

「そこまで言うなら仕方ない。まず最初……原始の海の表面に混沌とした暗闇がある中、神が『光アレ』といって光を作り、昼と夜が出来たんだが」

「遡り過ぎだ！」

「…………周防はせっかちだなあ」

　はっはっはと無責任に笑う榮太郎。

「いや……元々は普通の競技場で、魔法の箒ほうきに乗ってやる、ポロみたいな競技だったんだけどなー」

「それがなんで……」

「イギリスの出版社からクレームついてなぁ」

「何の話だよ!?」

「まあそれは冗談だが」

　ひょいと見えない何かを棚の上に置く仕草をしてから榮太郎は言った。

「『タナロット事変』という一件で、これが旧来のマカデミ・ボール派と新マカデミ・ボール派にわかれることになったのだ」

「タナロット？　お寺？」

　怪訝の表情を浮かべて呟く千里。

　確かバリ島の寺院がそんな名前だったはずだが。

　しかし榮太郎は首を振って言った。

「いや。キャラだ」

「キャラて」

「人名だよ。まあそういう名前の魔神のよーなのがいたと思ってくれ」

　榮太郎は何故か『ＤＶＤ絶賛発売中』とか書かれた看板を背中に背負いながら言った。

「魔神……」

　何となく千里の脳内には、寺院が変形して巨大ロボみたいになった怪物が思い描かれていたりはするのだが……まあそれはさておき。

「試合中にそのタナロットっつーのが、その有り余るパゥワァで競技場ごと無茶苦茶にしちまってな」

「競技場ごと？」

「核弾頭級の魔力持ってたんでな。ぶっちゃけ、彼女なら素手でビル解体できるぞ」

「そんなの試合に出すな！」

　榮太郎の『彼女』という表現が微妙に引っかかったが……とりあえずそう突っ込んでおく千里。世界の始まり云々はさておき、その辺を問い質すとまた長くなりそうだというのを彼の経験と勘が告げていたからだ。

「いやまあ色々あったんだよ色々」

　と榮太郎は明後日の方を向いて遠い眼をしながら言った。

「でな。その結果、新マカデミ・ボール派というのが生まれた訳だ」

「……何がどうなってその結果なのかわかんねーよ」

「お前の言う通り、『そんなの試合に出すな』という意見もあるにはあったんだがね。その一方で、此処は魔法学園だろ。数こそ少ないけど、そーゆー核弾頭級の魔族や神族もいない訳じゃないんだわ。精霊も強大なのになると、そこらの魔族を凌ぐ魔力持っていたりするしな」

「…………そうなのか？」

　と傍らのクフィールを振り返って問うと、蒼い髪の少女はこっくりとまた頷く。

「そういう神族魔族や強い精霊も参加できるスポーツに、マカデミ・ボールを昇華しようって考えの一派が出てきたんだな。より強大なパワーをぶつけても反則とか場外にならないどころか、むしろそれを活かせるよーなのを」

「まあ……なるほど」

　その理屈はわからないでもない。

　だが――

「で……新マカデミ・ボール派は、タナロット事変でこう考えるようになった」

　榮太郎は言った。

「『そもそも全てのスポーツの源流は戦争にある』と」

「…………ちょっと待て」

「まあ集団戦で勝ち負けって意味では、間違ってないわな」

　確かにサッカーだろうがフットボールだろうがラグビーだろうがバレーボールだろうがバスケットボールだろうが、攻守があって、陣地があって、要所ゴールがあって、戦略戦術を駆使しながら戦うという意味では、戦争に通じるところがある。極言ではあるが、それらの集団スポーツは、戦争を手本とし、その代用行為として発達してきた側面は確かにあるのだ。

　しかし……

「提唱者は何考えてんだ」

「うーん。タナロット事変で、競技場崩壊した時に、新マカデミ・ボール提唱者のエマ・ワシントンも大怪我してるんだが。その時、頭打ってたしなー」

　言葉とは裏腹に軽い口調で言う榮太郎。

「おい……」

「で、新マカデミ・ボール派の連中は言った訳だ。『ではマカデミ・ボールはその始祖に遡り、スポーツの神髄を究めるべきではないか？』と」

「それって……」

「だから、戦争だよ」

　榮太郎は言った。

「戦争こそ始まりにして究極のスポォツなのだッ!!」

「遡りすぎだっ!!」

　怒鳴る千里。

　何かに行き詰まった時、基本に立ち戻るのは常套手段だ。革命でしばしば原理主義みたいなのが叫ばれるのはそのせいである。とはいえ――

「まあ本当に戦争する訳じゃないしな」

「当たり前だ！」

　既にそんなのはスポーツですらない。

　ということは――

「……って何か？　つまりそのネオ・マカデミ・ボールは要するにサバイバルゲームみたいなもんだってのか!?」

「そーなるな」

　と無意味に胸を張って言う榮太郎。

「サバイバルでゲームっていうとぉ」

　首を傾げて言うのは薫である。

「密林にナイフ一丁で入って蛇とか捕まえて皮剝いで食べたりしながら、誰が一番長く生きていられるか競うの？」

「それはサバイバル違いです」

　とフルクラム。

「サバイバルゲームというのは、いい歳した大人が銀ダマ鉄砲の親玉みたいなのを使って行う、戦争ごっこのことです」

「そうなんだ～」

「そこ。サバゲーマニアの心をへし折るよーな身も蓋ふたもない解説をしないように」

　と竹刀をフルクラムに向けて言う榮太郎。

「まあとにかく……普通のサバゲーと同じように、プレイヤーはプレイヤーを倒すことができる。倒されたプレイヤーは『死亡』扱いで退場。基本、プレイヤーの補充はなし。もし片方のプレイヤーが全滅したら、その時点でそのチームは負け」

「ボールと何にも関係ねーじゃねえか！」

　喚く千里。

　そんな彼を振り返り――

「……周防」

　厳かな口調で榮太郎は言った。

「無知なお前に教えてやろう」

「何をだよ」

「世の中にはな……『キャノンボール』というボールは全然関係のないカーレースもあるのだよ」

「知るかっ!!」

　ちなみにキャノンボールと呼ばれる違法カーレースは確かに存在するが、勿論、球技とは何の関係もない。ただし、この場合のボールとは『砲弾』を意味していて、『砲弾のように速い』という意味から付けられているだけだ。

　まあそれはさておき――

「……一応ボールは使います」

　そう言って榮太郎の横に現れたのは、メイドさんだった。

　黒いワンピースで。フリル付きのエプロンで。やっぱりフリル付きの髪留めで。これ以上はないってくらいにメイドさんの格好をした――綺麗な女性である。

　上品でおしとやかな物腰も、またメイドさんらしい。

　もっとも……普通のメイドさんには犬耳と犬尾なんぞは付いていないだろうが。

　榮太郎の使い魔――黒犬獣の化身、エーネウス・ザ・バージェストである。

「おう。エーネ。御苦労」

　そう言って榮太郎はエーネウスから何やらボールのようなものを受け取った。

「この――」

　榮太郎が人差し指の上でそのボールをくるくると回しながら言う。

「黒光りしてぇ、硬くてぇ、とぉっても立派ぁ……なモノを使う」

「…………」

　突っ込んだら多分負けなんだろうな、と思ってぐっと喚きたいのを堪える千里。

　代わりに、エーネウスが何処からか引っ張り出したモップで――ただしブラシ部分の反対側には、斧とも槍ともつかないよーな、凶悪な形状の刃物が装着されていたりする――榮太郎の後頭部をぶん殴った。

　ぶしゅうとわかり易い音を立てて、血を噴きながら倒れ伏す榮太郎。

　でもって――

「御主人様はお疲れの様子なので」

　頰ほおについた数滴の返り血を拭いもせずにエーネウスは言った。

「続きは私が」

　改めてエーネウスが持ち上げて示すのは、確かに球体だった。

　大きさはサッカーボール程だろうか。確かに黒光りして妙に硬そうな――そして重そうな代物で、印象としてはむしろボウリングの球の方が近いかもしれない。

　でもって――その表面には、赤で、そこはかとなく不安を煽あおるよーな三つ叉のマークが入っていたりする。

「…………劣化ウランとかで出来てたりしねえだろうな、それ」

「あくまでこれは記号です」

　とエーネウスが横から言う。

「これを『核爆弾』に見立てて、敵の『本陣』まで運び込めば、勝ちとなります」

「どんだけ殺さつ伐ばつとしたスポーツなんだよ!?」

　千里はそう言って怒鳴るが――

「……なるほど、そう考えれば、サバイバルゲームよりは、サッカーやラグビーといった集団戦の球技に近いですね」

　聡が感心したように頷いている。

「なんか基本的な発想が不健全っつーか殺伐としてねえか？」

　と千里。

「佐久間先生も言ってたけど、まあそんなものだよ、勝ち負けのあるスポーツの起源は」

　聡が笑いながら言ってきた。

「剣道なんてまさしく殺し合いだしね。『面』とか、真剣でやったときのこと考えるとかなりグロだよ」

「そりゃそうだが……」

「で――他のルールは？」

　別の生徒が片手を挙げてそんな質問をしている。

　まあいちいち文句を言う千里よりは、前向きというか建設的である。

　だが――

「ないよ？」

　と答えるのは、いつの間にかにゅいっと復活してきた榮太郎である。

「……ちょっと待て」

　と千里。

　他の生徒達も怪訝そうな顔を見合わせている。

「何でもアリアリ。あ、相手を本当に殺したら反則」

「おい！」

「まあ基本的にどんな魔法も行動も戦術もアリ。というか、そうでないと『縦横無尽にアジャスタントを扱える』為の訓練にはならんだろ」

　至極当然と言った口調で榮太郎は言う。

　まあ確かにそういう意味では、下手にルールを設けてその中でアジャスタントを動かしていても、限界は出てくるだろう。ありとあらゆる状況を想定するという意味で、戦闘は間違いなく適切な環境である。

　とはいえ――

「一応、スポーツですから」

　取りなすように言うのはエーネウスである。

「禁則魔法が掛けてあって、いわゆる攻撃魔法に分類される術式には、対抗術式でキャンセルが掛かります。その為の特設専用競技場です」

　そもそもアジャスタントの使える魔法は元々種類が決まっているらしいし、相手である魔法科の生徒達も、魔法使いとしては半人前の者が多く、達人アデプト級の魔法使いが仕掛けた禁則魔法を無視して攻撃魔法を使うことはできない。

「大丈夫……なのか？」

　尚も若干の不安を覚えながら問う千里。

「ちなみにプレイヤーはゼッケンを剝はがされるか、破られると、『死亡』扱いだ」

　と榮太郎は言った。

「復活は勿論、ナシな」

「……なるほど」

　頷く生徒達。

『戦争』というと確かに剣呑な印象が強いが……改めて考えれば単純でわかり易いゲームであるとも言える。攻撃魔法が禁じられているのなら、そうそう危険なことにはならないだろう――誰もがそう思った。

　それに……

「まあ普通のサバイバルゲームだと思ってやってみそ」

　あくまで気楽な物言いの榮太郎である。

　彼を見ていると心配しているこちらの方が馬鹿馬鹿しく思えてくる。

「ああ。それとな」

　榮太郎はふと思い出した様子で言った。

「今回限り、普通科限りの特別ルールが二つばかりある」

「特別ルール……？　普通科限りって……」

　怪訝そうに問う千里に、榮太郎は大きく頷いてみせた。

「一つは――皆がきちんと競技に熱意を以て参加できるように、御ご褒ほう美びを用意した」

「……御褒美？」

　ざわめきが生徒達とアジャスタント達の間に広がっていく。

「具体的には何です？　聞いても構いませんか？」

　と挙手して聡が尋ねる。

「ふふふふふ」

　榮太郎がジャージのポケットに手を突っ込んで中を漁る。

　ちゃららちゃっちゃちゃー（擬音）♪

「願い事叶え券～」

　何処かの未来の世界の猫型ロボットみたいな口調で言いながら、榮太郎はぴらりとポケットから取りだしたチケットのようなものを示した。遠目にわかりにくいが、何やらカレーの容器、もといアラビアのランプっぽい絵が印刷されていたりする。

「これを生徒数分」

「――またそんな」

　と顔をしかめるのは千里である。

「なんなんだよ、その、いかにも童話チックな券は」

「勿論……アバロン学園都市の内部で、管理部の権限が及ぶ限り、可能な限りにおいて、という但し書きはつくけどな」

　と身も蓋もない言い方を榮太郎はする。

「当然、『願い事を二つにしろ』とかそーゆー、自己言及的なお願いや、無限の生命とか、無限の財産とか、そーゆー現実的な限度や具体的な定義のできない願いは無効だ。だから多分、抽象的なものは、『お願い』するのも難しいとは思う。だが具体的なモノならギャルのパンティから、巨大船艦やら大豪邸やら、何でもアリ。都市の外部には持ち出せないけどな」

「それって」

　生徒の一人が言った。

「例えば――周防みたいにアジャスタントを二人に増やしてくれとか、そういうのでもアリなんですか？　二人目は美少女型でとか――」

「あ……アタシじゃ御不満なんですか御主人様!?」

　その生徒の肩の上に留まっていたオウム型のアジャスタントがばたばたと羽を上下させながら抗議の口調で言う。

「いやまあ可愛い女の子とかいいなーって。それも二人とか」

「……ややこしいだけだぞ」

　と千里は言うが――他の生徒にしてみれば身の回りの世話をしてくれる美少女が二人というのは恵まれているというか、羨うらやましい環境なのだろう。まあ千里も当事者でなければそう思ったかもしれない。

「元々アジャスタント候補者は不足してるから、多少の時間はかかるだろうが。まあ可能だろうな。勿論、二人いるのを、一人に減らすのも……だ」

　と千里の方を一いち瞥べつして言う榮太郎。

　クフィールとテジャスの、何か言いたげな視線を痛いくらいに左右の頰に浴びたりしながら、しかし千里はふと思いついて手を挙げた。

「じゃあこれは？」

　と左手首を指さす。

「パーマンズ・ヴォウを解除したりとか――」

　あるいはそもそもこの学園都市から『退学』するとか。

「アリ」

　あっさりと榮太郎は言った。

「……アリなのかよ」

「まあ管理部の権限の及ぶ限り、だからな。他者の権利を明らかに妨げるようなものならば別だが」

「…………」

　考え込む千里。

　当分無理だと考えていた、この非常識な世界からの離脱と、常識的な一般社会への復帰。

　その希望が、いきなり湧いて出たことになる。

　これは確かに千里の立場からすれば、嬉しい『御褒美』だ。

　だから……

「わかった」

　千里はある種の覚悟を決めて頷いた。

　この『ネオ・マカデミ・ボール』そのものに対していまいち不安が残ったりするが、まあここで悩んでいても仕方がない。一応の配慮はされているみたいだし、とりあえず何か危険そうだったら即座に中止を訴えればいい。

「でもってもう一つの特別ルール」

　榮太郎はぱんぱんと自分の立っている城の壁を叩いた。

「契約者――生徒は、この『本陣』から出ないこと。出たら失格でアジャスタント共々死亡扱いになるからな。留意するよーに」

「は……？」

　予想外の『特別ルール』に生徒達は眼を丸くする。

「それって……」

「言ってみれば司令官とか士官扱いだな。実際に戦場に立って動く兵隊役は、各自のアジャスタントがする。基本、お前達はアジャスタントに指示を出すだけ」

「……俺達は此処から動くなってこと？」

「そう」

　と千里の問いに榮太郎が答える。

「バトルフィールドに入るのはアジャスタント達のみ！　アジャスタント達は、主との絆きずなを信じて戦うのだッ！　言うなれば――そう！　巷でナウなヤングにバカ受けのニューモード！　『物ぶつ騒そう真しん姫き』のよォに！」

　ぐぐっと拳を握り締めて言う榮太郎。

　まあ何かそーゆーのが流は行やっているらしい。榮太郎の中でだけかもしれないが。

「いや、知らねえけど」

「入門にはマンガ版の『２０３６』と『LIGHT!』がおすすめだゾ？」

「知らんっつーに。つかあんた……ナウなヤングとか……歳、幾つだよ」

「はっはっは。魔法使いに歳を聞くもんじゃない」

　と榮太郎。

「ともかく……あくまでこのゲームの目的はお前達がアジャスタントを『手足の如く扱える』ようになる為の習熟訓練の意味もある訳だから。お前達が前に出張ると意味ないだろ」

「ああ……なるほど」

　と聡が頷く。

　他の生徒達も合点がいったらしい。

　だが……

（手足の如く――か）

　千里は何処か憂ゆう鬱うつな気持ちで考える。

（俺が気にしすぎなのか……？）

　無論そんな彼の内心など周りの者は気付くはずもなく――

「接続同調した状態で、アジャスタントをバトルフィールドに進めて、いかに敵陣深くまで『爆弾』を持ち込むか。まあそういう内容の戦争ごっこだと思ってくれ」

　何処までも呑のん気きな口調で榮太郎は言った。
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　その頃……密林を挟んだ反対側。

　そこにもう一つ設けられた『本陣』にも十数名の生徒達の姿があった。

　ただし、こちらには適合補助者の姿はない。

　何故なら全員がその必要のない者達――魔法使いであるからだ。

　前述の通り、魔法使いと非魔法使いの共存の可能性を探る実験都市であるアバロン学園島には、当然ながら魔法使い達の学級も存在する。

　この魔法使い達の学級――魔法科は、まだ千里達の普通科学級と相互交流はないものの、徐々にその機会を増やしながら、相互の反応を観察するのが学園側の目論見である。

　つまり今回のネオ・マカデミ・ボールの一戦はその最初の試みとも言えた。

　ちなみにこの学級の魔法使い達は、アバロン学園を創設した魔法使い達の組織――マジシャンズ・アカデミイ全体から見れば、そう程度の高い者達ではない。秘めたる才能はさておき、達人級と呼ばれるような魔法使いは皆無で、言ってみれば魔法使いとしては半人前の者達が多い。あるいは、魔法の知識と技術はあるが、魔力が少ない為に自身ではあまり大きな魔法は使えない者達とか。

　これは単純に、そういう者達の方が、一般人にまだ感覚が近いので、融和し易いのではないか、と期待されたことによる。

　とはいえ魔法使いは魔法使い。

　彼等の住まう領域は常識の埒らち外がいにある。

　てな訳で――

「――そうイう訳デ」

　自分達の先生がどー見ても、お色気過剰な服装――黒革のビキニを基本としたボンテージファッションだったりしても、いちいち眉を顰める者はいない。勿論、言葉を覚えたての外国人のように、多少その会話の発音がおかしかろうが、気にする者もいない。

　まあつまり。

　彼等の担任教師はそーゆー人物……もとい魔物であった。

　燃え立つような赤毛にボンテージファッションの若い娘。

　彼女の名はシンクラヴィア・ザ・セイレーンという。

　伝説に魔鳥と呼ばれるれっきとした魔族で、まあ元々はかなり胡う散さん臭くさい仕事に就いていたのだが……色々あって今は相棒と共にアバロン学園の教師職に収まっている。つい先日まで一度魔界に里帰りしていたのだが、昨日、正式に教師として赴任してきて、現在に至っている。

　でもって……

「ネオ・マカデミ・ボールについては説明した通り。特別ルールは向こうの学級には適用されるけど、こちらには適用されない。つまり、戦力配分は完全に自由」

　シンクラヴィアの台詞の尻を引き取って言うのもまた、教職と呼ぶには色々違和感のある女性であった。

　顔立ちからすると年齢はシンクラヴィアと同じくらいに見えるが……その髪は色を抜いたかのような白銀の色である。まあ寿命もなければ老化もない神族や魔族の外見年齢を問題にするのは、魔法使いの年齢を気にする以上に無意味だが。

　衣装はシンクラヴィアと真逆。

　緋色の袴はかまの白い和装で、袖口には飾り紐となれば、何処からどう見ても巫女の格好だ。ただし彼女の場合はそれ以外にもやたらに目立つ特徴がくっついていたが。

　白黒縞模様の獣耳と尻尾である。

　こちらの教師の名はミヤビ。

　耳と尻尾を見れば一目瞭然、こちらは瑞ずい獣じゆうたる白虎の化身だ。

「質問は？」

　とミヤビが問うが、生徒達からは特に手も挙がらない。

「デは各自、作戦会議ターイム」

　シンクラヴィアの宣言と共に、生徒達はそれぞれ歩くなり、空中浮遊するなりして本陣たる城塞の中に入っていく。空間転移する者がいないのは、そこまでの高等魔法は使えないか、使えてもまだそれなりに手間暇がかかってしまうので、歩いたりする方が早いと判断しているのだろう。

　そんな中――

「貴女がウーラさん？」

　黙然と歩いている周防・ガン・ウーラの横を歩きながら、ひょいと身を傾け割り込むようにして声を掛けてきた生徒がいた。

「いかにも。それがしが周防・ガン・ウーラだ」

「今日編入してきたんだよね」

　その生徒――綿菓子のようにふわふわした髪の少女はにこにこと微笑を浮かべながら言った。ウーラは口調も表情もひどく無愛想なものなのだが、少女はまるで気にした様子もなく話し掛けてくる。

「私もそうなんだ」

「そうか」

　とウーラ。

「で。それがしに何か用か？」

「うん。一緒に組まない？」

「……組む？」

　唐突な申し出に眉を顰しかめるウーラ。

「この、ねお・まかでみ・ぼーるとやらは、皆で揃って行う戦いくさではないのか？」

「勿論そうだけど、全員が一丸となってってことはないでしょ？」

「……ふむ」

　考え込むウーラ。

「なんだかウーラさんには相性の良さを感じるのよね」

　屈託のない笑顔で少女はそんなことを言ってくる。

「遊撃隊になるのか、防衛隊になるのか、その辺は打ち合わせ次第だけど、さすがに単独行動はないだろうし。だったら一緒に行動する人とは相性が良い方が何かと心強いと思わない？　背中を守って貰う訳でしょ」

「道理ではあるな」

　とウーラは頷いた。

「しかして私はお主に相性の良さを感じないが。お主は何を以て私と相性が良いと？」

　身も蓋もない言い方だが、これまた道理である。

　そもそも会ったばかりで相手のこともろくに知らないのだから。

「言ったでしょ。感じるの。勘かん」

　あっけらかんとそんなことを少女は言った。

「ふむ……」

　勿論ウーラは、そんな相手の主張を笑い飛ばしはしなかった。

　彼女もまた呪術師――魔法使いの一種である。勘というものを軽視することはない。むしろ祖霊の囁き、あるいは守護神獣の囁きとして、呪術師の勘は重視するべきという考え方である。

「まあモノは試しという。承知した」

「やった♪」

　ぽんと両手を合わせて少女が微笑む。

「私もまだクラスに馴染めてなくて、ちょっと心細かったの」

「そうか」

「できたらお友達にもなって欲しいな」

「……それがしはまだお主の名も知らんのだが？」

「あ。ごめんなさい」

　ちろりと舌を出して少女は苦笑する。

　少しはにかんだようなその表情は、ひどく可憐で――恋愛経験の浅い少年なら一発で撃墜されそうな程に魅力的だったが、生あい憎にくとウーラは同性愛の趣味もないので、無反応だ。

「私――亜あ藍らん、須す美み子こ」

「あらん、すみこ……」

　何処か不思議な響きのその名を、舌の上で転がすように呟くウーラ。

「よろしく、ね」

　少女――須美子は無邪気に笑って手を差し出してきた。
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　用意された『本陣』――城塞は、御丁寧なことに、きちんと中も作り込んであった。

　場合によっては、この本陣の中も戦場になるということなのだろう。

　でっかい城門は勿論、中は複雑にうねる廊下と、それに付随する幾つもの部屋が存在する。そしてその一番奥の最上階に、生徒達が集合するべき広間が設けられていた。

　勿論、あくまでゲームというかスポーツに使う為のものなので、家具調度品の類はほとんどない。石材が剝き出しの床や壁があるだけで、城というと連想しがちなでっかい肖像画とか、シャンデリアとか、赤い絨じゆう毯たんとかは全然なく――作戦会議用の広間は一応、円卓のようなものが置かれているのだが、各小部屋には、簡単な休憩用の丸椅子とベッドがある程度だった。

「そんじゃま――」

　その沢山ある部屋の一つ。

　そこで千里はクフィールと向かい合っていた。

　クフィールがベッドに腰掛け、千里が丸椅子に座っている状態である。

　千里には例外的にアジャスタントが二体いる訳だが、とりあえずクフィールと接続同調するということになった。

　理由は二つ。

　一つはクフィールが『是非私に』と申し出たから。

　もう一つは、どちらかというとテジャスよりもクフィールの方が足が速い――瞬間最大速度という意味ではなく、最大巡航速度という意味だ――からである。戦場では脚が速いに越したことはあるまい。

　そういう訳で――

「するぞ」

「……はい……」

　と若干頰を赤らめて俯うつむいたりしながら頷くクフィール。

　そんな彼女を見て――

「は……恥ずかしがるな！」

　思わず赤面が移って怒鳴ってしまう千里。

　密室に二人っきり。

　クフィールが腰掛けているのはベッド。

　しかも彼女は履いているブルマに手を掛けてわずかにずり下げたりしているので――接続同調の結果、にょっきりと生えてくる尻尾の為だ――なんとゆーか、ものすごーく、イケナイことに及ぼうとしているよーな雰囲気に思えてしまうのである。












「がぅ……」

「べ……別に変なことする訳じゃねえだろが!?」

　思わず声が上ずってしまうのが非常に情けない。

「接続同調だろうが、接続同調!?　前にもやった――」

　というか。

　その時は口キ吻スしちゃってる訳で。

　よく考えればそれは千里にとってのファースト・キスな訳で。そういえばあの唇の、柔らかな感触だけは非常時だったというのに、はっきりと意識に焼き付いて、どこかざらりとした猫科っぽいクフィールの舌が千里の頰や唇についた血を――

「ぬが――っ!?」

「が……がぅっ!?」

　背筋を駆け上る羞しゆう恥ち心しんに悶える千里を、びっくりした様子でクフィールが見つめる。

「２、３、５、７、11、13……17、19……ええと23……29……31……」

　素数を数えながら気持ちを落ち着ける千里。

　ある程度心拍数が落ち着いたところで、彼は自分に言い聞かせるように言った。

「いや、まあ、その、別にその、繋がるだけ――」

　繋がる。

「…………！」

　その一言が変なツボに入って千里はのたうった。

　……俗に中二脳とか中坊神経と呼ばれるものがある。

　まあ要するに思春期の男子中学生の脳に生じる、何でもかんでもエロエロなことに結びつけてしまう思考回路――ちゅーかなんちゅーか――のことであるが、別にこれは名前の通りに中学生だけの専売特許でもない訳で。

　千里も健康な十代男子。

　一旦そっち方向に意識しちゃうと、何でもかんでもそっち系に連想が飛んでしまいがちである。そうなるともう『繋がる』とかゆー一般動詞でもなんかこう、すごくエロいことのように思えてしまうのである。困ったことに。

「ううっ……」

　壁に額を付けて呻く千里。

「御主人様……？」

「だから御主人様と呼ぶな」

「あ……すいません、千里様」

　と叱られた子犬のように首を竦めるクフィール。

「と……とにかく。別に変なことする訳じゃないんだから、お前も照れるな！」

「そ……そうですね」

　ともじもじするクフィール。

　だが……

（なんか妙に消極的だな、こいつ）

　ふと、そんなことを思う千里。

　どうも先程からクフィールが、イマイチ接続同調に積極的ではない感じがする。

　最初に契約した時などは、妙に積極的だったのだが――今回はどうも微妙に嫌がる様子が見て取れる。いや、嫌がると言うより戸惑っていると言った方が良いのか。そもそも自分からテジャスを差し置いて『是非私に』と申し出ている以上、接続同調そのものを本気で嫌がっている訳ではないのだろうが……

「……クフィール」

「はい」

「ひょっとして接続同調、嫌なのか？」

「がぅっ？　いえ――そんなことは……全然……ないです……よ？」

　とやっぱり頰を赤らめて言うクフィール。

「接続同調は……アジャスタント共通の……基本機能です……し……」

「だから別にいいんだよ、そーゆーのは、どうでも」

「で……でも私……」

「やっぱりテジャスと交替――」

「あの、大丈夫です、その、大丈夫ですから……！　やらせてください……！」

　クフィールはベッドから腰を浮かし、すがるような眼でそう訴えてくる。

　ひどくひたむきと言うか必死なその姿を見ると、千里としてもダメとは言えない。

　なので――

「……わかった」

　言って彼は短パンのポケットから一枚の紙を取りだした。

「我は契約者の権限に因よりて我が僕しもべとの絆を手た繰ぐる――」

　それはクフィール達から渡された呪文のアンチョコである。

　基本的に接続同調レベルの切り替えは任意に可能だが、いきなりレベルが変わると契約者にもアジャスタントにも負担が大きいので、レベル３への移行の際には、安全装置解除の手段として呪文詠唱が設定されているのである。

「僕しもべの眼まなこは我が眼、僕の耳は我の耳、その身の全てを我と重ね、今、僕は我が身の一部となれり――同調深度三……同調」

「……んんっ……」

　身をよじるクフィール。

　何か妙にその様子が艶めかしくて、千里の方が恥ずかしいのだが――

「…………」

　同時に千里の感覚にも変化が生じていた。

　視界の色が――溶ける。

　無数の絵の具を無理矢理混ぜたかのように色が互いの輪郭をぼやかしながら入り乱れ、そして一瞬前までとは別の視覚を描き出す。

　そして――

「……！」

　驚く千里。

　鏡を見ているかのように、自分の姿がそこにあったからだ。

　もっとも千里の姿はいつものそれとは若干異なっていた。ライオンの子のような耳が生えている。でもってズボンの上から尖端に房のついた尻尾もこれまたもふりと生えていた。

　クフィールとの同調が成功した証拠である。

　同調深度が上がれば、千里の身体にも獣耳と尻尾が生える。

　ある種の呪術的回路――形が似ているものには、そういったものが通りやすい――が形成された結果で、これは普段から千里の身体に生えているのだが、同調深度が上がると、活性化して眼に見えるようになるのである。

「……これ」

　それが――自分の見ている自分の姿が、クフィールの視覚なのだと理解するのに、千里は数秒の時間を要した。

　同時に――

「おっ……わっ……？」

　ぐらりと千里の姿勢が崩れる。

　自分の視界を他人の視界と入れ替えてしまった為に、平衡感覚が崩れたのだ。クフィールと千里ではそもそも身長が違うし――いや、視覚だけでなく聴覚や嗅覚まで入れ替わっているのだろう、それによる脳神経の混乱パニツクだ――何にしても千里は立っていることすらできなくなった。

「千里様」

　クフィールが腕を伸ばして千里を抱き留める。

　自分の身体を自分の腕が受け止める感覚に、千里の脳が益々混乱する。

「ちょ……これじゃ………………………………あ？」

　千里の唇から呻き声が漏れた。

　感覚がおかしい。

　いや――単に視覚や聴覚が入れ替わったというだけでは説明できない、もっと体内の奥深い所から来る違和感があった。

「……なんだ……これ…………？」

　下腹部に鈍い痛みがわだかまっている。

　弱めの下げ痢りを起こしているような……何か名状し難い感覚。

　でもって異様に腰が重い感じだ。

「ぬぐぐぐぐ……？」

　未知の鈍痛に呻く千里。

　のたうち回る程のものではないが、無視できるものでもなくて。

　そこに――

「千里様、終わりましたか!?」

　どばん、とノックもせずに扉を開けてテジャスが入ってくる。

　遠えん慮りよ会え釈しやくなしに近付いてきた赤毛のアジャスタントは、クフィールに抱きかかえられている千里を見て――にへら、と笑った。

「あー。ひょっとして自由に動けないんですね、御主人様」

「あ……いやそうなんだけど……それよりも……」

「大丈夫ですよ。すぐに接続同調の率を下げられるようになりますから。最初は感覚が変な共鳴現象ハウリング起こして目眩めまいとか起きたりするそうですし」

「そ……そうなのか」

　するとこの鈍痛の正体もそれなのだろうか。

　不安を覚えながらも、まだ立つことすらできず、ぐったりとクフィールに抱えられているままの千里を見ながら――

「でもそれまでは御主人様は私のいじり放題ですね！」

　にーへーと妙に嬉しそうにそう言うテジャス。

　既にその両手はわきわきと何かを揉みしだくよーな、絶妙にやらしー指遣いで動いていたりする。痴女というよりノリはスケベ親父であった。

「ちょ…………待て！」

　この不自由な――歩くことすらままならない状態だと、千里はとても抵抗できない。まあ元々本気のテジャスやクフィールが腕ずくで千里を自由にしようとしたならば、千里には対抗する手段がない訳だが……さすがにそこは使い魔たるアジャスタント、千里の意思を真正面から無視して不ふ埒らちな行為に及んだりすることはない。

　だが契約の時を思えばわかる通り、何らかの大義名分さえあれば彼女等は千里の意思とは関係なしに動ける訳で。

「冗談ですよ」

　とテジャス。

「御主人様の意思に反するようなことはしません」

「……今朝のこともう忘れたのかお前は……」

　と突っ込む千里だが、その辺りは華麗にスルーしてテジャスは言った。

「とりあえず広間の席へお連れします。大丈夫、私でも御主人様を抱えて運ぶくらいの腕力ありますし」

「……いや……というか、なんか、なんか変だぞこれ……」

　千里は身をよじりながら言った。

　激痛ではない。

　泣いたり叫んだりする程でもない。

　だが鈍い痛みがずっと居座っている感じで――何というか妙に苛いら々いらしてくる。

「変……？」

　首を傾げるテジャス。

　千里は喘あえぐような口調で言った。

「痛いっていうか……クフィールと同調した途端に、こう、腹の辺りに、鈍痛が――」

「…………鈍痛？」

　眼を瞬かせてクフィールの方を見るテジャス。

「クフィちゃん。自己診断モードで同調接続に問題はないんですか？」

「……がぅ……」

　蒼い髪のアジャスタントは何やら申し訳なさそうに頷いた。

　テジャスは束の間、首を傾げて空中に視線を放散させていたが――

「ということは――それって多分、クフィちゃんの感じてる苦痛が、そのまま御主人様に流れて行ってるんですね。接続同調で」

「…………苦痛って……」

　千里はクフィールを振り返る。

　クフィールは長身を縮めるようにしてベッドの上で頷いた。

「お前……やっぱ……腹壊してたのか？」

「あ……いえ……」

　ぷるぷると何度も首を振るクフィール。

「……違うと……思います……」

　別におかしなものを食べた覚えもないし、腹を冷やした覚えもないという。勿論、腹痛の原因が食事や冷やし過ぎのみにあるとも限らない訳だが――まさかいきなり胃い潰かい瘍ようとか盲もう腸ちようとかでもあるまい。そもそも魔獣がそーゆー病気になるかどうかもわからないが。

　そんなことを考えていると――

「御主人様」

　テジャスが言った。

「何だよ」

「お腹の辺りに鈍い痛み？」

「ああ」

「腰が重い感じ？」

「ああ」

「頭痛とかもします？」

「ちょっと……」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせるテジャスとクフィール。

「……これって……何かの病気なんでしょうか……？」

　途方に暮れた様子でそんなことを尋ねるクフィール。

　テジャスは――

「クフィちゃん」

　がしっとクフィールの両肩を摑んで言った。

「お赤せき飯はん炊きましょう」

「…………………………………………………………………………はい？」

　きょとんと眼を瞬かせるクフィール。

　テジャスは何か妙に嬉しそうな表情で、朗らかに告げた。

「それってきっと生理痛ですよ」

「…………」

「…………」

　三人の間に微妙な沈黙がわだかまる。

　やがて――

　真っ赤になるクフィールと。

　真っ青になる千里と。

　でもってやっぱり妙に嬉しそうな様子のテジャス。

　じわじわと事態の理解が一同の間に浸透していって――

「なんじゃそりゃあああああああああああああああ!?」

　千里が吼ほえた。
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　クフィール・アブソリュート。

　彼女は一見すると十代後半の少女のように見えるが――実際の『年齢』は一歳に満たない。

　それどころか起動前の『圧縮』状態で保持されていた時間を除けば、彼女は生後数日といったところなのである。勿論それは、あくまで純粋に生体として活動してきた時間を計っての話であるが。

　仮想神格や人造精霊には珍しくない話だが、彼等は人間と異なり、既に物心ついた状態で、しかも一定の知識を持って生成される。その方が魔法使い達の側としては便利だからだが――いちいち赤ん坊同然の状態から育てる手間を掛けてはいられまい――当然ながら彼等彼女等は、知識と経験が人間に比べてひどくアンバランスである。

　というわけで。

　クフィールは自分の身に起きたそれが何なのか、まるでわかっていなかった。

　いわゆる初潮である。

　勿論、彼女は生理の概念は知識として持っていた訳だが、それと自分の体調異変が直結しなかったのだ。そもそも人造精霊としての彼女を創造した魔法使いは既に故人で、詳しい彼女の仕様書も残っておらず、彼女の肉体的機能について、知ち悉しつしている者は――彼女自身も含めても――いない。

　そもそも神族や魔族に生理はないし、勿論、自動人形やゴーレムにもない。人間の肉体を基礎ベースに作られた一部の人造人間ホムンクルスや、故意に人間の生理現象を細部まで模した実験的な人造精霊を除けば、生理などという面倒な機能――というか周期的な弱点を付けられた個体を作る意味がないからだ。

　なのでクフィールも自分の身に起きているそれが、人間の女性が月に一度悩まされているアレなのだとは、そもそも発想が及ばなかったのだ。

　しかし――





●　●　●






「では――試合開始ッ!!」

　何故か空に巨人のような立体映像で出現した榮太郎がそう告げる。

　その宣言と同時に、千里達の『本陣』から攻撃隊オフエンスが出撃した。

　まず先陣をきるのは、やはり地形や障害物に左右されずに最短距離を移動できる、飛行能力持ちのアジャスタント達である。

　勿論、バラエティに富んだアジャスタント達のこと、飛び方もそれぞれだ。

　どーゆー原理なのか、回転するでっかい皿の上に結けつ跏か趺ふ坐ざで座りながら飛んでいく奴もいれば、いきなり足の裏からジェットを噴き噴きミサイルのようにすっ飛んでいく奴もいるし、何処かの童話の登場人物みたいに大量の風船にぶら下がって浮かぶ者もいて――スタイルはてんでばらばら。

　もっとも全員が体操着姿ではあるのだが。

「不本意ですが」

　呟くように言うとフルクラムは軽く数歩、地を蹴って跳躍。

　空中で一回転した彼女の身体から、黒い何かが逬ほとばしる。

「――んんっ」

　翼……だ。

　比喩でも何でもない。文字通りに鳥の翼が――形としてはカラスのような、だが大きさとしては広げれば三メートルを超えるであろう羽が、彼女の背中からいきなり生えていたのだ。同時に細い尻尾のようなものが同じく背中から生えて――凧たこの足のようにバランサーとしての機能を備えているのだろう――瞬く間にこれまた三メートルにも達したそれが、空中で大きくうねった。

　鳥人間とでも言うのだろうか。

　ばさりと羽ばたきの音を残して舞い上がるフルクラム。

　しかめ面のまま彼女は他の飛行能力持ちのアジャスタント達と共に、真っ直ぐ森を突っ切る進路を取った。

　さらに――

「日の出と共に起き出して♪」

「走れと言われて一日走る♪」

　飛行部隊のすぐ後を地上部隊が移動してゆく。

　やっぱり体操着姿のアジャスタント達が、隊列を組んで駆け抜けていく。

「…………がぅ」

　実に三十名を超える主戦力――地上部隊には当然ながらクフィール、フランカ達の姿もあった。地上部隊のアジャスタント達は出発してすぐに半分ずつ左右にわかれ、小走りで密林の中に突入していく。地上部隊の中にはカーティスもいるはずなのだが、彼の姿は、当たり前だが見あたらない。

　そして――

「さて。どうなるやろね」

　本陣の広間に設置された円卓に頰杖をついて桜子が言った。

　前述の通り――今回、契約者達はこの本陣たる城から出ることはない。

　千里達普通科の生徒は、あくまでアジャスタントを扱って参加する――そのことによってアジャスタントという存在の使い方に習熟する、というのがこの試合の趣しゆ旨しだからだ。

　例外的に、本陣の内部まで敵方が攻めてくれば、契約者も自ら行動に出て迎撃なり何なりすることができるが……正直言って、あまり意味のあるルールではない。普通科の生徒自身は何ら特殊能力や特殊技能を持っていないのだ。アジャスタントの防衛線を突破してくるような魔法使いに、真正面から戦って勝てるはずもない。

「どうなるって？」

「これって試合やろ？　なら勝つか負けるかやわな」

　首を傾げて問うてくる薫に桜子が言う。

「んー。まあ例の『御褒美』は魅力的だけどね～。勝つのは難しいんじゃないの？」

　と薫。

「そうか？」

「……っていうか勝負にすらならないんじゃないかなあ」

　自分の頰に人差し指を添えて薫はそんなことを言う。

「人数はこっちの方が多いやろ？」

「人数はね。でも僕達、アジャスタントと二人で一人だしねえ」

「それでもトントンやろ」

「だから人数は……ね」

　薫は苦笑する。

「でも～相手は魔法科だよ？　僕達とは年季が違うと思うな～」

　千里達の所属する普通科は基本的に三クラス存在するが、学年はというとアバロン学園都市が設立されたばかりということもあり、一年生しか存在しない。もっと正しく言えば、年齢その他の理由から二年生や三年生とされた生徒はいるにはいるのだが、クラスを為す程の人数がいないのだ。

　これに対し魔法科――つまり魔法使い達のクラスは、一クラスしか存在しない代わりに、一年から三年までが存在する。これは実験対象であるところの千里達を受け入れる前に、魔法使い達が二年ばかりこの都市を試験運用していた結果でもある。

　今回は球技大会という名目で全校一年から三年まで合同授業となる訳だが……数のバランスをとるという意味では、これが上手く嚙み合っていた。

　普通科一年生三学級　対　魔法科三学年。

　人数的には――アジャスタントは加味せず――奇しくも四五名対四五名。

　人数＝戦力という意味では確かに互角だ。

　だが薫の言う通り……普通科と魔法科では此処の『駒』の質が違う。

　魔法科の生徒達は、基本的に魔法使いだ。魔法使いとしてどれだけの経歴があるのかはわからないが、少なくともまだアジャスタントを得て――いやそれ以前に魔法というものの存在を知って日の浅い普通科の生徒達よりも、短いということはあるまい。

　それだけ彼等は魔法を使い慣れている。

　まして普通科の生徒達はネオ・マカデミ・ボールという競技自体を今日初めて知ったのだ。一応、学級委員である逆崎聡を中心に、何人かが作戦は練っていたようだが――いくら何でも経験したこともない競技で、効果的な作戦などそう簡単に立案できるはずがない。

　しかし……

「聡の奴は、勝つつもりっぽいけどな」

　ちらりと桜子は聡の方を見遣る。

　聡は――確かにいつもと変わらぬ朗ほがらかな笑いを浮かべながら、悠然と構えていた。

　一応、彼は学級委員ということもあり、今回のネオ・マカデミ・ボールでも指揮官役をこなしている。他の生徒の状態を把握して適宜、戦力配分や移動経路を調整するのも彼の役だ。まあ専門家でもない以上、基本的に『ごっこ』というか真似事の域を出ないが。

「そう？　単に勝ち負け気にしてないだけなんじゃ？」

　薫に指摘されるまでもなく……多くの生徒が、普通科側の不利な点には気付いていた。

『御褒美』は薫の言う通り魅力的なのだが、普通科生徒が勝利する可能性は限りなく低いことは多くの生徒が理解している。彼等は既に勝つことなど考えていない。精々、趣旨通りこの機会にアジャスタントの扱い方を覚えておこう、くらいの感じで参加しているようだった。

　でもって……千里は。

「…………ぬぐぅ」

　呻いていた。

　理由は単純。クフィールと生理痛を共有しているからである。

　同調深度をちょいと下げて調整することで、多少痛みは軽くなったが――視覚や聴覚も部分的に切り替えられる――そもそも男子たるもの生涯経験することのない痛みな訳で。獣耳と尻尾だけでもいい加減、恥ずかしい状態なのだが、生理痛まで追加プラスされると、正直、気力が大幅に減衰する。

「どしたの？」

　千里の様子に気付いて声を掛けてくるのは薫である。

「あ……いや。別に」

　もごもごと千里が言う。

　クフィールの生理について、千里は周りに秘密にしていた。

　本人が恥ずかしがったことに加えて、『ケモノミミ＆尻尾付きでなおかつ生理痛に苦しむ少年』という羞恥プレイを更に三回転半捻ひねったような状況にある、と――千里は千里で他の生徒に告白なんぞできなかったのである。

　一応、テジャスにも秘密にしておくようにと厳命してある。

　実のところ、クフィールとテジャスを交替させることも改めて考えたのだが、何故かクフィールが『やれます……大丈夫です……』と強情に主張したことと、交替させたらさせたで、聡達に対して理由の説明が必要になるので、仕方なく千里達は当初の予定通りクフィールを前に出すことにした。

　ちなみにクフィールいわく、『初体験』なので予想外に動揺してしまったとのこと。つまりは慣れない感覚なので耐性がないだけで、自分の能力にそう影響はない――少なくとも本人はそう主張していた。

　それと――

「そろそろだね」

　ふと聡が呟くように言う。

　千里も感覚を切り替えてクフィールの視覚に侵入する。

　地上部隊の先頭が――ふと動きを止めた。

『――くるぞ！』

　誰がそう叫んだのかは定かではない。

　だが次の瞬間、地上部隊の本当に鼻先――先頭を走っていたアジャスタントの、それこそ二メートルばかり先に波紋が生じた。

　強制空間転移に伴う空間歪わい曲きよくである。

　言ってみれば強引に何者かが『跳躍』してきたことで生じる、空間の――皺しわ。言ってみれば一時的な簡易シフト・ポータルが開く兆候だ。

『散開しろ、散開！』

『構えろ！』

　アジャスタント達は声を掛け合いながら、ばたばたと散開し、それぞれ身構える。

　その様子を、恐らくはカーティスの視線から見ているのだろう――

「魔法科の連中も、意外と大したことあらへんな」

　と桜子が感想を漏らす。

　空間転移は当然、攻撃魔法に相当しないので使っても構わない。

　だがこれを普通科生徒側が使用して攻め込まなかったのは、その兆候を相手に察知され易いからである。

　つまり『此処にもうすぐ顔出しますよ』と予あらかじめサインが出るモグラ叩きのようなものだ。

　当然、敵側は戦力を整え、包囲して待ち構えることになる。

　なので――

『撃て――ッ!!』

『うらあああああ！』

　アジャスタント達が、攻撃を始める。

　前述の通り攻撃魔法は禁止である。使っても競技場に仕掛けられた禁則魔法がその効果を打ち消してくる。故にアジャスタント達も魔法使い達も日常生活に使うような魔法を組み合わせたり、純然たる物理的手段で攻撃することになる。

『きゃはははは！』

『逃げる奴は魔法使いだ、逃げない奴は訓練された魔法使いだ！』

　バレーボールみたいなでっかいゴム球を何処からか取りだしてぶん投げる奴もいれば、魔力で身体強化して直接襲いかかる者もいる。更には魔力で物体を加速して撃ち出す者もいて――いくら非致死性とはいえ、まとめて叩き込まれると、まったく洒落になっていない攻撃が開きかけのシフト・ポータルに殺到した。

　そして――

　ずるりと波紋の中から出てくる物体。

『――！』

　それは直径三メートル余りの、白い球体だった。

　ごろごろとシフト・ポータルから落ちた勢いでそれは転がって、アジャスタント達のほぼ真ん中で止まると、自らぱかんと割れる。

　中には――

『ハズレ』

　と書いてあった。

『……え？』

『な……なに？　なんなの？』

　呆然とするアジャスタント達。

　同時に――

『どわ――!?』

『ぎゃ――っ！』

　悲鳴やら怒号やらが巻き起こる。

　いきなりアジャスタント達の足下が――崩落したからだ。

　当然、飛行能力を持っている連中は航空部隊にいるので、地上部隊の彼等が、直径三十メートルもの落とし穴から飛んで逃げることはできない。辛うじて数名は穴の縁に手や脚を掛けて跳躍、落下を防いだが、半分以上のアジャスタントがその穴に落ちていた。

「い……いつの間に!?」

　とさすがの千里も呻く。

　条件が同じなら、まさか罠など仕掛けている時間はないはずだった。

　だが……

「ああ、なるほど」

　聡が頷いた。

「そういう使い方も、あるね」

「どういうこと～？」

　尋ねる薫。

「要するに魔法科軍は、二つ、シフト・ポータルを展開したんだろう。一つは、こちらの注意を引く囮おとり用。当然、これ見よがしにシフト・ポータルが展開されれば、これを包囲するように動く。こちらが包囲を敷いた頃を見計らって、地中に展開したシフト・ポータルを起動する」

「地中に？」

　まだ意味がわからないといった様子で首を傾げる桜子。

「そんなことしても――」

「シフト・ポータルについて、僕達の固定観念という隙をつかれた形だよ。別に敵兵がそれを通ってくるとは限らない」

　聡は言った。

「むしろ上を向いて開かれたシフト・ポータルの入り口には、土砂が自らの重量で落ちることになる訳で……地中に展開しているから、空間の歪みとかも、見えないから気付かれにくいし」

「……!!」

「ついでに言うと、僕なら……」

　聡は頭上を向いて言った。

「『出口』は落とし穴の上に作るね」

「……！」

　はっとする千里。

　同時に生徒達の何名かもその意味に気付いて叫んだ。

「逃げろ――ッ!!」

　だが少しばかりそれは遅かった。

『だわ――っ!?』

『ひええええ!?』

　どどどどどどどどどどどどど――と落とし穴の上に降り注ぐ土砂。

　反射的にクフィールを飛び退かせていた千里は、そのまま彼女の視覚を借りて頭上を振り仰ぐ。そこに――遙か数十メートルの高度に、ぽつんと一つ、箒らしきものに乗った人影が見えた。

　恐らく、落とし穴の方のシフト・ポータルを開いた魔法使いだ。

　自重でシフト・ポータルの入り口に向けて落下した土砂は、その真上にわずかな時間差を設けて設定された出口から出てくることとなり――落とし穴の中に落ち込んだアジャスタント達を生き埋めにしたのだ。

　確かに攻撃魔法ではない。

　だが――

「そんなのアリか!?」

「何でもアリアリ。まあ確かにそう言ったね、佐久間先生は」

　意外と落ち着いた口調で言う聡。

　彼のフランカも、クフィールと同様、落とし穴に落ちて埋められるのは免れていた。

「フランカ――」

『はい！』

　フランカが頭上を振り仰ぐ。

　彼女は右手を空中の箒に跨った魔法使いに向けて伸ばす。

『付与術式選択。『Schwarzes Loch』――射撃フアイエル』




　――がんっ！




　銃声と同時に上空の魔法使いに向けて魔法付与弾頭が発射される。

　魔法使いはさっとそれを避けるものの、弾頭は空中に着弾。

「――！」

　空中に穿うがたれた黒い小さな穴は、瞬く間に成長し、強大な吸引力を発揮して、空中でろくに踏ん張りも利かない魔法使いを吸い込んでしまった。

「――って。攻撃魔法は使えないんとちゃうん？」

　と桜子。

　だが聡は涼しい顔で言った。

「攻撃魔法じゃないよ。『Schwarzes Loch』――英語に直すと『ブラック・ホール』だね。フランカの使える七つの魔法の一つだけど、単に、空間に高重力で穴を開けて吸い込み、相手をその先の亜空間に閉じ込めるだけだから」

「…………」

　顔を見合わせる桜子と千里。

　要するに直接攻撃系――直接的に殺傷を目的とした魔法でない限り、使えるということらしい。まあ確かに相手を閉じ込めはしたが、傷つけても殺してもいない訳で。

「だけど逆崎――」

　生徒の一人が声を掛けてくる。

「こっちの左翼側攻撃隊は今ので総崩れだぞ」

　その生徒の言う通り、半数以上のアジャスタントが地中深く埋め込まれているし、残った者達も突然の出来事に右往左往するばかりである。

　しかも――

「まずいな。敵の主力部隊っぽいのが、くる」

　別の、飛行型のアジャスタントと繋がっている生徒が言った。

　そう。先の奇策で戦力を文字通りに半減させられたところに、敵の主力部隊が押し寄せてくるのだ。のんびりと仲間を掘り出したり、シフト・ポータルで自ら出てきたりする余裕はない。

　それどころか――

『うわーっ!?』

『ぎょええええ!?』

　アジャスタント達が悲鳴を上げる。

　魔法使い達の遠距離攻撃が、降り注いできたからだ。

　地面から引っこ抜いた樹木とか、掘り起こした岩とか、現地調達の代物から……何処から持ち込んだのか腐ったミカンとか、三日間履き古した靴下とか、そーゆーくだらないものまで様々なものが、砲弾の如くぶっ飛んでくる。

　中には火の点いているものや、稲妻を纏っているものもあった。

　要するに――聡の言う通り、直接的に攻撃する魔法以外は、禁止されていないらしい。発火とか発電とかも、直接それを相手に投射するとかじゃない限り、許されちゃうらしかった。

　抜け道というか……ルールの盲点をついた攻撃方法だ。

「ぎゃーっ!?」

「ひわーっ!?」

「いやああ!?」

　実際の戦場から離れたこの広間にいる生徒達からも、次々と悲鳴が上がる。

　アジャスタントが受けた苦痛やら、腐った卵を顔面に喰らった際の色々な不快感やらが逆流してきているのである。

　勿論……組織だった反撃などできるはずがない。

　アジャスタント達は右往左往しながら、飛んでくる諸々をそれぞれ勝手に避けるだけだし、勿論、彼等の主たる普通科の生徒達も大混乱状態できちんとした指示を出せる状態などではなかった。

　だが――

「…………」

「…………」

　聡が千里に目配せをし――千里も小さく頷いた。

『…………』

　大混乱の中……クフィールは、そしてフランカは、それぞれの主人の指示に従い、現場の騒ぎに紛れて自軍集団から離脱しつつあった。

　敵の攻撃からただ逃げ回るようにしながらも、明確に、大きく現場からの迂回路をとって移動していく。その様子は、まるで、仲間を見捨てて敵前逃亡しているかのようでもある。

　だが――実は、これは当初からの予定だった。

　敵の攻撃が思ったよりも早かったので、混乱に乗じて地上部隊から離れることになったが、元々クフィールとフランカは、集団となって派手に進軍する地上部隊から、脱落を装って離脱する計画だったのである。

　勿論これはクフィールが完調でないから――ではない。

　地上部隊は囮なのだ。

　問題の爆弾――勝負を決するマカデミ・ボールは、クフィール達が持っている。戦場を俯ふ瞰かん、いや鳥ちよう瞰かんできる航空部隊の指示を受けつつ、クフィール達は敵戦力の薄いところを縫ぬうようにして、敵警戒網を突破し、本陣に到達するのが使命だった。

　単純と言えば呆れるくらいに単純な作戦だが、アジャスタントの――『駒』の扱いにも慣れていない普通科側が、あまり複雑で精密な作戦など展開できるはずもない。とりあえずはこの作戦で、後は臨機応変に行こう――それが聡の説明であった。

　要するに。

　これが、千里がクフィールをそのまま行かせた、もう一つの理由だった。

　いくらスポーツとはいえ疑似戦争、最前線に立って戦うとなるとかなり気力体力を消耗するはずだが――クフィールと、そして彼女と共に行動するフランカに与えられた役目は、むしろ戦闘を回避することだった。クフィールが敵と正面から交戦するような事態は当初から想定されていないのだ。

　だからこそ千里も『やれます……やらせてください』というクフィールの言葉を信じて、彼女を出した訳だ。

　しかし……

（クフィール。大丈夫か？）

　と千里は確認する。

『大丈夫です……』

　そう答えてくるものの、千里の下腹部にはやっぱり重い生理痛がわだかまっているし、クフィールの口調も何処となく疲労を感じさせるものだった。

（しかしだな。今からでもテジャスに――）

『大丈夫です……！』

　クフィールは頑なにそう言った。

『やれます……やらせてください……！』

（うーん……）

　妙に頑固なクフィールに少し困惑する千里。

　そんな彼に――

「御主人様、御主人様」

　隣にちょこんと座っているテジャスが、耳元で囁いてくる。

　千里は視覚を自分のものに切り替えて言った。

「――御主人様と呼ぶな」

「では千里たん」

「萌えキャラかっ！」

「千里様。お辛くなったら遠慮なく言ってくださいね」

「なにが」

「生理痛！」

「……お前、何でそんなに嬉しそうなんだよ」

「生理痛でアンニュイな千里様が可愛くて。いっそ女装してみるのはどうでしょう！」

「お前な……」

　色々突っ込みを思いつく千里だが、正直、実際に突っ込む気力が湧かない。まあ、あまり大声でやり取りすると、それはそれで周りにばれてしまうし。

「つか辛いからって、言ってどうなるもんでもねえだろ」

「痛み止めとかありますよ」

　何処からか取りだした救急箱を示してみせるテジャス。

「んー……」

　千里は数秒考えてから、言った。

「いらね」

「どうしてです？」

「クフィールは飲んでねえだろ。だから俺も飲まない」

「…………」

　眼を瞬かせるテジャス。

　やがて彼女はふと――拗すねるような、微笑むような、微妙な表情を浮かべた。

「いいなぁ」

「な……なにがだよ」

　何か、心の内を見透かされたような気がして表情を引き攣らせる千里。

「別にぃ～」

　にまにま笑いに切り替えてテジャスは言った。





●　●　●






　そんなこんなで――時間は現在に戻る。

　千里はクフィールの五感を通して状況を把握していた。

「…………まずいな」

　どうやら二人共、敵軍の斥候に見つかってしまったらしい。

　となると、地上部隊に――陽動部隊に割かれていた戦力がクフィール達に殺到してくることは間違いない。偵察にしてはクフィール達の位置はおかしいだろうし、何よりクフィールがマカデミ・ボールを背負っているのを見られている。

　今の状態のクフィールに大部隊を相手に戦うのは無理だろう。フランカは問題ないようだが、彼女だけでは複数の相手には対処しきれまい。それどころかクフィールが足を引っ張ってしまう可能性すらあった。

（――おい。クフィール）

　千里は意識の片隅で呼び掛ける。

　接続同調が機能している間は、離れていてもこうやって直接自分のアジャスタントと会話することができるのだ。

（もう恥ずかしいとか何とか言って隠してる場合じゃねえだろ。事情話して棄権させて貰えよ。怪我したらつまんねーぞ）

　攻撃魔法が使えないといっても、先の緒戦でわかった通り、使い方によっては非殺傷系の魔法でも充分に危ない。アジャスタント達は基本的に頑丈なので、そうそう簡単に死んだりはしないだろうが……

『いえ……大丈夫……です』

　クフィールからはそんな返事が返ってくる。

　だが今現在、千里の身体に沈殿している鈍痛は相変わらずで――これはつまりクフィールも同じだけの鈍痛を抱えているということになる。

　しかし……

『……同調接続して貰ってますから……むしろちょっと楽です……』

　確かに千里と深く繋がっている間は、クフィールの体力も魔力も上昇するらしい。これは元々掛かっていた制限が解除されることに加えて、二人の間に形成された回路が、一種の加速器のようなループを描いて魔力を増大させる効果もあるのだとか。

　つまり痛みは変わらないが、クフィールの側ではそれに耐えるだけの体力が付いているということだ。

　とはいえ――

（お前、変なところで強情だよな）

　胸の内で嘆息する千里。

『はあ……すいません……』

（とにかく無理すんなよ）

『はい……命に代えても……！』

（実は俺の話全然聞いてねえだろお前は!?）

　思わず声に出して怒鳴りそうになる千里。

　元々何にでも必要以上に真面目にあたるクフィールだが、どうも今回は特に頑なである。

　これも生理の影響なのか、それとも別の理由があるのかはわからないのだが――

（こんなもん、『ごっこ』なんだからな。ムキになったって誰も得しねぇぞ）

（……がぅ……）

　肯定なのか否定なのかよくわからない返事が返ってくる。

　千里は溜め息をついて意識を自分の身体に戻した。

「――おい。聡」

「なんだい？」

　呼び掛けられた聡は気さくな口調でそう応じてきた。

「どうするんだ。見つかっちまったぞ」

　千里としては作戦の失敗を理由にクフィール達を引き戻させるつもりだった。これならばクフィールの生理云うん々ぬんは言わなくても済む。

　だが――

「問題ない」

　平然と聡は言った。

　育ちの良さそうなメガネ君は朗らかな口調で続ける。

「これも作戦の内だよ」

「て――おい？　まさか」

　千里は驚いて言った。

　まさかクフィール達の方が陽動だったのか。

　当然と言えば当然だが、ネオ・マカデミ・ボールの勝敗が決するパターンは二つある。

　一つは言うまでもなく、マカデミ・ボールを相手の本陣にトライすること。

　そしてもう一つは相手のプレイヤーを全て戦闘不能にすること。

　一応、『相手を殺しちゃダメ』というのがマカデミ・ボールのルールである訳だが、戦争という形態を採っている以上、サバイバルゲームと同様に、『死亡退場』の概念はあるのだ。

　つまり……相手のプレイヤーを全滅させれば、自動的に勝利することになる。

　相手の全戦力をクフィール達に集中させ、それをさらに周囲から包囲することで殲滅するという戦略も採れる訳だ。

　だが――

「ああ。何考えてるかわかるけど、違うよ」

　と聡は微笑しながら首を振った。

「どうしてこの、ネオ・マカデミ・ボールが戦争の形態を採っていると思う？」

「え……？」

　唐突な問いに意表を突かれて言葉に詰まる千里。

「これは、僕等の発想力を試されているんだよ」

　きらりとメガネを光らせて聡は言った。

「……発想力？」

「そもそもスポーツと戦争の最大の違いは何だと思う？」

「…………？」

「ルールさ」

　と聡は言った。

「戦争にはルールがない。勝ち負けがあるだけだ。反則とかそういうのもない」

「戦争法違反とかはあるだろ」

「それは戦争する両勢力よりも上位の存在がいてこそ成り立つルールだよ」

　とこともなげに聡は言った。

「そりゃそうだけど」

「『想定外』あるいは『卑怯』が許されるか否かと言っても良いけどね」

　聡は変わらず朗らかな表情で言った。

「思いつく限りに何をやっても良いんだよ。剣道の試合にスナイパー・ライフルを持ち込んだらダメだけど、戦争ならブービートラップ仕掛けようと、援軍呼んで複数でタコ殴りにしようと、構わないよね？」

「……ま……まあ、そうだけど」

「でも普通のスポーツにはそれは許されない。ルールが想定していないような要素を持ち込んだら反則だ。例えばサッカーの試合に猛犬を放って相手のチームを混乱させるとか」

「それまた突とつ飛ぴな発想やな」

　と桜子も呆れ顔で言う。

　だが――

「でも戦争じゃ軍用犬を使うのも珍しくないし、むしろいかに相手の想定していないものを現場に持ち込むか、想定していない戦術を用いるか、という競争になっているようなところはあるだろ？　新兵器開発なんてその最たるものさ」

「まあ、そうだけど」

「要するにこのゲームはそういうことなんだよ。最低限のルールはあるけど、本当にそれはゲームとして成立させる為だけの、本当に最低限のルールだ。で、普通のマカデミ・ボールもやろうと思えばできただろうし、単に、紳士的なスポーツ試合として開催したいなら、僕達もよく知ってるサッカーやラグビーやバレーボールで良かったはずなんだよ。なのに、わざわざこっちの、ネオ・マカデミ・ボールを選んだのは何故か？」

「…………」

「要は――僕達がどれだけ与えられたアジャスタントの能力を活かしきれるか。というより活かしきる方法を思いつくか、敢あえて緩い枠の中に放り込んだ上で、先生達はそれを見てるんだと思うよ」

「…………」

　唖あ然ぜんとする千里。

　正直――そこまでは考えていなかった。

　どうも他の生徒達もそのようで、今更ながらに『逆崎すげえ』とか『なるほどねぇ』とかそんな声がちらほらと上がっている。

　確かに聡の言うことはもっともだ。

　そもそも千里達はこのアバロン学園の魔法使い達にとって、実験対象モルモツトであり常に観察対象になっているはずだ。榮太郎がいーかげんなノリなのでつい忘れがちになるが、どんな授業にも何らかの思惑が絡んでいると見て間違いなかろう。

　聡はそれを見抜いているのだ。

　だが――

「まあそれは……わかったけど」

　千里は言った。

「具体的にどうするんだよ？　正直――なんつうか、うちのアジャスタント、ちと今日は調子悪いんだよ。真正面から敵の攻撃部隊とやり合う元気は、ねえぞ」

「そうみたいだね」

　とこれまた平然と頷く聡。

「ところで――薫」

「なに？」

「フルクラム君はどうしてる？」

「ツバメちゃんなら、もうすぐ敵本陣近くに到達するよ～。さすがに防衛隊の動きが激しいから、もう近付きにくくなってるけどね」

「彼女、確か視力は良いよね」

「うん」

　と薫。

「ツバメちゃん、眼が良すぎて、接続同調すると僕が頭くらくらするから、普段はメガネ掛けてもらってるの～」

「そりゃまた本末転倒やな」

　とまた呆れた様子で言う桜子。

　だが――

「敵本陣に直接到達する必要はないから、防衛隊も含めて、敵軍魔法使いの男女比の内訳はわかるかな？」

「うん。それくらいなら何とか」

　と薫。

「えーと～七対三かな。七が男の子～」

「うん。予想通り。そして充分だ」

　聡は頷いた。

「この際だから、その七には行動不能になってもらおう」

　朗らかに聡はそう宣言した。
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　クフィールとフランカは先程の『鮫』と遭遇した地点から一キロばかり移動した位置にいた。やはりそこもまた密林で、情景としてはさして差はないが、灌木が密集している部分を選んで二人は腰を下ろしていた。

　で――

「――はい」

　フランカが空中を見ながら呟く。

　いや――接続同調で聡と会話しているのである。

「はいっ……って。ええ!?」

「がぅっ!?」

　普段、物静かなフランカが素すっ頓とん狂きような声を出したので、思わず驚いてびくりとクフィールが身を震わせる。

「いえ、で、でも、あの」

　どうやらかなり困惑というか動揺しているらしいフランカ。

「…………フランカ、さん？」

「はい……ええ……………」

　怪訝そうに声を掛けるクフィールと、何やら諦めムードで頷いているフランカ。

　そして――

「あの。クフィールさん」

「はい」

「失礼します……」

　クフィールの目の前にフランカの掌てのひらが翳かざされる。

「がぅ？」




　――銃声。




　精霊化拳銃フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉ＭＧカスタムの掌から発せられた呪弾は、至近距離からクフィールの額を直撃した。
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　同じく競技場の――戦場の片隅。

　密に生い茂る木々の間を、恐ろしい勢いで移動する二つの影があった。

　奇しくもその者二名は、クフィールとフランカの採った経路と戦術をそのまま鏡写しにしたかのように、主戦力である陸上部隊から離れ、主戦場となる密林中央部を大きく迂う回かいしていた。

　だが……速い。

　密林という障害物には事欠かぬ場所にありながら、異様な程の速度で二つの影は移動している。

　一方は、自らの健脚で。

　一方は、何処からともなく召しよう喚かんした多脚ロボットのような何かに乗って。

　ウーラと須美子である。

　アフリカ出身の少女は、右手に槍を、左手に盾を持ちながら――それらを木々の枝や幹に引っかけ、あるいは蹴って、ほとんど地面に降りることもなく跳ねるようにして進んでいる。猿も真っ青の空中移動であった。

「ふふ……やるね♪」

　そんなウーラを見ながら移動する須美子は、金属製の蜘く蛛ものような、多脚ロボットのような、何かの上に座っている。恐らくはゴーレムの類なのだろう。脚部だけでなく胴体部にも幾つもの関節部を持つその機体は、木々の隙間に合わせて自らの形を自由自在に変えながら、するすると――誤解を招く表現なのを覚悟で敢えて言えば、蛇のように――進んでいく。

「この程度は何でもない」

　ウーラは言った。

「しかし良かったのか？」

「何が？」

「クラスの長おさ――いや、ガッキュウイインだったか。その命令に従わなくても」

「どうせ、授業……『ごっこ』だもの」

　須美子は肩を竦めた。

「勝っても負けても、得る物も失う物もない、お遊び。なら、自分の思うとおりにやった方が楽しいと思わない？」

「そういうものか」

「多分ね」

　にっこりと須美子は笑う。

「私とウーラで敵の本陣に乗り込んで、契約者の方を全員倒してしまえば、ボールの行方なんて関係なく、こっちの勝ちよ」

「ふむ……『倒す』か」

「『倒した』相手をどうするのかは、倒した者の勝手よね♪」

「なるほど、わかり易い」

　頷くウーラ。

　まあ狩猟民族である彼女にとってみれば、倒した獲物をどうするのかは、確かに倒した者の自由な訳で、須美子の物言いは、非常に理解しやすかった。

　しかし……

「ならば御兄様を倒してしまえば御兄様は、それがしのものであるな」

「そうなるわね」

　右に傾き、左に傾き、木々の隙間に合わせて姿勢から形状まで変えながら進む、金属の蜘蛛の上――恐らくは暴れ馬よりも何倍、何十倍と揺れているはずのその機体の上で、しかし須美子はろくに姿勢を変えて平衡をとるでもなく、平然と座っている。

　まるで身体が蜘蛛の上に接着されているかのようにすら見えた。

　体術というより――これも魔法の一種なのだろう。

「御兄様のアジャスタントと一戦してみたかった気もするがな」

　ふと思い出したかのように呟くウーラ。

「あの……クフィールとかいう娘」

「ヤキモチ？」

　にまりと笑う須美子。

　だが――

「……ヤキモチ？　餅がどうした？」

「なんでもなーい」

　須美子は首を振る。

　そうして二人は密林を駆け抜けていく。

　だが勿論――ウーラは知らない。

　亜藍須美子。

　自分が行動を共にするその少女の口にした――『倒す』という一語。

　それが模擬でも疑似でも比喩でもなく『殺す』の意味だということを。





















　混こん沌とん委員会。

　実験用魔法学園都市〈アバロン学園島〉を管理する最高意思決定機関にして、遙かな高みからことの成り行きを俯ふ瞰かんする観察者達。

　その存在は名こそ知られているものの――それを構成する委員達の素性は明らかにされていない。超常の者共の集いであるということは間違いがないが……彼等自身、互いの素性は勿論、正しい名すら知らない。知らされていない。達人アデプト級の魔法使いともなれば、相手の名から本体への呪術回路を構築して呪じゆ詛そを送り込むことだってできるからだ。

　そう。

　彼等は互いに信頼を置く仲間という訳ではない。

　むしろ寄せ集めといった印象の方が強いだろう。

　外見を見るだけでも明らかに彼等はそれぞれ別種の『何か』だ。

　例えば――

「……これが、そうか」

　光と闇が融合することなく大理石マーブル模様のように絡み合う空間。

　巨大な球体状の『卓テーブル』の周りに数名分の影があった。

　一人は腕を組みながら悠然と球卓を――そこに映し出された立体映像を眺めている。

　小柄な少女だ。

　何ど処こかの学生服のようなものを身に帯びている。

　その顔形の造作に、異様な点は見あたらない。すっきりと通った鼻筋。猫を思わせるちょっと吊り気味の双そう眸ぼう。非常に可愛らしいが――それだけの少女と言えるだろう。

　ただしその髪と瞳は血のような紅だ。

　そして……その背中に浮かんでいる奇妙な『羽』も。

　それは複雑な線から成る一種の紋様のように見えるが、緩やかに広げられた蝶ちようの羽のようにも見える。それは注意深く見れば、少女の呼吸と同期するようにして緩やかに明滅しているからだ。既存の概念で最も近いのは『妖精』であろうが――その少女は小柄とはいえ等身大であるし、多分に存在感がありすぎる。

「〈偶像破壊者イコノクラスト〉と〈賛美歌の娘キヤロルズ・ドーター〉が接触したみたいだよっ」

　と――球卓を挟んで言うのはこれまた少女である。

　こちらはもっと明確に人外であることを主張していた。

　何な故ぜなら――その幼さの残る顔立ちの上には、明らかに獣の、それも尖端がわずかに黒くなっている尖り耳が生えており、身に帯びる巫み女こ装しよう束ぞくの背後には、ふわりとした、やはり尖端の黒い尻尾が生えていたからだ。

　眼こそぱっちりと大きいが、誰もがその少女の姿から連想するのは『キツネ』――『稲荷いなり神がみ』だろう。

　天てん真しん爛らん漫まんといった雰囲気だが、勿論、それだけの存在ではあるまい。それだけの存在が混沌委員会に名を連ねるはずもないのだから。

「ぱっと見……ごく普通の人間に見えるけどねえ」

　そう言うのは両手をポケットに突っ込んで虚こ空くうに立つ、スーツ姿の青年である。

　年齢は二十代半ばといったところか。何処か斜に構えたような――ひねくれて真正面から物事に対しないような、不真面目な雰囲気を身に纏まとっている。大きく開いたシャツの胸元では、銀のネックレスが静かに揺れていた。

「私にはお前とよく似た格好に見えるがな――〈詐欺師トリツクスター〉？」

　先の紅い少女……委員会では〈紅の殲滅姫クリムゾン・アニヒレイタ〉と呼ばれている――が言った。

「別に、黒のスーツなんて珍しくないっしょ。シルバーアクセも」

　肩を竦めて〈詐欺師〉は言った。

「顔立ちも全然似てねえし」

「まあそれはそうなのだがな」

　と〈紅の殲滅姫〉が言う。

　彼等が眺める球卓の内側には、一人の男の姿が映っていた。

　見るからに胡う散さん臭くさい感じの中年男。

　サングラスを掛け、黒い革のジャケットを着て、へらへらと気楽そうに笑っている。

　確かに服装の趣味という点では多少〈詐欺師〉と共通点はあるが、これまた〈詐欺師〉自身が言うように顔立ちは似ていない。〈詐欺師〉は何処か線の細い優男といった感じがあるが、こちらは、普通の丸顔だ。

　格好はチンピラヤクザのようだが、容姿としては特徴らしい特徴もない。

　だが……

「しかし……〈偶像破壊者〉と〈賛美歌の娘〉が揃そろっていて、取り逃がすか」

「よく知らねぇけど、あの二人、そんなに凄いの？」

　と〈詐欺師〉が尋ねる。

「力の大小が即、強さに繋がる、などという暴論を言うつもりはないが」

〈紅の殲滅姫〉は言った。

「単純な扱える力の大きさ、という意味では〈偶像破壊者〉は〈終わりの魔獣ドラグーン〉とタメを張れるぞ」

「わお」

〈詐欺師〉は大おお袈げ裟さに身震いして見せる。

「その二人には喧嘩ふっかけないようにしよう。勿論、あんたにも」

　と〈詐欺師〉は〈紅の殲滅姫〉を見据えながら言った。

「でも……」

　首を傾げて稲荷の少女――〈性悪巫女フオクシイ・パイセネス〉が言う。

「何が目的なんだろう？」

「反対派とはまた別なのだろう？」

「そうみたい」

　と〈性悪巫女〉。

「賛成派でもないし反対派でもないし、〈獣耳の使徒ケモノミミスト〉の言う『魔法使われ』でもない」

〈紅の殲滅姫〉が腕を組む。

「何人かの普通科生徒に興味を示しているらしいが……」

「やっぱりふん縛るしかないんじゃないの？」

　と〈詐欺師〉。

　その口調はやはり軽い。

「ぶち殺すの覚悟で」

「殺せればいいがな」

　皮肉っぽい口調で言う〈紅の殲滅姫〉。

「我々と同様だとすれば、痛めつけることはできても、殺すことや滅ぼすことはできまいよ」

「世の理ことわりの外側の存在だと？」

「可能性はあるねっ」

〈性悪巫女〉が言う。

「パラドックスが生じちゃうもんね」

「影をいくら叩いても本体が欠けることはないからな」

「……ふと思ったんだけどさ」

〈詐欺師〉が頰ほおを掻かきながら言った。

「あるいはコイツが十四人目ってことは？」

「…………」

「…………」

　沈黙する少女達。

　その可能性には思い至っていなかったらしい。

　確かに〈混沌委員会〉が十三人と誰かが定めた訳ではない。

　だが――

「とりあえずは警戒するしかなかろう」

　肯定も否定もせず〈紅の殲滅姫〉は言った。

「今は姿を隠して〈逆らうもの〉が警戒してるけどね」

〈性悪巫女〉がそう言うと球卓の中の映像は、アバロン学園都市の画像に切り替わる。

　それを眺めながら〈詐欺師〉は言った。

「つまんねえ結論だな」

「では何か代わりの案でも？」

　ぎろりと鋭い視線で〈紅の殲滅姫〉に睨にらまれて〈詐欺師〉は肩を竦すくめた。

「観測者定理と世界免疫機能が働いている限り、我々の行動は制限される。とりあえずは受け身に回るしかなかろう」

　まとめるように〈紅の殲滅姫〉はそう言った。













「聡さとる!?　てめ――何を」

　思わず席から立ち上がる千せん里り。

　だが次の瞬間――彼はぐらりとよろめいた。

　全身の感覚がおかしい。クフィールの生理痛云うん々ぬんはほとんど感じなくなった代わりに、視覚から聴覚から触覚から、全てが何やら妙に――霞かすみがかかって、曖あい昧まいな感じだ。

　まるで麻酔でも受けたかのように。

「大丈夫」

　聡は朗ほがらかに笑った。

「佐さ久く間ま先生が言ってたろ？　殺傷能力のある魔法は許されてない」

「……って……これ……」

　よろめく千里を慌ててテジャスが支える。

「フランカに撃たせたのは麻痺弾パラライザーだよ。まあ麻酔みたいなもんかな。一時的に相手の行動能力を奪う」

「……だからなんで……」

「勿論」

　聡はにこやかに言った。

「フランカとクフィール君には、この際だから徹底的に敵軍を惹き付けた上で、行動不能にする役割を負って貰おうと」

「だから――」

　クフィールを行動不能にすることに何の意味があるのか。

「こういうことさ」
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　濡れた何かが首筋を這はう。

「……がぅっ……!?」

　予想外の感触に思わず身を竦すくませるクフィール。

　勿論この場においてクフィールに対して何らかの行動に出ることができるのは、フランカだけである。ということはそれは、フランカの――

「これもその……」

　フランカは赤面しながら体重を掛けてくる。

　元より身体が半ば麻ま痺ひしているクフィールは、ろくに抵抗することもできずに、どさりと地面の上に倒れる。枯葉がその小さな衝撃で数枚、舞い上がった。

「作戦の内……だそうです……」

　小柄なフランカがクフィールの上に覆い被さるようにして、改めて首筋を――舐なめる。

「がぅっ………!!」

　びくんと身を竦ませるクフィール。

　だがそれ以上の動きはできなかった。フランカが身体全体でクフィールを押さえ込んでいるからである。勿論、クフィールが全力を出せば跳ね飛ばせない重さではないが、今のクフィールは身体の自由がきかない。

　なので――

「……フ……フランカさん……!?」

「…………」

　真っ赤になりながらも、フランカは黙ってクフィールの耳みみ朶たぶを、嚙かんだ。
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「な………………」

　半ば感覚の麻痺した身体に気合いを入れて立ち上がりながら千里は喚わめいた。

「なにやらせてんだてめーはっ!?」

「これも作戦の内だよ」

　と聡は涼しい顔である。

「なにが作戦――」

「つまり」

　きらりと彼の眼鏡が光を反射して意味深に煌きらめく。

「どうせ引き付けるなら、徹底して惹き付けて貰もらった方がいい。相手が我を忘れて見入っちゃうくらいにね」

「…………ああ。成る程」

　ぽんと手を打つのは桜さくら子こである。

「それで男女比聞いてたんかいな」

「その通り」

　と聡。

　彼は拳こぶしを握り締めて言った。

「これぞ『誰かさんが見てる？　大作戦』！　戦場の片隅に乱れ咲く百ゆ合りの花――これを見て足を止めない者がいるだろうか？　いや。いない！　反語表現ッ！」

「あほかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　血管切れちゃいそうな勢いで怒鳴る千里。

　だが――

「いや。そうでもないで、千里」

　桜子が言った。

「知り合いから聞いた話やけどな。在日米軍キャンプの警備が、一時的に手て薄うすになる時間帯っつーのがあるらしいねん。で、その理由が、『スタートレック』の放送時間やからやそうでな」

「…………」

　大丈夫かアメリカ軍、とツッコみたいところだが、生あい憎にくと千里はそれどころではなかった。

　痙けい攣れんする千里をにやにや笑って眺めながら、桜子は言った。

「興味深いもんがあったら、そっちに注意がいってしまうんが人間ってもんやで」

「まあホモは著しく見る人選ぶけど、百合は割りとＯＫな男の子、多いよね～」

　うんうんと薫かおるなんぞは頷うなずいている。

「上手くいきゃ、女も何人か惹き付けられるやろしなー」

　と腕を組みながら感心したように言う桜子。

　でもって――

「逆さか崎ざき聡――」

　生徒達の間に戦せん慄りつのざわめきが広がっていく。

「恐ろしい子……!!」

「はははは。照れるなあ」

「お……お前なあっ……!?」

　ほとんど涙声で喚くのは千里である。

　既に彼と五感共有しているクフィールは、妙に手際の良いフランカによって半裸状態である。勿論フランカも同じような状態なので、クフィールと五感を共有している千里としては、嬉しいやら恥ずかしいやら怠だるいやらこそばゆいやら、もう、どーして良いのかわからない訳で。

　しかも……

「アジャスタント同士でそーゆーことさせるってことは――あああああ!?」

　椅子の上で身もだえる千里。

　そう。アジャスタントからの感覚は逆流する。

　苦痛も。そーでない感覚も。

　つまり――

「お、お、俺と、お前で、ヤってるよーなもん…………」

「なるほど」

　桜子が頷く。

　真っ赤になって身をよじっている千里を楽しそうに眺めながら彼女は言った。

「あっちは百合でこっちは薔ば薇ら！　そりゃ二度美味しい作戦やな！」

「やかましいっ……!!」

　怒鳴る声も、しかし、叫んでるのか喘あえいでいるのかよーわからん感じである。

　何しろ……性感というのは、男よりも女の方が高いと言われている。まして千里には全く未知の――当たり前だ――感覚である。近いようで全く違う気持ちいー何かが、全身を這い回ったりする訳で。

「や……やめ……キモ……から……やめろ……！」

「千里くん、気持ちよさそー」

　椅子の上で、手足を突っ張らせて痙攣する千里を眺めながら、呑のん気きにそんなことを言う薫。

「キモチイイじゃなくて……キモイだ……！」

　息を荒げながら喚く千里。

　で――

「――千里」

　きらりと再び眼鏡を煌めかせながら聡は言った。

　彼とて、フランカと感覚共有している訳だから、同じよーに百合だか薔薇だかよくわからん花が咲きまくっているはずなのだが……彼は若干、頰ほおが赤らんでいる以外は、全くの常態である。まあフランカは攻める側なので感覚の逆流も小さいのかもしれないが。

「僕は、勝つ為には手段は選ばないよ」

「えらべ――ッ!!」

「逆崎様ッ!!」

　だん、と椅子から立ち上がって叫ぶ者が一人。

　テジャスである。

　千里のアジャスタントである赤毛のゴスロリ少女は、主あるじを庇かばうように、千里と聡の間に割って入る。そのひどく真剣な表情に生徒達は息を呑んだ。

　テジャスは聡に詰め寄り――

「ぐっじょぶです！」

　びっとサムアップして見せた。

「わかってくれるかい」

「勿論です！」

　と大興奮状態のテジャス。

　一瞬だが彼女の助けに期待した自分を呪ってやりたいと思う千里であった。

「ですが！　ちょっとこの辺りを責めるとなおイイかと」

「なるほど。こうかな？」

「そうです！　さらにこう！」

「こうか！」

「こうです！」

　とか何とか、千里やクフィールの身体を指さして好き勝手に盛り上がっているテジャスと聡――まあ現場でクフィールの身体を指さしているのは、聡本人ではなくてフランカの方だが。

「ここか！　ここがええのんか！」

「ここです！　ここがええんです！」

「お……お前らな……!!」

　椅子の上でのたうちながら恨うらみがましい眼で自分の同級生とアジャスタントを睨む千里であった。
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　前述の通り、左翼攻撃部隊は半ば壊滅状態に陥っていた訳だが――

「ふおおおおおおおおおおッ!!」

「どおおおりゃああああああッ！」

「はああああああああああ――！」

　右翼攻撃部隊のアジャスタント達は、意外にもそれなりに善戦していた。

　とか何とか怒号やら咆ほう哮こうやら絶ぜつ叫きようやらが入り混じり――爆音やら何やらも入り混じる。

　電光が逬ほとばしり、火炎が渦を巻き、土砂が舞い上がる。

　岩は割れるわ、樹は倒れるわ、地は抉えぐられるわ。

　最初に見た通り、直接的な攻撃魔法が禁止されているだけなので、色々応用すれば普通の魔法でも攻撃に使えるのである。

　勿論……この戦闘、相手のゼッケンを剝はがすか破れば良いだけなのだが、大人しく黙ってゼッケンを剝がさせてくれる相手などいない訳で。そうなると、勢いゼッケンが破れるような激しい攻撃をするか、相手が動けなくなるまでぶちのめして、それからゆっくりゼッケンを剝がすなり、破るなりするかの、どちらかになる。

　結局、普通の人間ならば五秒で病院送りになりそうな状況になっている訳だが、さすがに防御力も高いアジャスタントと魔法使い――これでも『とりあえずラフプレーの範囲内』ということらしい。

「痛ッ！　ヒット、ヒットヒット！　ヒットつってんだろこの野郎！」

「うふふふふふふふふふふふふふ。うふふふふふふふふふふ」

「照準して、引き金トリガー。照準して、引き金。照準して……」

　そんな乱戦の中――

「…………」

　どう見ても普通の女の子、としか思えない制服姿の魔法使いが一人。

　先程から、攻撃に加わるでもなく、僅わずかに離れた所で状況を眺めているだけの小柄な彼女に、しかし戦闘中のアジャスタント達が眼をつけないはずもなかった。

「あそこなら手薄そうね」

「いくか」

「よろしいですか御主人様？」

「うちはＯＫだそうだ」

　そんなことを言い合ってペンギンのような姿のアジャスタントと、球体関節を備えた自動人形タイプのアジャスタントが走り出す。

　だが――彼等は、そして彼等の契約者たる普通科生徒は、もう少しよく考えるべきだったろう。何なに故ゆえに彼女が他の魔法科生徒から少し離れて立っているのか。

　いかにも『通れるものなら通ってみろ』と言わんばかりに、そこを突破すれば敵の本陣に肉薄できそうなルートの真ん中に、彼女が立っているのは、一体どういう意味なのかと。

　つまり……

「ふふふふふふふふふふふふ」

　その声が――やや俯うつむき加減で立ち尽くしているその少女から漏れているのだと気付いて、二体のアジャスタントが急停止した時には、もう遅かった。

「――！」

　少女が昂こつ然ぜんと顔を上げる。

　きらりと眼鏡が光った。

　でもって――

「ぬおっ!?」

　少女の左右の地面が爆裂した。

　いや。違う。

　地面の下に潜んでいたモノが腐ふ葉よう土どをはね除けながら姿を現したのだ。

　二体の――重武装のゴーレムが。

「新ッ！　作ッ！」

　その女の子――寒さ河が江み教授の弟子にして『天才ゴーレムメーカー』とか『真さな田ださんの生まれ変わり』とか『機甲風紀委員』とか『いくら何でもあれは』とか、色々言われている風紀委員長、御み狩かり谷やはるかは、傲然と宣のたまった。

「局地戦仕様拠点防衛用重装甲ゴーレム！　〈マシーネン・キャバリエⅡ〉ッ！」

　ちなみに――彼女は元々普通科の所属だが、今回は魔法科側に属している。彼女に限らず、二年生、三年生は数が少ない上に元々は一般人ではない為、魔法科扱いになっているのである。この辺りはアジャスタントと同様に、急場凌ぎのアバロン学園都市らしい処置――更に言えば実験都市らしい処置ではあった。

「[image: ]っ――」

　ごんごんごんごんと威圧的な駆動音を響かせながら立ち上がったのは、身長五メートルはあろうかというゴーレムであった。見るからに厳いかついその姿は、確かに重装甲を帯びた『騎士キヤバリエ』を思わせる。

　しかもそれぞれ騎き兵へい槍そうの如く、片手に長大な――自身の身長も上回る程の火炎放射器のような武器を抱えているではないか。

「ちょっ……」

　顔色を変えるアジャスタント二名。

　彼等に向けて旋回するその砲門が――周囲の障害物たる木々をものともせずにへし折りながら！　――据えられたのは次の瞬間だった。

「非殺傷兵器……ですよね？」

　ホールドアップしつつそう問うアジャスタント二名。

　御狩谷はるかは、大きく頷いて言った。

「無論！　この御狩谷はるか、レギュレーションを無視するような真似はしないのです！」

「そ……そうですか」

　ほっと安あん堵どするアジャスタント達。

「しかし！」

　傲ごう然ぜんと少女は言った。

「殺傷禁止ということは、逆に言えば、殺したり傷つけたりしない限りは何をしても良いということなのです！」

「…………え？」

　アジャスタント達は、虚きよを突かれたかのように間の抜けた声を漏らす。

「という訳でファイエルッ！」

　しぱ、と五指を伸ばした右手を敬礼するかのように掲げる、はるか。

　同時に二門の砲口が火を噴いた。

　もとい。

　とろろを噴いた。

「なっ!?」

「なんだってええええ!?」

　猛然と殺到する、やたらに粘っこい、ベージュ色の液体に押し流される二名。

「エコにも配慮した最新型非殺傷兵器ッ！　全て天然素材で主婦も安心の二十ミリとろろ噴流砲ジエツトッ！　高圧で毎秒五十リットルのとろろを噴出し、目標を絡め取りながら押し流すのです！」

「って何故とろろ――」

「か……痒かゆっ!?　痒いっ!?」

「ええええええええ!?」

「ぐわああああああ全身痒いいいいいいい!?」

「言われたらこっちも痒くなってきたあああああ!?」

　とか何とかわかり易い台詞を叫びながら押し流されていくアジャスタント二名。

「みたかゴーレム魔法工学の粋すい！　なのです！」

「ゴーレムとも魔法工学とも関係ないよーな気がするんスけど」

　とはるかの隣で呆れたように言うのは、これもまたゴーレムだった。

　ただしこちらは〈マシーネン・キャバリエⅡ〉と異なり、等身大で、基本的に人間の姿を模して作られているタイプのようだった。その証拠に、喋っていたりする。

「良いのです。言ったもの勝ちなのです」

「うーん」

　首を傾げて唸るゴーレム。

　そこに――

「とった――ッ!!」

　ざざっと頭上の木の枝から、飛び降りてくる人影が一つ。

　アジャスタントだ。

　何やら魔獣系なのか、でっかい角を備え、その角の間にばちばちと放電の火花を散らしている。恐らくその電撃ではるかとゴーレムを倒そうというのだろう。発電そのものは攻撃ではないし――実際の攻撃は頭突きということになる――電圧が十万や二十万なら、スタンガンレベルである。

　アジャスタントは空中でポーズを付けながら叫んだ。

「くらえ今必殺の――」

「メタリス・インフィニット・アーム」

　挨拶するよーな調子でそのゴーレムが言うと、その右腕が――伸びた。

　がしゃんがしゃんと右腕が開いてその中から右腕がさらに伸び、その右腕が開いてその中からさらに右腕が伸び、その右腕が開いてその中から（中略）伸び、そしてその右腕の拳が相手の顔面にめり込んだのは、次の瞬間だった。

「なにいいいいいいいいっ!?」

　顔面にくっきり拳の跡を付けたまま、吹っ飛ぶアジャスタント。

　地面にぼてんと落ちた時には、そのアジャスタントは手足を瀕ひん死しの虫のように折り曲げて痙攣していた。

「ちょ……一体どーゆー構造なのですか!?」

　さすがのはるかも呆れてそう突っ込む。

　だがその等身大ゴーレム――メタリスは平然と笑って言った。

「秘密です。何なら月まででも届きますよ」

　月は大おお袈げ裟さとしても――外見上、どう考えても空間容積的に二十メートルも三十メートルもの伸縮機構を内蔵しているとは思えない。だが……がしゃがしゃがしゃとゴーレムの腕は、まるでフィルムの逆回しのように、伸びた際の動きをそのままなぞって縮むと、普通の長さに落ち着いた。

「……まあ、それはさておき。こんなもんかな」

「こんなもんなのです」

　と頷き合うはるかと――そしてメタリス。

　その背後で、〈マシーネン・キャバリエⅡ〉二体が、気絶したアジャスタントやとろろ砲にやられて全身を泣きながら掻きむしっている二名の所にしゃがみ込み、その胸からゼッケンを剝がしていたりする。

「所詮、まだアジャスタントを与えられて一週間余りの者ばかり。アジャスタントも若輩が多いですし。能力把握もろくにできていないでしょうから、まあ、魔法科が負けることはまずないのです」

「まあ油断は禁物っスけどね」

「それはそうなのです」

　と、はるか。

「獅し子しはバニーちゃんを倒すのにも全力で掛かるのです。油断などしないのです」

「それはそれで、大人げない気もしますけどね」

「それを言ったらおしまいなのです」

　とはるか。

「まあ何にしても――これで自分達がいかにアジャスタントの力を使いこなせていないか、理解してくれれば、また普通科生徒達の考え方も変わるはずなのです」

　そんなことを喋っている二人の傍らを、小さな人影が幾つか、てってけてってけと駆け抜けていく。

　三頭身程の、小さな――メイドさんだ。

　佐久間榮えい太た郎ろうの使い魔、エーネウスをそのまま縮めたような感じのプチな犬耳犬尾付きメイドさんズは、非戦闘員を示す赤十字マークの腕章を着け、右に白旗、左に赤旗を持っていた。彼女等は、剝がされた三人分のゼッケンを確認すると、ぴ、と赤い旗を掲げる。

　どうやら『勝負あり』とか『有効』とかそーゆー意味らしい。

　すると、更に同じよーな格好の、しかし旗を持っていないプチなメイドさん達がわらわらと何処からか湧いて出て、戦闘不能の三名を担たん架かに乗せて、何処かへと去っていった。

　プチな黒犬メイドさん達。

　彼女等は榮太郎が審判用に提供した人造精霊――プチネウスである。

「さて。他の連中の手助けしにいってきます」

「了解なのです」

　はるかに軽く手を振ると、そのゴーレムは乱戦の中に入っていった。
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「おい。なんか凄いらしいぜ？」

「俺もマジでバトルなんかやってないでそっち見に行こうか」

「ぶっちゃけ、御狩谷一人いれば鉄壁だしなあ」

　……などと。

　魔法科の学生達の間でそんな会話が交わされていたりする。

　彼等の間には、『アジャスタントが二体、森の片隅で内緒内緒の行為に勤いそしんでいる』という情報が飛び交っていた。勿論、これはクフィールとフランカのことであるが――元より魔法通信の使える魔法使い達のこと、その情報はまさしく光に等しい速度で浸透したりしていた。

　で……

　元より普通科と魔法科、優勢なのは後者だ。

　戦況は緩やかに魔法科が押しているものの、双方の真剣さには明らかに差があった。魔法科は余裕なのに対して、普通科は明らかに必死で一杯一杯――そんな印象だ。

　まあ実際、風紀委員長の御狩谷はるか率いるゴーレム部隊が、文字通りに一個師団に匹敵する活躍を見せていたりするので、魔法科の生徒達は、一部の生徒を除き、あまりこのネオ・マカデミ・ボールに真剣ではなかった。『御褒美』が約束されているのも普通科生徒のみだったので尚更である。

　故に――、魔法使い達はぽろぽろと戦線を離脱してクフィール達の方を見に行き始めたり、ゲームそのものをさぼって雑談を始めたりと、不真面目な行動が目立つようになり始めていた。

　授業の一環であることを思えば言語道断な態度だが、明らかに今回のゲームそのものが、普通科生徒の為の授業であることを思えば、魔法科生徒としては、熱も入らないのは当然だ。

　そんな中――

「…………んんっ……」

「…………」

「……や……やめ……」

「…………」

「やめ…………」

　と、半裸にされながらもまだ抵抗を続けているクフィール。

『申し訳ありません』とか何とか時折言いながらも、手を緩めないフランカ。

　肉眼で直視か、魔法による映像かはさておき、何人もの魔法使い達が固かた唾ずを呑んで見守る中、二人のアジャスタントは森の奥でその白い肢し体たいを絡ませていたりする。

　で……

「……クフィールさん？」

　フランカがふと手を止めて首を傾げる。

　ふとクフィールの側の抵抗が止んだからだ。

　同時に彼女の顔はとろんと表情が溶けている。いわゆる『堕おちた』状態なのか――半ば無意識の態でクフィールは腕をフランカの背中に伸ばして、彼女の身体をぎゅっと抱き締めた。

　そして――

「やめ…………ろ………………………………………………つってんだろうがあッ!!」




　――ずどむ。




　クフィールらしからぬ怒声と共に彼女は物凄い勢いでエビぞり。

　結果的に、ばふんと小規模な爆発でも起きたかのように、落ち葉や腐葉土が舞い上がり、フランカは杭打ちの杭のように、脳天から地面に叩き込まれていた。

「は……はぁ……はぁ……はぁ……」

　荒い息をつきながら、身を起こすクフィール。

　彼女は表情をいつもの、申し訳なさそうな、ぼんやりしたものに戻しながら……何処かの猟奇殺人事件の被害者の如く、逆さになって地面に直立しているフランカを見て呟つぶやいた。

「あの……これはいくらなんでも……」

（……うるさい）

　そう魔法通信で言ってくるのは言うまでもなく千里である。

　ついでに言えば先のクフィールらしからぬ台詞も彼のものだ。

　一時的に接続同調の率を限界まで上げて、クフィールの肉体操作の権限を千里が奪だつ取しゆしたのである。言うまでもなく脳天逆落としを仕掛けたのも、クフィールというより、彼女の身体を操った千里である。

　実を言えばかなりこれは高度な技術なのだが……たまたまクフィールが身体麻痺の魔法を受けていた為に、千里が『憑ひよう依い』しやすかった、ということもある。

（じゃあお前はレズプレイを披ひ露ろうしたかったのかよ）

「……がぅ……そういう訳では……」

　とクフィール。

（とにかくその場から離れるぞ）

「あの……フランカさんは……？」

　聡のアジャスタントは、やっぱり逆に直立したままである。

　どうも気絶しているらしい。

（契約者ごとリタイアだ。申請はこっちで出しとくから）

「はぁ……」

（いいからその……さっさと服を戻せ！）

「あ……でも……」

　クフィールは動かない。

（ああ、くそ、まだ麻痺が効いてんのか！）

　真っ赤になりながら喋っているのが容易に想像できそうな、沸ふつ騰とうした声――もとい念波が飛んでくる。

（同調率もっかい上げるぞ）

「でも……そんなことしたら、生理痛――」

（うるさい。黙れ）

　クフィールは少し頰を赤らめながら慌ててシャツとブルマを元に戻すと――動かしているのは千里である――身体に付いた落ち葉や土を払って立ち上がる。

（ボールは持ってるな？）

「はい……」

　頷くクフィール。

　表情を出したり、この程度の動作なら何とか可能のようだが――やはり麻痺はまだ完全には取れない。クフィール自身の身体なのだが、今の彼女が操るのは事実上、無理だろう。

　となると……

（とりあえず――あの、狼おおかみだかライオンだか、そーゆーのになるやつ。あれ、やれるか？　あの状態の方が、足は速くなるんだろ？）

「はい」

（体調、大丈夫か？　棄権しても――）

「……大丈夫、です」

　とクフィール。

　ほんの少し彼女は嬉しそうな口調だった。

　どうやら繋がっているそれが千里にもわかるようで……

（何をそんなに嬉しそうなんだ、お前は）

「接続同調率が上がると、千里様を身近に感じられるから、好きです」

（…………）

　黙り込む千里。

　クフィールは首を傾げて言った。

「…………千里、様？」

（……いいからさっさと変身するぞ！）

　怒鳴るような念波が返ってきた。
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　同時刻。

　普通科生徒側の『本陣』では――

「――で、どうするよ、これ？」

　何故か『やり遂げた』感のある、妙にイイ笑顔で失神している聡を眺めて生徒達が溜め息をついていた。

　言うまでもなくフランカのダメージがそのまま聡に逆流した結果である。

　ちなみに百合だか薔薇だかよくわからんショーが中断された結果、テジャスが何故か不満そうな顔で千里の方を見ていたりするが、それはまあ、さておき。

「一応、こいつ指揮官――一軍の将やった訳やしなあ」

　と桜子が呆れたように言う。

　そう。

　聡は――なし崩しというか、別にきちんと生徒全員の合意で選出された訳でもないのだが――普通科生徒軍の指揮官的位置にいた。実際、それなりに勝つための方法について考えていたのは聡だけだったので、そのことについて他の生徒達は異論もなかった訳だが……

「将軍のいない軍隊は敗北必死やで」

　桜子の言葉ももっともだ。

「みんな頑張ってるし～別にそれでいいんじゃないかなぁ」

　と薫はやっぱり脳のう天てん気き極まりないことを言っているが、確かに、偵察役のフルクラムからもたらされる情報を鑑かんがみるに、今ひとつ普通科生徒軍の不利は否めない。これで将軍役がいなくなれば、何か事態が変化した瞬間に、総崩れになる可能性もあった。

「うーん。まあここは責任とって千里に将軍役してもらおか」

「そだね～」

　と桜子と薫が頷き合う。

「ちょ……待て、なんでそうなる？」

　慌てて言う千里。

　とはいえ、今現在、千里はクフィールの肉体を動かすのに神経のほとんどを集中させているので、椅子に座ったまま振り返りもしない訳だが。単に視覚や聴覚を共有しているだけならばともかく、他者の全身を動かすとなると、積極的にその神経系に同化しなければならないからである。

「だって聡を倒したのは千里くんだよ～」

　と薫。桜子も腕を組んで頷きながら言った。

「まあ一種の下げ克こく上じようやな」

「下克上って――戦国時代じゃあるまいし」

「……じゃあ」

　何故かテジャスが嬉しそうに言った。

「御主人様のことは将軍様とお呼びすれば良いんですねっ!?」

「そうなるな」

　と桜子。

「じゃあ誕生日にはでっかい写真の前で、虚うつろな表情のチアガールが一糸乱れぬマスゲームとかしたりするんですね!?」

「微妙になんかやばい気がするからやめろっ！」

「ああん」

　千里に怒鳴られたテジャスが身をよじる。

　だが――

「じゃあ千里が将軍ってことで」

　話をまとめるように薫が言う。

「決まり～」

「将軍様！」

「将軍様……！」

　口々に生徒達がすがるよーな眼で千里を見ながらそんなことを言うもんだから、益々何だか政治的にヤバイ空気になったりする訳だが、それはまあ、さておき。

「頼むぜ周す防おう将軍！」

「俺達の命運はお前に預けた！」

「君ならやれる！」

　そんな風に期待満面で言ってくる同級生達をジト眼で睨みながら千里は言った。

「……てめーら、要するに、負けた時の責任者が欲しいだけだろ」

「千里くん～」

　薫が朗らかな口調で言う。

「責任者は責任を取るために必要なんだよ～」

「やかましいわっ!!」

　千里は怒鳴った。





●　●　●






　ばさりと黒い翼が風を孕はらむ。

「…………はぁ」

　フルクラムは高空から戦場を見下ろして溜め息をついた。

　基本的に、彼女のアジャスタントとしての機能は、『危険回避』に特化している。

　霊視能力を含む高い視覚、超音波から低周波領域までもを捉える聴覚、そして犬並みの嗅覚による高精度情報収集能力で、危険を察知――飛行能力による危機的状況からの離脱が彼女の持ち味だ。

　要するにフルクラムは契約者たる薫を支援サポートするといっても、能動的に状況を変えるような力押しの行為は、できない。勿論、最低限の自衛の為の魔法や、それに類する能力は備わっているが、それはアジャスタントの平均水準からするとやや、劣る。

　要するに偵察機――いや早期警戒機なのだ。

「さすがに魔法科、手慣れた動きですね……」

　彼女の眼下では激しい戦闘が繰り広げられていた。

　途中――クフィールとフランカの百合だか何だかよくわからない陽動に一定数の戦力が割かれたせいで、本来ならば早々に壊滅状態に入るはずだった普通科のアジャスタント勢が、それなりに持ちこたえている。

　だが予め魔法科や一部の普通科の生徒が予想していたように、普通科の生徒は魔法戦というものに慣れていない。まして接続同調にもそう慣れてはいないだろうし、全員がアジャスタントの能力を把握しきっているとも思えない。

「……薫もそうですしね」

　とフルクラムは呟く。

　フルクラムのアジャスタントとしての最も効率の良い運用方法は、契約者たる薫が、危険回避の為に、彼女から得られる情報を基に、慎重に活動することである。危険度の高い場所を避ける、危険度の高い時間をずらす、危険度の高い相手と会わない……等々。

　フルクラムの危険そのものを排除する能力は、低い。

　君子危うきに近寄らず――言ってしまえばフルクラムはその為のツールだ。

　だが。

　薫は楽天家である。

　脳天気と言っても良い。悲壮感とか不安感とかそういうのがまるで、ない。

　なので『んー。まあ大丈夫だよ～』『ツバメちゃんは心配性だなぁ』とか何とか言いながら、とことこと、危険な場所に平気で歩いていく。でもって、わざとやってんじゃないかと思うくらいに、決まって危険な目に遭うのである。

　この為、フルクラムは慌ててその場に割り込んで、あまり得意でない身体を張った護衛をせねばならず、彼女的に言うと『非常に不本意』な仕え方をせねばならない。

　今も――フルクラムは偵察役をしている訳だが、この普通科不利の戦況がきちんと本陣に伝わっているかどうかは怪しい。薫なら『まあみんながんばってるみたいだよ～』とか脳天気な報告をしかねない。

「はぁ……」

　改めて溜め息をつくフルクラム。

　でもって――

「みぎゃあああああああああああああああああっ!?」

「まだだ、まだ倒れはせん！」

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

「つ……妻に……愛していると伝えて……」

「ジンバブエ・ドル換算レートの如く爆発的に膨ふくれあがるこの俺の力を受けてみろっ！」

「ひえええええええええええええええええええええっ!?」

　…………

　とかなんとか。

　魔法科生徒とアジャスタント達の戦いは続いている。

　攻撃魔法は使えないこともあり、電光や火炎が交錯し、爆発があちこちで生じている割りには、双方共にあまり戦力の増減がない。

　要するに消耗戦化しているのである。

　フルクラムの眼から見ればかなり無様な戦い方だ。

　その時……

「焼き鳥に――」

　電光が走る。

「なりなさいっ！」

　直撃すれば――まあ死にはしないまでも、墜落は免れないであろう大電圧の稲妻を、しかしフルクラムはひょいと避ける。

　敵の接近は、勿論、事前に感知していたからだ。

　振り返ると、そこには箒ほうきに跨またがった髪の長い少女が浮かんでいた。

　縦ロール付きの豪ごう奢しやな金髪のせいか、いかにも『お嬢様ですのよ』とノボリ背負ってるよーな雰囲気である。ただしその眼は苦労を知らない温室育ちの眼ではない。

　地獄を見ちゃった修しゆ羅らの眼――というか何というか――であった。

「ちっ――」

　舌打ちする金髪少女からさらに二撃、三撃が放たれる。

　だがこれをやはりフルクラムはひょいひょいと身をひねってかわした。さすがに光の速さで飛んでくる雷撃そのものは避けられないが、飛んでいる弾丸を視認できる程の動体視力を備えた彼女にしてみれば、金髪少女が雷撃を撃つその動作で、何処を狙って、どのタイミングで発射されるか見切るのは、そう難しいことではなかった。

　だが――

「やるわね」

　舌なめずりする肉食獣のような表情で言う少女。

　怒ると言うより、手応えのある獲物に、むしろ喜んでいる様子だ。

「…………」

　対してフルクラムは無言で顔をしかめる。

　相手が見るからに、しつこそうだったからだ。

「ふふふふふ。でもこの、ネオ・マカデミ・ボール提唱者エマ・ワシントンからは逃れられないのよっ!!」

　少女――御丁寧にも名乗ってくれた――はそう宣のたまうと、短く何事か呪文詠唱。

　同時に箒の一部がじゃきん、と金属音を立てて展開。回転部が高速で呪文文字列を高速循環させ始める。どうやら箒は乗り物であると同時に、杖の役目も負っているらしい。

「……攻撃魔法は禁止されているのでは」

　先程の攻撃はどう見ても雷撃の魔法に見えたのだが。

「攻撃魔法じゃないわよ？」

　とエマは笑った。

「発電する魔法と、物質密度を変化させる魔法を重複起動マルチタスクしているだけ」

　避雷針というものがあることからもわかるように、電気は、流れ易い物質を選んで流れる性質がある。この電気の流れやすい物質を導体と呼び、その逆の特性を持つ物質を不導体、あるいは絶縁体と呼ぶ。

　例えば……純粋な水は絶縁体として作用する。

　だから純水の中に電極を突っ込んでも、理屈の上では感電しない。

　多くの場合に――海水はその典型だが――水がむしろ電気をよく通すのは、導電性を高める物質が溶け込んでいるからだ。

　同様に、空気も基本的には絶縁体として作用するが……当然ながら、空気中に導電性のある分子や粒子が存在すれば、そこを電気は選択的に通過しようとする。一時的に空気中に存在する物質の密度を高めてやれば、当然に、電気は誘導されてその空間を通過することになる。

　エマが行ったのは、その物質密度の変化を筒状に行って、『砲身』にしたものだ。

「わざと二つの魔法に分けたということですか」

　雷撃の魔法をそのまま使えば、競技場の禁則魔法に反応してキャンセルされる。

　だからわざわざ二つの魔法に分けて、それからそれらを重複起動しているのである。だが――当然ながら、わざわざ二つに分割した魔法術式を、改めて手動で連携させるのは至難の業わざだ。それは言うなれば、一つの電子回路を二つに分割した上で、そこでやり取りされる信号を、人間が手作業で打ち込んで橋渡しするようなものである。

　あまりにも効率が悪い。

　つまり――

「照準の微調整や速射には向かないのでは」

「そうね」

　エマはあっさりと認めた。

「だから、ちょこまかと逃げられないようにしてあげる！」

　叫ぶと同時にエマの姿が、ぶれた。

「……！」

　さすがにフルクラムの表情に驚きの色がかすめる。

　残像ではない。フルクラムの眼はそのようなものを許さない。

　エマの姿は二重三重にぶれたまま――左右に開いた。

「……分身、いえ、二重存在ドツペルゲンガー？」

「「さてね？」」

　声は音声多重（ステレオ）で聞こえてきた。

　二人になったエマは、更にそれぞれが二人に分裂。またその四人が二人に分裂し――

「「「「これで逃げられない」」」」

　そう宣う声は――サラウンドになっていた。

　時間にして僅わずかに五秒余り。

　フルクラムは上下前後左右……ありとあらゆる方向から、立体的に、十六人のエマに取り囲まれていた。

「…………本当に十六人に分裂できたとしても」

　フルクラムは言う。

「本人の能力が増えるはずがない。つまり能力は十六分の一になっているか、さもなくば、本体を除いて、後はハッタリ――多分、貴女は、後者」

「「「「かもね？」」」」

　艶然と余裕の態でエマが笑う。

　当然だが、分身の魔法だろうが、幻影の魔法だろうが、攻撃魔法そのものではないので、競技場の禁則魔法には引っかからない。

「「「「でも本体を見つけられなければ、同じことよ？」」」」

「…………」

　フルクラムは溜め息をつく。

　そして懐ふところからずるりと――細身の何処に仕舞っていたのかと首を傾げざるを得ないような長銃身のライフルを引っ張り出した。

　軍事マニアや銃マニアならばその特徴的な形状に見覚えがあるだろう。

　Snayperskaya Vintovka Dragunova――俗にドラグノフ狙撃銃と呼ばれるロシアの狙撃ライフルである。

　フルクラムはひゅんひゅんとバトンを回すかのように軽い仕草で――四キロを越える重量物のはずなのだが――ドラグノフを旋回させて片手で構える。まるでフェンシングのような構えで、およそ狙撃銃を撃つ体勢ではないが……

「――え？」

　ぴたりと自分の方に向いた銃口を見て、エマが――その中の一人が、間の抜けた驚きの声を漏らす。




　――銃ド声ンッ！




　三メートルと離れていない、狙撃銃にしてみれば至近も至近、触れているも同然の距離から放たれた銃弾は、勿論、狙い違うこともなくエマの額ひたいに炸さく裂れつした。

「きゃあっ!?」

　悲鳴を上げて吹っ飛ぶエマ。

　仰け反りつつも箒を離さなかったのは立派ではあったが――撃たれなかった十五人のエマは、ゆらりとその姿を揺らめかせて、消滅。

　何度か空中で回転しながらもエマは体勢を立て直した。

　勿論、殺害禁止のゲームでありルールである為、額に直撃といっても、実際に怪け我がをしている訳ではない。代わりに彼女の顔面には、でっかい×印が刻印されていた。

「ど……どうして!?」

　戦慄の表情でそう問うてくるエマ。

「…………」

「私が本体だとどうしてわかったの？」

「…………あの」

「なによ」

「本気で聞いてます？」

「…………」

「……余計なお世話だと思いますが」

　フルクラムは熱のない口調で言った。

「デッサン力はもうちょっと考えられた方が良いと思います」

「……え？」

「いくら分身出来ても、他の十五体の顔が『へのへのもへじ』では……」

「…………」

　黙り込んで赤面するエマ。

　そう。十五体の分身は、確かに服装も、体格も、エマそっくりだったのだが……顔が、いかにも急いで描きました、的な適当極まりない目鼻立ちをしていたのである。

「わ……悪かったわね、下へ手たで！」

　叫びながら雷撃を連射するエマ。

　これをひょいひょいとやはり避けながら、フルクラムは言った。

「別に悪いとは言ってませんが」

「うるさいっ！」

「ところで」

「なによ!?」

「そろそろ効いてくると思いますが」

「なにが――」

　と言いかけて。

　エマは愕がく然ぜんと身を強こわ張ばらせた。

　顔に刻まれた×印が――ただのペイントと思われたそれが、ぞわりと動いたからだ。

「……呪詛弾！」

「正解」

　フルクラムはつまらなさそうに言った。

　彼女が撃ったのは、実体弾ではない。高密度で圧縮され疑似物質化していた魔術式の弾丸だ。考え方としては魔法薬に近い。魔力で何かをするのではなく、相手に打ち込んだ魔術式が、相手の魔力を使って起動するのである。

　魔力そのものは低いフルクラムならではの武器だが――

「一体どんな効――」

「…………」

「かっ…………!!」

　びくんと身を震わせるエマ。

　彼女は物凄い眼でフルクラムを睨んだ。

「勿論、殺傷効果など付与していません」

「…………」

「ただ」

　無表情にフルクラムは言った。

「貴女も現に体感なさっているように――物凄い利り尿によう作用があります」

「お……お……」

「早く本陣に戻ってトイレにいかれるなり、人目のない茂みなりを探された方が良いと思いますが？　ああ、水分の確保も忘れずに。殺傷力はないですが、脱水症状起こしかねない程、強力ですよ？」

「おぼえてなさいっ!!」

　涙目でそう喚くと、エマは音速も超えるかといわんばかりの速度で飛び去っていった。

「…………」

　つまらなさそうにそれを見送るフルクラム。

　彼女は――

「こーゆー魔法はどうかと思うのですが」

　呟く。いや――薫との通信である。

　彼女の意識には薫の声が直接響いていた。

（どうかって？）

「品位が。というか品性下劣ですね」

（でも平和的でしょ～？）

「実は薫、物凄い変態か、そうでなければ、底そこ意い地じが悪いのでは？」

（そんなことないよ～。ツバメちゃん酷ひどいな～）

「ツバメちゃんではありません。フルクラムです」

（ツバメちゃん、つれないなぁ……）

「…………不本意です」

　溜め息をつくフルクラム。

　彼女は再び戦場の情報を送るべく、旋回を開始した。
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　森の中を凄まじい速度で走破していく女学生二人。

　猿のように枝から枝へと跳躍を繰り返す褐色の少女と。

　自由自在に変形する機械の蜘く蛛もに乗った少女と。

　言うまでもなくウーラと須す美み子こである。

「……そろそろか」

　ウーラが森の奥を見据えながら呟く。

　普通人の眼にはただ、鬱うつ蒼そうたる木々の連なりが映るだけなのだが……呪術師にして戦士でもあるウーラの、獣並みに闇を見通す眼には、目標がはっきりと捉えられているのだろう。

「具体的に目標到達の後はどうするのだ？」

「まあそこは各自、高度な柔軟性を維持しつつ臨機応変にね」

　蜘蛛の上で肩を竦める須美子。

「どうせ元々ゲームだし」

「…………よくわからんが、好き勝手で良いということか？」

「そうね♪」

　微笑して頷く須美子。

　そこに――

「――っ！」

　がさりと灌木の茂みから飛び出してくる影が一つ。

　球体に目鼻と、そして紐みたいな手足を付けただけのような――何処かのバレーボール競技のマスコットみたいな形状のアジャスタントであった。

　恐らくは待ち伏せなのだろう。

　アジャスタントは空中で回転しながら叫んだ。

「喰らえ！　魔力の渦を砲身として自らを撃ち出すことで高い精度と速度を実現、必殺のフライング大怪球アタッ――」

「邪魔だ」

　口上が終わる前にその球体アジャスタントの球面――もとい顔面にウーラの槍がぷすりと突き刺さった。












「痛ッ!?」

「安心しろ。峰みね打うちだ」

　とウーラ。

「刺さってる刺さってる!?　っていうか槍で峰って何!?」

「……細かい奴だ」

　呟きながらウーラは左手の盾を空中に放り投げると、槍を持つ右手の手首を、左の掌てのひらでぽんと叩いた。

　傍目にはただそれだけのこと。

　だが――

「――!?」

　ぶるりと球体アジャスタントが震える。

　そして――自称・大怪球はあっさりと白目を剝いて昏こん倒とうしていた。

　同時にくるくると回転しながら落ちてきた盾を、ウーラが何事もなかったかのように左手で受け止める。

「……あれ？」

　傍らの須美子が首を傾げる。

「今の、魔法？　魔力感じなかったけど」

「呪術ではない。武術だ」

　とウーラはこともなげに言った。

「眼に見えないような、僅かな震えを槍を通して送り込むのだが――まあ、説明すると面倒だ。そういうものだと思え。先祖から伝わる技だ。あまり血を流さずに獲物を狩りたい時には重宝する」

「へー」

　と感心した様子の須美子。

「魔法なしにアジャスタントを倒しちゃうなんて」

「呪術も体術も技の一つだ。使いようだな」

　平然とそんなことを言いながら、再び走り出すウーラ。

「…………」

　無言で追随する須美子。

　そして――

　…………

「…………」

　そんな彼女等を――少し離れた木陰で、倒木の上に座りながら眺めている男がいた。

　黒い革のジャケットにサングラス。

　完全に街中を歩く格好だが、それを言えばウーラ達も密林を行く格好ではない。

　丸顔だがそれ以上の特徴は特にない――ただ格好だけが妙に安物のチンピラヤクザっぽい中年男である。手首に巻いたシルバー・アクセサリの鎖がちゃりちゃりと鳴った。

「んー？」

　懐に手を突っ込むとそこから携帯電話を取りだした。

　慣れた仕草で手首を振って二つ折の筐きよう体たいを開くと、彼は言った。

「はい。ＳＫ」

『あ。どうも、ＡＳです』

「ああどうも。元気？」

『元気ですよ。そっちはどうです？』

「まあ死んでへんよ」

　と男――ＳＫは言った。

　一応、ウーラ達に見つからぬようにとの用心か、声は小さめに抑えているが、殊更に潜めているような口調ではない。まるで街中で知り合いと喋っているかのような気楽さだ。

「そっちはどうよ？」

『おかげさまで、順調ですが』

「順調やからって、目標に近付いてると限らへんのが、俺等の問題やけどね」

『そうですね』

「まあマクガフィンがどう動くかによるわな。園芸みたいなもん。セッティングはしたから後は上手くいくかどうか眺めながら、ちょこちょこ軽く手を出すくらい。弄いじりすぎると台なしやし。程々で止めるのがコツ――って釈しや迦かに説法やな」

『いえいえ。今日は様子伺いで連絡差し上げたのですが』

「まあ大きな変化はなしやね」

『なるほど。ではまた』

「はいよ」

　言ってぱちんとＳＫは携帯を折り畳んだ。

「さて……ちょっとマクガフィンの方も動きがあったかな？」

　彼は『よっこらしょ』と微妙に年寄り臭いことを言いながら立ち上がった。
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　駆ける。駆ける。駆ける。

　獣の脚で。獣の躰からだで。獣の眼で。獣の耳で。

　自らが大気を抉って巻き起こす風を全身に感じながら駆け抜けていく。瞬時に後方へと置き去りにされる風景。尾でバランスを取り、地を一蹴りする度たびに自らが明確に前へと進む充実感を感じながら、千里はクフィールの躰を駆って密林を進んでいた。

　気持ちいい。

　本来――人間の躰は二足歩行に特化しているはずだ。当初は僅かながらも四本脚の身体を――魔獣形態のクフィールを制御することに違和感があったが、それはすぐに消えた。

　慣れたというより『思い出した』ような感覚。

　懐かしささえ感じる。

　昔――自分はこうして四つ足で大地を駆けていたかのような、錯覚。

　あるいはそれは遺伝子に刻み込まれた、遙かな祖先の記憶かもしれない。人が人となる前の、獣の状態であった時の。

　あるいは胎たい児じの時の記憶か。

　人間は母の胎内で単細胞生物から多細胞生物へ、両生類からほ乳類へ、獣から人へと、進化の過程をたどるようにして成長してくるという。実際に地を駆けたことはなくても、獣だった時の記憶を、身体の何処かが覚えているのかもしれない。

（……千里様）

　ふとクフィールが言ってくる。

（楽しそうですね）

（まあ、楽しいな）

　素直に千里は言った。

　言ってから――ふと気付く。

（あ、いや、その、思いっきり走るのが、な。別にその、お前が身近に感じられるとか、そういうのがイイっていう意味じゃないからな！）

（がぅ――そ、そうですね）

（いや、だから、まあ、別に、それはそれで、嫌じゃないが）

　それはそれで確かに奇妙な安心感があった。

　独りじゃない。

　誰かとしっかりと繋がって、共にあることができる。

　置き去りにすることも、置き去りにされることもない。

　それが――妙に安心する。

　奇妙と言えば奇妙だ。

　クフィールは今千里の側にいない。いないけれど、確かに繋がっていて、一緒だという安息感が途切れない。実際の距離にすれば、何キロもの空間が二人を隔てているのに。

　相変わらず生理痛はきつい。

　というか同調率を上げてクフィールの肉体を千里がほぼ完全に操っている為、余計にはっきりとその感覚が伝わってくる。だが魔獣形態になって体力が充実しているせいか、肉体的な変化のせいか、千里が想像していた程のものではない。

　むしろ今は一体感や爽快感の方が強かった。

（まあそれはともかく）

　千里は意識して話題を切り替える。

（戦術を説明――つうか確認するぞ）

（はい）

（お前は『ミサイル』だ）

（がぅ？）

（俺は聡じゃねえからな。細かい権けん謀ぼう術じゆつ数すうを練るよーな頭はねえんだよ。他のアジャスタントの能力把握して、戦力配分する時間的な余裕もねえしな）

（はぁ……）

（とにかくこのゲーム、ボールを相手の陣地にトライしたら勝ちってのは、普通のラグビーやらサッカーと同じだ。一回きりの勝負なのと、将棋やサバイバルゲームみたいに、相手の妨害アリアリ、退場アリアリなのが特徴で、それに眼を奪われがちだけどな）

（はい）

（そもそも今のお前は完調じゃねえんだよ）

（それは……大丈夫です、本当、その）

　クフィールが慌てた調子で言ってくる。

　だが――

（ダメだ）

　千里ははっきりとそう言い切った。

（この際だから言っとくぞ。辛かったら辛いって言え。痛かったら痛いって言え。寂しかったら――）

　ふと千里の脳のう裏りを過よぎる犬の姿。

　ネシェル。

　動物は喋れないから察してやるしかない。調子が悪くてもそれを訴えてはこれない。勿論、飼い主が注意して気を遣ってやるべきなのはわかるが、それでも限界がある。

　喋れるのなら訴えればいい。

　いや――訴えて欲しいのだ。

　辛ければ辛いと。

　痛ければ痛いと。

　苦しければ苦しいと。

　寂しければ寂しいと。

　甘えたければ甘えたいと。

　縋すがりたければ縋りたいと。

　でなければ気付かないままに、また決定的な間違いを犯してしまいそうな気がして――

（頑張るなとはいわねえ）

　それはもうクフィールの根本的な性格だろう。

　気が弱い癖に、変に頑固で何事にも懸命に――本当に文字通り――対する少女。それが彼女の彼女たる所以ゆえんであるのならば、それを全面否定しても始まるまい。

　ただ……

（けど、つまらない遠慮は――すんな。しないでくれ）

（でもアジャスタントは――）

（アジャスタントなんてどうでもいいんだよ）

（がぅっ……？）

（義務とか役目とかで、変な負担を強いたくねえんだよ！　辛いとか苦しいとかそういうの隠して、無理して仕えて貰っても嬉しくねえんだよ！　そういう気持ち――ああくそ、こんなに繋がってるのに、わかんねえか!?）

（…………千里、様）

　クフィールの念波が震える。

　それが千里に怒鳴られたことへの怯えによるものか、もっと別の感情なのかは、千里にもよくわからなかったが――

（と……とにかく！）

　千里は言った。

（真正面から誰かと戦闘するのは避けろ。お前は全力で相手の陣地に突っ込むことだけ考えるんだ。それが多分、一番負担が少ないだろ――そういう意味で『ミサイル』だ）

（は……はい。すみません）

　そう謝ってから。

（千里様）

（なんだよ）

（嬉しい、です）

（…………）

　直結しているからこそ、本当に、無邪気にクフィールが喜んでいることも、彼女が頰を少し赤らめていることも、何となく自分の感覚のように伝わってきて――思わず赤面する千里。だがこの赤面は、クフィールの感覚が逆流したせいか、それとも……

（クフィール）

　彼は小さく咳せき払ばらいして言った。

（はい）

（まくるぞ。さっさと終わらせて休め）

（はい！）

　本当に嬉しそうなクフィールの返事。

　それを満足げに感じながら――

「……ところで」

　ふと意識の一部を自分の身体の所に戻して千里は言った。

「お前は何をやってんだ」

「採さい寸すんですよ？」

　と当然といった口調で言ってくるのはテジャスである。

　彼女は千里がほとんど身体を動かせないのをいいことに、まるで人形遊びをするかのように、彼の腕や脚を伸ばさせたり折り曲げさせたり、自分の腕を千里の胴や胸に回して抱きついたりとかしている。

「採寸て……」

「ほら。将軍様には将軍様に相応ふさわしい格好があるじゃないですか」

「そのネタまだ引きずってんのか」

　ジト眼でテジャスを睨む千里。

「やはりオーダーメードの服はフィット感がまるで違いますよ。この間、知り合いの編集者が言ってました」

「……本当に謎なぞだな。お前の交友関係」

「その為には、きちんと隅々まで測りませんと……」

「とか言いながらズボンのジッパー下げるんじゃねえ！　何処を測るつもりだお前は！」

「ナニを」

「ナニとか言うな！」

「千里様の息子を」

「息子とか言うな」

「ジュニアを」

「英訳すりゃいいってもんじゃねえ！」

「ちなみに日本人の平均サイズって十三センチっていうデータがあるんですよ？」

「聞いてねえ！」

「ちなみに定規をしっかりと恥ち骨こつに押しつけて測るのが正しい測り方なんです！」

「益々聞いてねえ！」

「だから普通に測って平均より小さいからって鬱うつになる必要はないんですよ御主人様！」

「莫ばく大だいなお世話だ！」

「はーい、こんにちわー」

「聞けよお前は!!　本気でパンツソレに手を掛けたら、てめー、カレーとか醬しよう油ゆぶっかけるぞ！」

「酷い!?　いたいけな服にそんな染みになるような――」

　言って。

　ぽんと手を打ってテジャスは言った。

「俺色に染めてやるってことですね？」

「違うわっ！」

「ああ、お父様。今、テジャスは大人の階段を上ります――」

　千里のズボンをずり下ろす作業を一旦中断し、明後日の方角を見て祈る乙女のよーな格好でそう呟くテジャス。

「限りなく大人の玩具に近い奴がナニ言うか！　――っていうか、お前等も見てないで止めろ！　ってか撮るなッ!!」

　興味津々といった様子で千里とテジャスを眺めている生徒達――特に薫と桜子に向かって千里は怒鳴った。ちなみに薫は携帯電話のカメラ部を千里に向けて構えたりしている。

「いやー。そういう趣味かと思ったんやけど」

「違うの～？」

　まるで他人事のように――というか実際他人事だが――にやにや笑いながら見ている桜子と、無邪気に首を傾げる薫。聡だけかと思ったが、この二人もちょっと……というかかなりイイ性格をしているっぽかった。

「違うわっ!!　どういう趣味なんだよ!?」

　孤立無援――そんな言葉を脳裏に思い浮かべながら千里は涙目で喚いた。
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　広大な競技場――という名の戦場。

　それを遙かな上空から見下ろす者の姿があった。

　四人分――虚空に、支えるものも吊すものもなく浮かぶ、平面の上に。

　彼等を見下ろす視点の高さを持つ者はこの亜空間には存在しないが、もしいたとしたら、その平面が何なのか気付いただろう。

　絨じゆう毯たんである。

　空飛ぶ絨毯――『アラビアンナイト』等に出てくるイスラム魔術の一種だ。

　ただしその柄を見ればシェヘラザードは全力で『こんなんと違う』と否定したかもしれないが。

　毛足の長い、いかにも高そうな絨毯でありながら、その模様はペルシャ絨毯によくある宗教画模様――イスラムのモスクの天井を模したものだと言われる――ではまったくなく、そこに描かれているのは、パステルカラーの髪の色をした、美少女アニメのキャラだったりする。

　まあそれはさておき。

「まあ予想通りっちゃ予想通りか」

　そう言うのは絨毯の真ん中に立つ人物――佐久間榮太郎である。

　彼の横には使い魔のエーネウスも立っている。

「そウなんでスけど」

「なんか妙なのよねえ」

　と榮太郎に相対して喋っているのは、シンクラヴィアとミヤビである。

「妙とは？」

「何処かかラ、魔力ノ流れを感じルんデすよ」

「この競技場の、外からね」

　とミヤビが明後日の方向を振り返る。

「本来、この競技場のある空間は、閉じてあるはずでしょう？」

「そうだな」

「何か――巧妙にバイパスした亜空間回路が繋がれているんじゃないかしらね」

「誰かが」

　榮太郎がにたりと笑いながら言った。

「このゲームに第三者として干渉しようとしてるってか？」

「かもね」

　とミヤビ。

「御主人様。それは――」

「ああ。多分な」

　エーネウスの言葉に頷く榮太郎。

「ミヤビ。シンクラヴィア」

「はイな」

「はい」

「とりあえずその辺のことは生徒達には黙ってろ。無意味に不安がらせるのも意味ねえし――ちと色々あってな。その問題は〈混こん沌とん委員会〉預かりになってる」

「…………」

「…………」

　神族と魔族は顔を見合わせる。

「……何なの？」

「陰謀さ」

　ミヤビの問いに榮太郎は笑いながら言った。
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　前述の通り――このネオ・マカデミ・ボールには幾つかの勝利条件がある。

　一つは爆弾に見立てたボールを敵の本陣である『城じよう塞さい』に持ち込んでトライすること。

　一つは相手の戦力を全て殲せん滅めつすること。

　一つは相手に降伏をさせること。

　勿論――二番目と三番目はほぼ同じ意味だ。

　ただし魔法科生徒と普通科生徒の場合、普通科生徒には事実上の敗北条件というものがもう一つ加わることになる。

　敵の本陣侵入を許すこと。

　魔法的な能力を持っているのはあくまでアジャスタント達であって、契約者たる普通科生徒達ではない。彼等は基本的に何の魔法的能力も持たない一般人だ。だから魔法科の生徒と正面切ってやりあった場合、勝てる可能性はほぼゼロである。

　攻撃戦力として己のアジャスタントを離れた場所に投入している契約者達は、本陣に侵入した魔法科生徒に対し、身を守る術がない。勿論、本陣防衛に残されたアジャスタントもいるにはいるが、逆に言えば彼等の敷いた防衛線を突破さえすれば、魔法科生徒は、たとえ一人や二人でも、契約者達を全員、制圧することも可能なのだ。

　つまり……

　実は魔法科生徒はボールを運ぶ必要すらないのである。

　これは普通科生徒にとって圧倒的に不利な点だ。

　勿論……契約者が退場すれば、アジャスタントも選手資格を失う。

　アジャスタントを放っておいても、契約者を全滅させるだけで、事足りるのである。

　故に――

「…………あれ？」

　防衛部隊に属するでっかいダチョウ型のアジャスタントの一人が長い首を傾げた。

「どうしたの？」

　防衛部隊として配置されているアジャスタントは総計四体。

　彼等は本陣の周囲に扇状に配置され、それぞれの方向を向いて警戒に当たっていた。

「何か見えたよう――」

　そこまで言って。

　そのダチョウ型のアジャスタントは凍り付いたように動きを止める。

「…………ちょっと？」

　怪訝に思った隣位置の、三頭身程の、人形少女アジャスタントが声を掛ける。

　その瞬間――

「…………」

　どさりと、ダチョウ型のアジャスタントが倒れた。

　完全に白目を剝いている。

　その背後に幽ゆう鬼きの如く現れるのは、褐色の肌の少女――

「――!?」

　愕然として身構える人形少女のアジャスタント。

　だが――次の瞬間、彼女の頭上から、降ってきたものがある。

　投と網あみを被せるかのように絡み付くのは、長い、脚。

「てっ……」

　あるいはその人形少女のアジャスタントは『敵襲』と言いたかったのかもしれない。だが最後まで言い終える前に、彼女は八本の脚に押さえ込まれた上、何やら幾重にも細い糸を掛けられて身動きが取れなくなった。

「もが――っ!?」

　暴れる人形少女アジャスタントの上に、のしかかるようにして立つのは、金属の蜘蛛。

　そしてその上にふわふわした髪の少女が乗っかって、艶然と微笑ほほえんでいた。

「切れないわよ？　ヒヒイロカネ製の鋼こう糸しだから。それどころか魔力の伝導性が高いから暴れたら暴れるだけ、力が吸い取られていくでしょ？」

「…………」

　最後まで少女の口上を聞き取れたかどうか。

　人形少女アジャスタントは、ぷつんと、まさしく糸の切れた操り人形のように動きを止めていた。

　勿論――

「――！」

　残り二体のアジャスタントもさすがに敵襲に気付く。

　だが……

「おい!?」

　残り二体のアジャスタントは、愕然と身を強張らせた。

　地鳴りのような音が近付いてくる。

　振り返れば、森の木々を蹴倒すようにして、近付いてくる、魔物やらゴーレムやらの姿があった。どうやら魔法科の攻撃部隊が警戒エリアに到達したらしい。

　動揺したアジャスタント達は、咄とつ嗟さに主人たる契約者に判断を仰ぐが、勿論、契約者達もそんな咄嗟の状況判断などに慣れているはずもない。

　むしろそれは動きを止めた、無防備な状態を、襲撃者二人に晒さらすことになった。

「――ふっ！」

　ほとんど一足飛びで数メートルの距離を詰めた褐色の肌の少女が、槍を旋回させてアジャスタントの一体を薙ぎ倒し、もう一体の金属蜘蛛とそれに乗る少女が、また金属糸で最後のアジャスタントを縛り上げてしまう。

　恐るべきは、ここまで鮮やかに相手を倒しながらも、全く攻撃魔法を使っていない――ということだった。

　褐色の少女はあくまで武術。

　金属蜘蛛とそれに乗る少女は、魔法伝導性の高い金属糸。

　共に、能動的に何らかの魔法を使い、強い魔力を放散した訳ではない。金属蜘蛛の方は確かに魔法で駆動されているが、それは人形少女らも同様なので、殊更に目立たない。

　故に――魔力探知にも今まで引っかからなかったのだ。

「ふむ。行くぞ」

　褐色の肌の少女――ウーラはそう告げ、蜘蛛に乗った少女――須美子が頷く。

　二人と一匹はそのまま、堂々と正面から普通科の本陣へと突入した。

　本陣たる城塞の内部は、魔法科のものも普通科のものも同じだ。

　故に――

「ここか」

「みたいね」

　二人と一体は迷うこともなく一番奥の最上階に飛び込んだ。
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　ばん！　と何の前触れもなく開け放たれる扉。

　その向こうに――二人の少女と一つの異形の姿があった。

「――!?」

　そちらを振り返る普通科の生徒達。

　この時点で――既にアジャスタントが倒されたことに気付いた生徒からの警告があった為、彼等はそれなりに身構えてはいた。

　だが……

「やれやれ――うちらの負けやな」

　桜子があっさりとそう呟いて両手を、万ばん歳ざいの形に挙げる。

　それを見て、他の生徒達も溜め息をつきながら肩の力を抜いた。

「ボールは持ってへんようやけどな」

「そんなものいらないわよ」

　と蜘蛛の上に乗った須美子が楽しげに答える。

「確かにな」

　と桜子が認める。

　魔法科生徒に本陣まで侵入されれば、普通科の負け――これはもう、ほぼ覆くつがえしようのない事実だ。素手の一般人が、魔法使いを相手に戦っても勝ち目はない。相手がゴーレムだか召しよう喚かん獣じゆうだか、とにかくそーゆーモンスターを連れていれば、尚更のことである。

『御褒美』を逃したのは痛いが、元々不利なゲームでもあったことだし、勝つことそのものが目的だった訳でもない。負けて失うものもない。故に普通科の生徒達は、手こそ抜きはしなかったが――負けを認めるのも気楽なものではあった。

「千里将軍もご苦労様～」

　薫がそう言って千里を振り返る。

　そして千里は――

「…………」

　眼を丸くして固まっていた。

　勿論――彼が見ているのは、ウーラと、そして須美子だ。

「――御兄様」

　ウーラが一歩前に出ながら言った。

　そこはかとなく得意げな表情で彼女は告げる。

「という訳で御兄様を奪取しに来たぞ」

「ウーラ――」

　千里が喘ぐように言った。

「……？」

　眉を顰ひそめるウーラ。

　彼の様子が、いつもと違うことに気付いたのだろう。

　違うと言ってもその格好の話ではない。学園の制服ではなく、何やら妙にごてごてした勲くん章しようやら何やらの付いた黒い軍服を――どこぞの将軍が着るような――着ているが、まあそれはさておき。

　千里の表情は強張っていた。

　ウーラが最初に乗り込んできたことに驚いている、訳では――勿論ない。

　それは彼女も気付いたようだ。

　戦慄の色を湛たたえた千里の双そう眸ぼうは、ウーラの傍ら……巨大な金属の蜘蛛に乗るふわふわ髪の少女に向けられていた。

「――どうして」

「『どうして』？」

　怪訝そうに呟くウーラ。

　その背後で――

「まだ終わりじゃないわよ？」

　楽しげに須美子は言った。

「これからよ」

「……え？」

　桜子や薫や生徒達も怪訝そうな表情を浮かべ、ウーラが眉を顰めて振り返る。

　彼等と、そして千里の視線を浴びながら――

「これからなの。本番は」

　須美子がそう言った瞬間。

　蜘蛛が――爆発した。
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　咄嗟にかざした盾に衝撃が走る。

　ウーラはたちこめる煙を盾で振り払うようにしてから、辺りを見回した。

　だが視界は著しく狭い。

　発煙弾のようなものを幾つも撒まきながら蜘蛛は爆発したらしい。何度払っても、煙は晴れるどころか、益々濃厚に立ちこめ、さらに普通科生徒達の驚きの声や怒声がその間を飛び交っていた。

「…………御兄様？」

　勿論――他の生徒のことなどウーラはどうでもいい。

　とりあえずは兄の安否が気掛かりだった。

　今の爆発はかなり危険なものだ。盾を改めて見てみれば、かなり殺傷力のありそうな、尖った金属の破片が幾つか、深々と突き刺さっていた。盾をかざさなければ、一体、どうなっていたことか。

「自爆か。確かに攻撃呪術ではないな」

　だからこの競技場の禁則魔法に引っかからなかったのだろうか。

　とはいえ、一体、須美子は何を考えてあんな真似に出たのか。

　千里に害が及ぶようなら、ウーラは須美子を許さない。

　しかし――

「御兄様は――」

　呟いて。

　ウーラはほとんど勘に頼って槍を一いつ閃せんさせた。

　がちん、と異様な手応え。

　勿論、生徒や千里に当たる可能性もあったので、手加減はしていた訳だが――明らかに布や肉にあたった手応えではない。

　むしろこれは――

「――！」

　引き戻した槍の穂先に――猫程の大きさの、金属の蜘蛛がしがみついていた。

　爆発した須美子のスパイダー・ゴーレムにそっくりだが、サイズが明らかに小さい。

「まさか――」

　大きな蜘蛛。小さな蜘蛛。

　ごく普通の連想だ――大蜘蛛が無数の子蜘蛛を産む。




　きちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきち――……




　金属の顎が開閉する音が濃密な煙の中に響く。

　無数に。あちこちから。

　同時に――

「な、なんだこれ!?」

「わあっ!?」

　生徒達の悲鳴が上がった。

「――！」

　視線を己の槍に戻すウーラ。

　今しも、子蜘蛛が槍の柄の部分を伝って迫ってくるところだった。

　きちきちきち――と柔肉などあっさり嚙み千切りそうな顎が開閉する。

　武器を振ろうにも蜘蛛はその武器の上に乗っている。そもそも槍にしても刀剣にしても、攻撃するにはある種のストローク――間合いが必要だ。密着状態ではその威力は大幅に減じられ、手数も限られてくる。また、迂う闊かつに動かせばその瞬間に子蜘蛛は飛びかかってくるかもしれない。

　ウーラは――

「……所詮」

　あっさりと己の得物から手を離した。

「道具に過ぎん」

　からんと地面に槍が落ちると同時に、子蜘蛛がウーラに飛びかかる。

　近付くな、と静止するかの如く、五指を開いた右の掌を子蜘蛛に向けて突き出す。同時にその手首を、盾をも放した左手が――叩いた。

　子蜘蛛がウーラの指先にかじりつく。

　――と。

　顎が彼女の指を嚙み千切ったかと見えたその瞬間、子蜘蛛はまるで感電でもしたかのように顎を開き、脚を小さく折り畳んで吹っ飛んでいた。

「伽が藍らん堂どう流りゆう兵ひよう法ほう――奥義の一。変化の三」

　呟くようにウーラは言った。

「――〈震しん電でん〉」

　無論、ウーラの手には傷一つない。

　もし須美子がその場にいたならば、気付いたかもしれない――今の一撃は、先程、ウーラが球体アジャスタントに対して示した武術の、変化形、即ち槍ではなく己の肉体そのものを媒介物として、ある種の振動波を相手に叩き込むものだということに。

　ウーラの祖先にはサムライがいる。

　あるいはそれは、その祖先から伝わってきた――生誕の地、日本においてはとっくの昔に歴史の中に埋もれて消え去りながらも、アフリカの大地で脈々と受け継がれてきた、武術の一つなのかもしれない。

「須美子め。何を考えている？」

　呟きながらも、ウーラは槍を拾うと、煙の中に飛び込んでいく。

　さすがに他の生徒達を放ってはおけまいし、襲われている生徒の中には、恐らく、千里もいる。彼を助ける為には、片っ端からこの子蜘蛛を片付けていくしかなく――そしてその力があるのは、今此処ではウーラだけだろう。

「後で問い質さねばな。腕の一本や二本、へし折っても」

　呟きながらウーラは手近な所を走っていた子蜘蛛を、槍の石突き部分で叩き潰した。
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　雑ざ魚こは子蜘蛛に任せておけばいい。

　須美子はそう判断していた。

　彼女が『主人』から命じられたのは、周防千里の抹まつ殺さつのみである。

　できるだけ惨むごたらしく殺せと命じられていた。できれば人間としての原型は留めてない程に肉体を破壊、しかし死に際の恐怖と悲嘆の表情だけはよくわかるように、顔だけは残す――それが一番良いと。

　須美子は『主人』が何を思ってそんなことを命じているのかは知らない。

　知る必要がない。

　彼女はただの凶器だ。

　殺意の質や種類を問うのは凶器の領分を越えるだろう。凶器はただその鋭利さを以て確実に相手の息の根を止めれば良く、それ以上でもそれ以下でもない。

「周防千里君♪」

　須美子は楽しげに言いながら煙の中を真っ直ぐ歩いていく。

　この煙は――実はただの煙ではない。

　一種の魔法生物だ。

　設定された空間――この場合は普通科生徒の本陣たる城塞内部――の隅々にまで自ら浸透し、その内部情報を須美子に伝えてくる。科学的に言えば、細菌並みの大きさの微細機械ナノマシン型半自立センサーを散布したようなものである。

　この煙の中にいる以上、須美子は予めマーキングしておいた対象――千里のことだ――を見失う恐れはない。

　予想外に、千里は素早い動作で広間から移動していた。

「あら……」

　平々凡々とした生活に慣れた一般人かと思っていたのだが、危機的状況に対する反応は悪くない。まあ、一度須美子に殺されかけているのだから、当然といえば当然か。

　だが――

「みぃつけた♪」

　鬼ごっこでもするかのように軽い足取りで『本陣』たる城塞の屋上に出る須美子。

　ぶわっ……と須美子の意思を受けて、煙が自ら晴れた。

　突如として視界が広がる城塞の屋上。

　そこに――平たい煉れん瓦が造りの平面の、さらに片隅に、千里がいた。

　強張った表情で、それでも身構えながら。

　この期ごに及んでは、彼の着ている装飾過多の軍服が、むしろ滑こつ稽けいだった。敵軍に追い詰められた敗軍の将、そのままで――ひどくみすぼらしい。まあ相手の格好など須美子には心底どうでも良いことだったが。

「また会ったね、周防君」

　にこやかに須美子は言う。

「じゃ――死のっか♪」

「なんなんだよお前は!?」

　悲鳴じみた声で千里は叫ぶ。

「俺に何の恨みがあるんだ!?」

「ないよ。別に」

　須美子はあっけらかんとした口調で言った。

「少なくとも私は」

「…………どういう意味だよ？」

「私の『御主人様』は何だか君のこと恨んでるみたいだけどね？　できるだけ惨たらしく殺しなさいって言われちゃった♪」

　何故か照れるような口調で言う須美子。

　常人にはまったく理解できない精神性の持ち主である。

「…………」

　千里は絶句。

　そして――

「じゃあ、さっさと死のっか♪」

　須美子があかんべえをするようにべろりと舌を出す。

　そこには――全長五センチ程の、銀色の蜘蛛が乗っていた。

「――！」

　蜘蛛が糸を吐く。

　きらきらと紅い――いやこれは赤銅色と言うべきだろう――糸を何本も何本も口に載せた蜘蛛に吐かせながら、須美子はその糸を手に取って笑った。

「やあおおうえ」

　恐らく『じゃあ殺すね』と言ったのだろう。

　ひゅんと糸が空を切る。

　ヒヒイロカネ――ミスリルやオリハルコンなどと並んで、伝説の領域に語られる魔法金属。

　それを蜘蛛の糸の如く細く精せい錬れんしたものは、振れば名刀をもしのぐ切れ味を発し、縛れば魔力を効率良く伝導する媒介物となる。勿論、須美子が今使うのは前者の特性を期待してのことなのだろう。

　空気が小さい悲鳴を上げる。

　同時に、屋上に記号的に立てられていた『普通科本陣』と書かれた旗が――そのポールが、斜めに切断されて、倒れた。

　切れ味は見ての通り。

　ならば人間の肉体など豆腐も同然だ。

「くっ――」

　戦慄の表情で屋上の片隅に追いやられる千里。

　彼に向けて――須美子の指がそれぞれ操る十本の糸が、上下左右様々な角度で同時に襲いかかった。





●　●　●






　ざっ――と音を立てて落ち葉が舞う。

　四本の脚が地面を嚙んで、弾丸の如く疾走していたその体軀を停止させた。

「――がぅ？」

　ふと魔獣状態のクフィールは眼を瞬かせて背後を振り返った。

　千里との接続が、切れたのだ。

　それも何の前触れもなく、唐突に。

　勿論、根本的な部分ではアジャスタント契約によって繋がりは保持されているが――少なくとも千里の意識は、もう今のクフィールには感じられない。

「…………うううううう……」

　蒼い魔獣は低く唸うなりながらまた前方を振り向く。

　敵陣は目の前だ。

　とりあえず敵の妨害もほとんどなく、此処まで来ることができた。あと三十秒も走れば彼女は敵陣に到達できる。背中に括くくり付つけた風呂敷の中身――マカデミ・ボールをそこに投げ込めば、普通科生徒の勝ちだ。例の『御褒美』も千里達が手にすることができる。

　千里の命令に従うなら、今は脇目もふらずに突っ走るべきだろう。

　だが――

「…………」

　嫌な予感がする。

　突然の接続同調の切断。

　千里は――多分、だが――何も言わずに接続を切るような真似はしないだろう。

　ならば何らかの問題が生じた可能性が高い。クフィールと千里の間に構築されているはずの魔法回路の不具合か、それとも、もっと別の問題か。

「…………」

　単に魔法回路の簡単な不具合なら、クフィールは構わず突っ走るべきだろう。

　しかし……

「がううううううううう……」

　もし千里の身に何か起こっていたら？

　たとえ魔法回路の不具合でも、深刻なものなら？

　例えばクフィールの苦痛が間違って増幅して伝わってしまったとか。十倍の生理痛とか考えただけでも大変そうである。

「うううううう……」

　どうするべきか。

　蒼い魔獣は目的地を前にして懊おう悩のうした。
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「なんじゃこりゃ」

　顔をしかめて言う榮太郎。

　空飛ぶ萌え絨毯の上に乗っていた彼は、周りに幾つか浮かんだ――まるで榮太郎を取り巻く衛星のように――水晶球型ディスプレイを見ている。エーネウスや、シンクラヴィア、ミヤビも同じくそれを覗き込んでいた。

　その水晶球型ディスプレイには、普通科生徒の本陣が映し出されている。

　だが――

「煙幕？」

「たダの煙幕ジャないんじゃナいでしょうがネ」

　とミヤビとシンクラヴィアが言う。

「みたいだな」

　と榮太郎。

　すいっと彼の脇に寄ってきた別の水晶球型ディスプレイには、何やら円グラフやら波形グラフやらが幾つも映し出されている。

「こりゃ一種の魔法生物だな。魔法的ナノマシン」

「このデータを見る限り、攻撃性はないみたいですが」

　とエーネウスが言う。

「まあ俺達の眼を欺あざむく為と――恐らく、目標を捕捉するセンサーでも兼ねてんだろ」

　榮太郎は言った。

　彼は指先で己の顎をさすりながら苦笑を浮かべる。

「さすがに此処まで露ろ骨こつにやられると止めに入らざるをえないな。迂闊に割り込めばこっちもデータ取られる訳だが……」

「一体――何者？」

「直接的には、こいつだろうな、多分」

　と――ぴらりと一枚の紙を示す榮太郎。

　ミヤビとシンクラヴィアが魔法科生徒の出欠を取った際の出欠表である。『いつの間に!?』と思わず己の胸元を押さえるミヤビに、榮太郎は出欠表の一部を指さして見せた。

　名前の羅ら列れつの最後。

『周防・ガン・ウーラ』と書かれた、さらにその下。

　そこには、魔力を編み込んだ文字でこう書かれていた。

『亜あ藍らん須美子』

「その子が？」

「まあ、今日戻ってきたばっかりのお前達は知らないんだろうが、こんな名前、昨日まで魔法科にも普通科にもなかった」

「トリンシアに確認しましたから間違いありません」

「……！」

　顔を見合わせるミヤビとシンクラヴィア。

「加えて、今日から、周防千里の妹が編入されてるからな。その手続きの隙を突いて――書き換えの際に、自らの生徒データを割り込ませたんだろう。まあ、こいつ自体が、黒幕ではないんだろうけどな」

　榮太郎はひょいと出欠表を放り投げる。

　それは自らをぱたたたた、と折り畳んで、ミヤビの巫女服の懐に滑り込んだ。

「とりあえず――中でなんか起きてるみたいだしな。ミヤビ、シンクラヴィア、普通科の生徒達を護れ。アジャスタントだけじゃやばいかもしれん」

「御ぎよ意い」

　神族と魔族は頷くと、気軽な動作で魔法の空飛ぶ絨毯から飛び降りる。

　ばたばたと巫女服をなびかせて落ちていくミヤビ。

　彼女の襟首を、空中で――鳥の脚爪が摑つかんだ。

　いや。違う。

　それは――本来の、魔鳥としての姿を取り戻したシンクラヴィアの脚だ。

　ばさりと三メートルを超える長さの翼を打ち振って姿勢制御すると、シンクラヴィアはミヤビを吊り下げながら、緩やかに滑空して普通科生徒の本陣へと向かう。元々コンビを組んで長い二人――もとい二柱なので、こういう時の連携は非常に滑らかである。

　その様子を眺めながら――

「さて。逆探するので、周囲の防備、よろしく」

「御意」

　そう言って絨毯の上に結跏趺坐のような形で座る榮太郎と、その横で頷くエーネウス。

「しかし……あの二柱だけで大丈夫ですか？」

「なに。彼女等はあくまで生徒の保護。亜藍須美子の方は、一応、追っ手要員も配置してあるしな」

　片眼を瞑つむって榮太郎は言った。
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　金属柱をも切断する糸が千里の腕に巻き付く。

　そして――

「――!?」

　何も起きない。

　切れないのだ。

　口を開いたままの須美子の双眸に、怪訝の色が乗る。

　改めて彼女の指がヒヒイロカネの鋼糸を操り、紅い死の線が千里を押し包むように押し寄せる。材質はさておき、凶器としては単純極まりなく、むしろ凡ぼん庸ような代物と言って良いだろうが――それだけに応用性が高い。締めて切る、引いて切る、叩いて切る、あるいは突いて貫く……その気になれば千里を数百の肉片に刻むことだってできたはずだった。

　しかし――

「…………」

　千里が腕を振る。

　細く鋭いが――それ故に軽い凶器は、彼の腕が起こした風に巻き取られ、さらに幾重にも千里の腕に絡み付いた。勿論、それは、須美子にとって、千里の腕を数百の肉片にできる状態になったことに他ならない。

　他ならない――はずだった。

「……うっそぉ？」

　一旦、蜘蛛を呑み込んで須美子が言う。

　やはり切れない。

　肉だろうが骨だろうが鋼だろうが、委細構わず切り落とすはずの鋼こう糸しが――ただ巻き付いているだけで、その鋭利さを発揮しない。

　いや、それどころか……

「――!?」

　巻き取ろうとした須美子は、それができないことにも気付いた。

　糸が固定されている。

　むしろ――

「……！」

　ばらばらと須美子の足下に肌色の小片が落ちる。

　それは、須美子の――指だった。

　自らの凶器で、彼女は自分の指を切断されたのだ。

「魔法金属の糸……」

　千里が呟く。

「普通の服なら輪切りにされてたんだろな」

「えへへへへ～」

　ぴょこんと。

　千里の肩にまるでリスのように駆け上がってきて乗っかる小さな影。

　それは――テジャスだった。

　二頭身の、全長十センチ程の、小さな小さなテジャス。

　正確に言えば彼女を模した人形である。

　彼女の背中からは細い紐が伸びていて、それは千里の着ている軍服に繋がっていた。

　つまり――

「アジャスタント!?」

「正解ですっ！」

　と答えたのは千里の肩の上のテジャス（小）である。

　そう。千里の着ている軍服。

　これは――テジャスが自らを織り直したものだ。さらに言えば端末のようなテジャス（小）も自らを布状にして織ったものだ。布も綿もつまるところは糸であり、テジャスにしてみれば、自らを織って作れるものに過ぎない。

　クフィールの操作にかまけていて、身動きが取れない千里に、テジャスが勝手に自ら『着られて』いたのである。

「実は私」

　テジャスは言った。

「ミスリル銀を糸にしたものを基本として織られてるんですよ？　ゴージャス！」

「銀って――黒いじゃねえかよ」

　と千里。

「シルバーアクセはゴスロリによく馴染むんです！」

「意味わかんねえよ」

「それはさておき」

　びしり、と千里の肩で須美子を指さすテジャス（小）。黒い軍服も連動でもしているのか、何故か千里も同じ動きで須美子を指さしていたりする。

「御主人様を切り刻んで愛めでようだなんてディープな趣味は、さすがのこの私も認める訳にはいきません！」

「お前はどーしてもそっち系に話を持っていきたいのか」

「いきたいんです！」

「言い切ったな、オイ」

　世の中、大抵は言い切った者の勝ちである。

「このエコエコ大流行の世の中に、相手を一回こっきりで使い棄ててしまうよーな性癖は、悪です！　断言しちゃいます！」

「…………他に問題視する所が一杯あると思うんだが」

「ということで貴女を成せい敗ばいしますっ！」












　何故か変身ヒーローみたいな決めポーズをとる千里。

　まあ、彼の肩のテジャスも同じポーズを決めているところを見ると、どうやら千里が自発的にやっているのではなく、連動した服のお陰で、無理矢理やらされているっぽいが。

「とうっ!!」

「どわああっ!?」

　悲鳴を上げながら跳躍する千里。

　本来――それは千里の脚力では、というか、人間の脚力ではありえない高さだった。五メートル近くを一気に飛んで、着地するや否や、衝撃を吸収するように身を屈めた姿勢から流れるように旋せん風ぷう脚きやく。

　地を這うように放たれた回し蹴りは、しかし空を切った。

　須美子が後方へと跳躍したからだ。

　だが――

「甘いです！」

　空中で須美子の姿勢が崩れる。

　その足首から伸びる一本の黒い線。

　それは――千里の手首に繋がっていた。テジャスが旋風脚を放ったと同時に投げ輪の要領で相手の足首に自分の一部を引っかけていたのだ。

　屋上に叩き付けられる須美子。

　千里はさらにその糸を引っ張って彼女をたぐり寄せる。

　須美子は藻も掻がくが、まるでダンプカーに引きずられるかのように、指の落ちた掌が、虚むなしく屋上の床を擦るだけで、彼女は瞬く間に千里の元へと引き寄せられた。勿論、この怪力も千里の身体を覆うテジャスの、強化服としての機能である。

「糸使いが糸に絡め取られる……か」

　呟く千里。考えてみれば皮肉だ。

「…………」

　須美子がいきなり跳ねる。

　屋上の床を両腕で叩いて跳躍、空中で彼女は口を開くと、そこから十本以上の糸を吐き出した。それらはまるで弾丸のような速度で千里の顔面へ――唯一、テジャスが覆っていない部分へと目掛けて殺到する。

　それは……いわば細く長い針の群れだ。

　いや。テジャスが覆っている部分ですら、危ない。

　針は布を――糸と糸の隙間を貫くものだからだ。

「――！」

　反射的に跳び下がろうとして、千里は、しかしその姿勢を崩した。

　靴の裏を通り抜ける異物の感覚。

　それが先程、須美子が切断した旗のポールだと気付いた時には、千里は派手に転倒していた。糸は彼を貫きこそしなかったが、一本が千里の額を薄く切って通り抜ける。彼の頭から派手に血がしぶいた。

「千里様！」

「くっ――」

　呻うめく千里。叫ぶテジャス。

　須美子はまるで獅し子し舞まいの獅子の如く大きく頭かぶりを振って、糸を振り回す。

　咄嗟に両手を挙げて頭部の輪切りは防いだ千里だったが、今度は攻め方を変えたのか、紅い糸はそのまま締まり、千里は両手で頭部を護った体勢のまま、幾重にも糸で巻かれてしまう。

「――このまま」

　須美子は唇の端に紅い糸をくわえながら笑った。

「脳天から逆さまに落としたら、死ねるわよね♪」

　ぶんと須美子は頭を振る。

　首の力だけで大の男を上回るのか――糸に引かれた千里が空中高く舞い上げられる。あわわとテジャス（小）も両手両足を振り回しているが、千里の胴体に一緒に糸で巻き付けられている為、役立たずだ。

　千里は、まるでハンマーのように脳天から屋上の、硬い煉瓦の床へと――




「――がうっ!!」




　獣の咆吼が割り込んだ。

　同時に轟ごう々ごうと空気が唸る。蒼い鬣たてがみを振り乱しながら、空気をぶち抜く弾丸の勢いで飛び込んできたのは――

「クフィール!?」

　千里が叫ぶ。

　そう――飛び込んできたのは、魔獣形態の彼女だった。蒼い魔獣は、空中で千里の襟首を咥くわえると、四肢のバネを活かして屋上に軟なん着ちやく陸りく。千里を降ろすと、牙を剝いて低い唸り声を上げた。

「あら。もう帰ってきちゃったの？」

　と須美子が残念そうに言う。

「御主人様の危機に慌てて戻ってきたってところ？」

　須美子の言葉にはあくまで緊張感がないが――それは『慌てて』などという言葉で表現しきれるものでもあるまい。

　クフィールの全身はくすんでやや黒ずんでいた。

　そしてやや焦こげ臭い匂いすら漂っている。

　それは、彼女が音速に等しい速さで密林を駆け抜けてきた証拠だった――木々や、土砂や、そして何よりも空気にこすれて身が焦げるのをも厭いとわずに。

「さすがにアジャスタント二体に護られてると面倒ね」

　須美子は言って笑う。

「もう大蜘蛛もないし、どうしたものかしらね」

　その表情に、やはり悲壮感や危機感はない。

　ただ――

「伽藍堂兵法奥義の六――」

　銀光が一閃する。

　同時に須美子が大きく仰のけ反ぞった。口から伸びていた糸が、まとめて切断されたからである。本来ならば、レーザーでも生なま半はん可かには切れない、魔法金属の糸が。

「……！」

　たたらを踏んで何とか転倒を防ぎながら、振り返る須美子。

　そこには、槍を投げた姿勢のまま、ウーラが立っていた。

　ウーラは眼を細めて言った。

「――〈飛ひ影えい〉」

　それは、ヒヒイロカネの糸を切断した、槍の投とう擲てき術のことか。

　クフィール。ウーラ。そして千里（テジャス装備）。

　三名に囲まれた状態で須美子は肩を竦めた。

「さすがに義妹まで加わっちゃったら、もう無理かなぁ」

「須美子」

　ウーラが底冷えのする声で言った。

「御兄様の敵は私の敵だ。理由は問わん。ただ――狩るのみ」

　だん、と床を蹴って襲いかかるウーラ。

　勿論、槍を投げた後の彼女は素手なのだが――その両手は、先ほど見せた〈振電〉の構えになっている。

　だが……

「――！」

　指の落ちた掌を重ねて、ウーラの掌しよう底ていを受け止める須美子。

　次の瞬間、音を立てて須美子の肘が弾はじけ飛とび、同時にその両腕が、肩から落ちた。

　ウーラの使う〈震電〉の正体は一種の振動波だ。

　須美子はその伝導を、自ら肩を切り離すことで、本体に至るのを防いだのである。

「面めん妖ような……！」

　呟きながら追撃しようとするウーラだが、しかし須美子が口から小さな銀色の蜘蛛を吐き出す。

　それは空中にある間に、爆発――閃光と大音響を放った。

「――！」

　クフィールも、千里も、ウーラも、一瞬、動きが止まる。

　その間に――

「……逃げたか」

　数秒後。

　光と音が収まり、三人に正常な視覚と聴覚が戻ってきた時……勿論、もう須美子の姿は屋上の何処にもなかった。
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「……よく出来てるわね」

　ひょいと小さなスパイダー・ゴーレムをつまみ上げてミヤビが言った。

　普通科生徒の本陣――広間である。

　生徒達の身の安全を確保する為に急行してきたミヤビとシンクラヴィアは、即座に魔法の煙及び総計五十体余りのスパイダー・ゴーレムを駆除した。

　風と音を操る魔鳥シンクラヴィアにかかれば、煙はさしたる脅きよう威いではなかったし……金属の子蜘蛛達も、ミヤビの操る神刀に斬られ、あるいは貫かれて、動作停止していた。

「ゴーレムっていうより式しき神がみ？」

　ひょいとミヤビが子蜘蛛をひっくり返すと、その腹部には『霊』『宿』『動』の三文字と共に、幾つかの漢字が達筆な書体で彫り込まれ、そこに絡み付くように、電子回路のような模様が描かれていた。

「無限ニ、タコ足配線デ傀く儡ぐつの端末を増やせル、魔法式っぽいケど」

　とシンクラヴィアも足下の子蜘蛛を、ブーツの爪先で弄り回しながら言った。

「ネットワーク……ハブ……魔法も段々、科学と発想が似てくるわね」

「そうネ。あルいは科学が魔法に近付いてクルのカ」

　シンクラヴィアが苦笑する。

「ヤバくなれバ接続切っテ、はい、さヨナら、って」

「……これを操ってた子――亜藍須美子だっけ。その子も傀儡臭いわね」

「そうネ」

　頷くシンクラヴィア。

「さて――」

　ミヤビは広間の中を見回す。

　意外にも、怪我人はいたが、生徒達に死者は出ていなかった。

　ウーラが素早く、何体もの子蜘蛛を叩いて倒したことと、生徒達も下手に子蜘蛛に立ち向かわなかったことが幸いしたらしい。ミヤビ達の到着と同時に、異常を察知したアジャスタント達もとって返して到着――故に、ウーラは生徒達を護るのを止めて、屋上へと兄を追っていくことができたのだ。

　で――

「……ツバメちゃん」

「何ですか」

「もう大丈夫だと思うな」

「……不本意ですが」

　広間の片隅で薫を両腕で、そして翼で抱き締めるようにして護る体勢のままなのは、フルクラムである。

「完全に安全が確認できるまでは、このままで」

「……うーん」

「そもそも、本当に、いつもいつもいつもいつもいつも……！　貴方は、のほほんと危険の中に飛び込むような真似を」

「今回は不可抗力っていうか僕、何もしてないよ」

「普段の心掛けというか、行いが影響します」

「えー……？」

「本当にもう――」

　まるで我が子を護る母親のように、薫を抱き締めたまま、フルクラムはぶつぶつと愚ぐ痴ちとも小言ともつかないことを延々と言っている。

　その様子を眺めて……ミヤビとシンクラヴィアは苦笑した。
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　亜藍須美子。

　この名前を見てピンとくる人間はそこそこの映画通だ。

『アラン・スミシー』

　それはハリウッド映画において、諸般の事情から――予算とか製作期間とかスタッフやキャストのボイコットなど――とんでもない駄作が出来てしまった際に、監督などが自分の名前をクレジットに載せるのを拒んだ場合に使われる。

　つまりそれは『誰でもない誰か』に責任転嫁してしまう為の名前だ。

　ある意味で、傀儡には相応ふさわしい名前でもあろう。

「…………残念」

　ひょいとシフト・ポータルからいつものアバロン学園都市島に降り立ちながら、須美子は言った。言葉面はともかく、口調も声音もいつもの明るいままで、両腕を根本から失っているにもかかわらず、やはりその表情は朗らかなままだ。

　異様といえば異様。

　だがその言葉は、アバロン学園都市島に住まう者達の大半に当てはまる言葉である。

　だから彼女も殊更に目立っている訳ではなかった。

「次はどうしよっかな」

　次の休暇の計画を練るかのように気楽な口調で呟きながら、須美子は歩いていく。

　そして――

「…………？」

　彼女の前に立たち塞ふさがるようにして立つ人影が、一つ。

　穏やかな表情の青年である。

　年齢は――二十歳を幾つも超えてはいまい。善人丸出しの優しい顔つきだが、他には特徴らしい特徴もない、平凡な容姿の人物である。

　彼は、一般人のような、ジーンズに、同じくデニム地のジャケット、というラフな格好をしている。ぱっと見れば、その姿はキャンパスに佇たたずむ大学生のような印象だ。

　だからこそ――その手に携たずさえる大きな緑色の魔法機杖は妙に目立った。

「あの？　私に何か用ですか？」

「悪いけど……逃がさないよ」

　青年は本当に申し訳なさそうに言った。

「亜藍須美子――アラン・スミシー」

「…………」

　須美子はにこやかに微笑しながら首を傾げて――




　じばっ!!




　口から吐いたヒヒイロカネの糸が、青年の顔面を縦に割る。

　切れ味では名刀をも上回る直径一ミクロンの細長い凶器が、するりと青年の頭頂から股間までを通り抜け――

「……無駄だよ」

　左右に分かれながら、半分ずつの口で青年はそう言う。

　同時にその姿は揺らいで消え――

「――みゃあっ!!」

　青年の背後から――いや、青年の幻影の向こう側から飛び出してきた、褐色の肌に紅い髪の少女が、握った拳を須美子の胸に叩き込んだ。

「――!?」

　吹っ飛ぶ須美子。

　防御用魔法式を展開する暇すらなかった。

　彼女は近くの壁に激突。だが跳ね返ってくるところを、さらに少女が捕捉。須美子の襟首を摑むと、そのまま腕をぶん回し、須美子の身体をびたんと地面に叩き付けた。

「ああ、タナロット。そのくらいで」

　青年の声が告げる。

　少女が振り返ると――二メートル程離れた位置に、先ほど消えた幻とそっくり同じ姿の青年が、苦笑しながら立っていた。

「みゃ？　このくらいでいいのであるか？」

「もう機能停止しているよ。どうやら勝てないと見て、接続を切ったみたい」

　青年は言った。

　確かに――須美子はぐったりとしたまま、動きを示さない。

　しかも……




　ぼんっ!!




「みゃっ!?」

　小さな爆発を起こしたかと思うと、白い煙が辺りに立ちこめ――それが晴れた時には、須美子の姿はなく、少女が手に下げているのは、小さな人形になっていた。

「先輩が言ってたけど……」

　ひょいと人形をつまみあげて首を傾げる青年。

「確かに式神か、傀儡系の術かな……陰おん陽みよう道どう？　まあこの筐体を持って帰って詳しく調べれば、少しはわかることがあるかも」

「みゅ？　任務終了であるか？」

「とりあえずはね」

　と頷く青年。

「では、では、どうせだからメタリスとかにも会ってから、帰るのである！」

「ああ、そういえば此処にいるんだっけ。御狩谷さんとかも」

　青年は笑いながら言うと、ひゅんと右手の杖を振る。

　それは一瞬にして内側に自らを折り畳むと、濃緑色の万年筆となって、青年のジャケットの胸に納まっていた。

「そうだね。ちょっと会って帰ろうか」

「みゅ♪」

　褐色の肌と紅い髪の少女は楽しげに笑った。
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『つまらない遠慮はするな』

　千里のその一言を考えて――懊悩の末、『使い魔としての形式的な命令服従よりも、自分の気持ちやその時に正しいと思えることをすべき』という結論に達したクフィールは、ゲームの続行を放棄、嫌な予感に背中を押されるままに、全力で千里の所へと戻ってきた。

　なので……

「ごめんなさい……」

　普通科生徒の本陣――城塞の広間。

　長身を縮こめてクフィールは言った。

　ちなみに既に子蜘蛛の『死体』は片付けられ、今は、とりあえず保健局から派遣されてきた自動人形の看護士ナース達が『あらあら大変あら大変』などと歌いながら生徒達の手当てをしている。

　でもって――

「いや、まあ別に謝るこっちゃねえだろ」

　と千里は言った。

　ちなみに、既にテジャスの軍服は脱いで、テジャス自身も自分の『芯』である少女人形のゴスロリドレスに戻っている。彼女自身はそのままを主張したが、千里が嫌がったからである。

「でも……ゲームが……」

「いやもう、このありさまだと、そんなのどうでもいいだろ」

　と千里。

　実際、須美子が魔法科生徒として紛れ込んでいた時点で、色々とこのネオ・マカデミ・ボールは破は綻たんしていたと言って良い。今更、勝ち負けがどうのと問題にする奴などいないだろう。

　――と。

　千里は思っていた。

　だが――

「いやいや」

　そう言って笑うのは桜子である。

「別に負けてへんで？」

「……え？」

　ぽけっと間の抜けた声を漏らす千里。

「ははは。その通り」

　と――いつの間にか復活していた聡もそう言って笑う。

「僕達の、勝ちだよ」

「……え？　いや、だから」

　聡の隣で、これまた復活して戻ってきていたフランカが、水晶球型ディスプレイをひょいと差し出した。

　そこに映っているのは――魔法科生徒側の、『本陣』である。

「なんだ？」

　風景の一部が拡大表示ズームアップされる。

　そこには……

「言っただろ。発想力が試されてるって」

　聡は少し得意げに言った。

　彼は『ネオ・マカデミ・ボール・公式ルールブック』と題名の付いた小冊子を懐から取りだして示した。

「ボールに手を加えちゃいけないなんて、ルールの何処にも、書いてない」

「…………!?」

　魔法科生徒側本陣――その城塞の門。

　今しも、その門の部分、城塞の内外を隔へだてる一線を、ころころと小さな、ビー玉のような黒い球体が転がって越えた。

　その瞬間……

『普通科生徒側――勝利』

　何処からともなく現れたプチネウスの一体が、ぴっと旗を掲げると同時に、水晶球の表面にはそんな一文が現れていた。

「え？　え？　いや――あれ」

「圧縮をかけて縮小した、ボールさ」

　とこともなげに聡が言い――

「…………」

「それを、カーティスに運ばせたって訳やね」

　と言うのは桜子である。

「カーティスの魔法には『拡大』とか『縮小』とかあるしな。あと『複製』とか。勿論、透明のカーティスがそのまま運んだら、目立つやろしな。小さくして、地味に地味に、地面を小石が転がっていくよーに見せかけたんよ」

「……じゃあ、クフィールの持ってたのは、偽物!?」

「いや？」

　聡は平然と言った。

「あれも本物」

「で――でも」

「ボールを複製しちゃいけないとも、書いてない」

「……ちょ……」

　今、確かに桜子は言った――『複製』の魔法と。

「言ったろう、発想力が試されてるって」

　呆れた様子の千里に、聡は笑った。

「じゃあ……」

「僕達の、勝ち」

　聡は眼鏡をきらりとさせて言った。

「言ったろ？　勝ちにいくって」





●　●　●






「ほい。そんじゃ順番に並べー」

　ネオ・マカデミ・ボール終了後。

　千里達、普通科生徒は教室に戻って榮太郎から問題の『願い事が叶う券』を貰っていた。

「これ、どう使うんです？」

　と券を掲げながら問う聡。

　他の生徒達も、しげしげとその券を表から裏から眺めていた。

　千里も手元にあるその紙片に視線を向けてみるが、アラブのランプの絵に加えて、幾つか魔法言語らしい文字が印字してあるだけで、特別な力があるようには見えない。あるいはこれは本当に単なるチケットに過ぎず、実際に使うのは管理部か何処かに持ち込んで、手続きをせねばならないのかもしれないが。

「裏に願い事を書いて管理局に送付すりゃいい。出張所の仮想神格に渡すのでもいいが。まあその書いた願いが管理局権限で可能かどうか、他者の権利を侵害しないかどうかの判断が必要だからな、すぐに目的のものが貰えたりすることはないだろうが」

　と榮太郎。

「…………」

　千里はじっとそのチケットを眺める。

　榮太郎の言葉が本当なら――これで千里はこの非常識な学園からおさらばできる訳だ。

　しかし……

「良かったですね……御主人様」

「御主人様って呼――」

　反射的にそう返してから、ふと千里はクフィールの方を振り返った。

「良かったって……お前……」

「……がぅ？」

　クフィールはちょっと首を傾げて――犬が主人の様子を窺うかのような仕草だ――千里を見つめている。

「……しかしお前も頑固っていうか」

　千里は溜め息をつくように言った。

「がぅ？　そ――そうですか？」

「何をあんなに必死になってたんだか」

　元々変に生真面目な少女だが、今回は生理中だというのに、やたらにこのネオ・マカデミ・ボールに参加したがったクフィールである。何か理由でもあるのかと千里は思ったのだ。

「それは――」

　ちょっとはにかむような表情で、クフィールは俯いた。

「千里様が、あの券、すごく欲しがっておられたように見えたので……」

「……え？」

　間の抜けた声を漏らす千里。

　確かに千里はパーマンズ・ヴォウの解除――あるいは自分自身の入学取り消しといった効果を期待して『願い事が叶う券』を欲しがってはいた。それが表情に出ていたのかもしれない。

「私……アジャスタントなのに、いつも千里様を怒らせてばかりで、まともにお役に立ったことないですから……」

　俯いて赤面しながらクフィールは言った。

「いや……そんなことはないけどな」

　と千里。

　実際――彼は契約時と、そして今日と、二度もクフィールに命を助けられている。

　だが……クフィールとしては、むしろ日常生活であまり役に立っていないことを気にしているようだった。

「だったらせめて……その……あの券を得るお手伝いができれば……千里様のお願いも叶う訳ですし……アジャスタントとしてお役に立ったってことになるかなって……」

「…………」

　千里は言葉に詰まりながらもクフィールを見つめた。

　彼女は千里が何を望むかわかっているのだろうか。

　それともわかっていないのだろうか。

　千里がパーマンズ・ヴォウの解除の話をしていた時に、クフィールもその場にいた。だとしたら千里がこの券で何を願うのか、想像くらいはついていてもおかしくない。というかついていない方がおかしい。

　だが――

（こいつ、それでも……）

　あんなに頑張ったのか。

　だとしたらなんて――愚ぐ直ちよくな。

（俺が此処を出て行くとすれば――）

　元より秘密主義の結果としてパーマンズ・ヴォウなどという呪いを制度化するような都市である。もし自主退学となれば、記憶操作はされるだろうし、二度と此処に戻ることもなくなるだろう。

　勿論、クフィールやテジャスとも二度と会うことはなくなるだろう。

　それはつまり――想い出ごと彼女等を此処に置き去りにするということだ。

（…………）




　――まって。

　――おいていかないで。




　脳裏に蘇よみがえるあの言葉。

　いなくなってしまった妹。

　愚ぐ鈍どんであるが故に飼い主に棄てられたと思って死んだ犬。

（俺は……）

「千里様千里様」

　うっすらと感傷的な気持ちになっている千里の肩をぽんぽんと叩いてくるのは、テジャスである。彼女は朗らかな笑顔で言った。

「そんな券使わなくても私はいつでもＯＫですよ!?」

「……何が、かはもう聞かないからな」

「ああん」

「ああん――じゃねえ！」

　と千里。

「あー。周防」

　榮太郎がふと思い出したように声を掛けてくる。

「勿論、エッチな願い事も可だ」

「聞いてネエよ！」

　握り拳からにゅっと親指を突き立てて言う榮太郎に、千里が怒鳴る。

「まあそれはさておき、全員、アジャスタントを扱うってことがどういうことか、わかったと思う」

　と榮太郎は言った。

「魔法というものも含めてな。アジャスタントは基本的にお前達の手足であり道具だ。それは汎用性が高いが故に、主人の――使い手の機転や発想によって強大な力を発揮したりもするし、ハサミにも劣る不便さになったりもする。まあそういうこった。覚えておけよ。こいつは魔法絡みじゃないことだって同じだぞ」

　榮太郎は自分の頭をこつこつと指先で叩きながら付け加えた。

「固定観念に囚とらわれたら、できることもできなくなっちまう」

「…………」

　生徒達は顔を見合わせる。

　確かに――今回の一件で、生徒達は『応用』というものを理解した。そして使いこなすということはその応用も含めて広範囲に――そしてそこからさらに根本的な次元で道具を理解するということに他ならない。

（固定観念――）

　ふと千里は思う。

（そうか。アジャスタントって言葉に引っ張られすぎか、俺も――こいつらも）

　アジャスタントという制度がどういうものであれ、千里とクフィールやテジャスとの関係は、千里達が規定していけば良いことだ。

　アジャスタントという言葉に――さらに言えば『御主人様』だの『契約』だの『道具』だの、そういう言葉に千里自身が縛られすぎていたような気がする。

　それは固定観念の呪じゆ縛ばくだ。

　言葉は言葉。名前は名前。

　それだけのことだ。

（こいつらは……立場上、自分からアジャスタントである自分を変えたり棄てたりはできない……）

　クフィールを見ながら千里は思う。

（俺が、変わって……それから、俺が、変えてやらないと、ダメか）

「じゃあまあ、午前中の授業はこれで終了だ。おつかれ」

　榮太郎は気楽な口調でそう言った。
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　一方――魔法科。

「くやしいのですくやしいのです屈くつ辱じよくなのです！」

「まあまあ」

「[image: ]…[image: ]…」

　と――地じ団だん駄だを踏む御狩谷はるかをなだめているのは、等身大ゴーレムのメタリスと、それから〈マシーネン・キャバリエⅡ〉二体である。

　どうやら油断しきって出来た隙を見事に突かれた為に、かなり腹立たしいらしい。ハンカチを嚙んで、引き裂くよーな勢いでぶんぶんと頭を振っているはるかを眺めながら、ミヤビとシンクラヴィアは言った。

「まあこれは喜ばしいことでもあるのよ」

　とミヤビ。

「一般人でもアジャスタントと組めば魔法使いを出し抜ける――これはつまり、アジャスタントさえ付けてやれば、人間と魔法使いの共存も可能だってことの証拠の一つになる訳だしね」

「それはわかるのですがそれはそれとしてくやしいのですくやしいのです屈辱なのです我慢できないのです！」

「まあまあ」

「[image: ]…[image: ]…」

　…………

　てな感じのはるかや、メタリスや、他の魔法科の生徒達を、少し離れた席に座りながらウーラは無表情に眺めていた。

「…………」

　ふとウーラは傍らを見み遣やる。

　そこは……この教室で唯一の空席だった。

「……何者か」

　亜藍須美子。

　兄を狙う魔法使い。

「いや――構うまい」

　千里を害する者はただ排除するのみだ。

　むしろそのことでウーラがどれだけ頼りになる存在かわかれば、千里も素直にウーラと子作りしてくれるかもしれない。そう考えれば、亜藍須美子の存在も、悪いことばかりとも言えまい。

　だが――




『できたらお友達にもなって欲しいな』




　その言葉がウーラの脳裏に一瞬、蘇った。

「トモダチ……か」

　ウーラは無表情にそう呟く。

　それは『兄』と同様に、ウーラの部族には本来、ない概念だった。





●　●　●






　学食は盛況だった。

　球技大会直後の昼休みということもあり、腹ぺこの生徒やらアジャスタントやらが殺到した結果である。予め弁当を持ち込んでいた者も、それでは足りずに、購買や学食に押しかけているようだった。

「散々な球技大会だったな……」

　十五分並んでようやく買えた焼きめしを食べながら、千里が言った。

　彼の左右の隣ではクフィールとテジャスがそれぞれ座って、骨付き肉の唐揚げと、クリームシチューを食べている。クフィールはともかく、テジャスが人間と同様の食事をして何の意味があるのか激しく謎だが、まあ人形筐体の体内でエネルギーか何かに変換して服に供給しているのかもしれない。

　やや大きめのテーブルには、聡、フランカ、薫、フルクラム、桜子、そしてウーラの姿もある。桜子の隣は空席だが、時折、急きゆう須すが勝手に浮かび上がって桜子の湯飲みにお茶を注いでいるところを見ると、カーティスはちゃんとそこにいるらしい。

「まあ最後はなんやわやくちゃな部分あったけど」

　と桜子は笑いながら言う。

「総じておもろかったと思うで」

「……いい根性してんな、お前も」

　と千里。

　でもって――

「薫。口の端にカレーがついています」

　桜子の隣で、薫に向けて無表情にフルクラムが指摘している。

「えー？」

「ここです」

　とハンカチを取りだして薫の口元を拭ふくフルクラム。不本意ですと言わんばかりにその顔はしかめ面になっているが、ハンカチを持つ手の動きは丁寧で、優しい。

　その様子は手の掛かる弟の面倒を見る姉のようで――

（……まあそういうもんだよな）

　と――桜子や薫と、そのアジャスタント達を見て千里は思う。

（こんだけアジャスタントにも、契約者にも、個性があるんだから、付き合い方もそれぞれだ……）

　こだわらないこと。

　心が自由であること。

　本当に必要なことの為に、無駄な思い込みを棄てること。

　多分――この奇天烈な魔法の学園都市で学ぶことがあるとすれば、それなのだろう。

　勿論、まだ千里は色々なものを引きずっている。クフィールやテジャスだってアジャスタントであるということにこだわっている。多分、先は長いだろう。

　しかし……

「あ。御兄様」

　ふと何か思い出した様子でウーラが言った。

「此処の店は、確か何処も二四時間営業なのだったな？」

「ああ、そういえばそんなことをきいたような――」

「……はい」

　と頷くクフィール。

　何でも、自動人形だのゴーレムだのが当たり前にいる上に、亜空間に構築された世界なので、此処では自動販売機と同じような感覚で――つまり人件費や土地といった部分でのコストをあまり考えることもなく――店が運営されているらしい。

　便利といえば便利である。

「それがし、学校の帰りに寄りたい所がある。付き合ってくれるとありがたいのだが」

「何か買い物でもすんのか？」

「うむ」

　ウーラは頷いた。

「薬屋に売っていると聞いたのでな」

「薬？　なんか持病でもあるのか？」

「いや。ただ前に一度使ってみて、非常に便利だったのでな。愛用しようと」

「何が？」

「生理用ナプキン」

「…………」

　思わずテーブルに突っ伏す千里。

　とりあえず焼きめしを食べ終わっていたのは幸いだった。

「明日辺りにも始まりそうなのでな……どうしたのだ、御兄様？」

「お前は……」

　テーブルに手をついて身を起こしながら千里はジト眼で義妹を睨んだ。

「そーゆーのは、もっとこう、口にするのを、恥じらえ」

「む？　そうなのか？」

　首を傾げるウーラ。

　変に日本の常識に親しんでいるかと思うと、変に疎うとい部分やずれている部分もあって、このアフリカ出の少女はよくわからない所が多い。

「だが月に一度は当然にくるものだし、女の、子供を産むための力の証あかしでもあるだろう」

　とウーラはまるで恥ずかしがる様子がない。

「誇りこそすれ、恥ずかしがるとは、日本人は面妖だな」

「日本人に限ったこっちゃねえと思うが」

　と辟へき易えきしながら言う千里。

　だが――

（『子供を産むための力の証』……か）

　確かにそれはその通りなのだろう。

　ということは――

「……がぅ？」

　千里にじっと見つめられて、クフィールが首を傾げる。

「あ、あの、千里様？」

「あ――いや、その、な、何でもない。何でも」

　慌てて首を振る千里。

　クフィール・アブソリュート。

　魔獣の化身。人間ではない少女。

　だが……

『発想力が試されている』という聡の言葉。

　常識に拘こう泥でいすることで閉ざされる可能性。

（もし――）

　クフィールに人間の子を産む機能があるとすれば。

　彼女と人間の女性を区別する一線は、より一層曖昧になる。

　そもそも人間と人間でないものの差を何処に線引きする？

　人間が人間以外のものと恋に落ちることも、神話や伝説の中では別に珍しくない訳で――

（ないない。ないって。さすがにそれはない！）

　ぶんぶんと首を振って、『母親として我が子を、それも何処か千里の面影のある赤ん坊を抱いているクフィール』の想像図を打ち消して、千里は溜め息をつく。

「御主人様？」

　クフィールが不思議そうに千里を見ている。

　彼は――踏ん切りをつけるように、もう一度短く溜め息を吐くと、言った。

「わかった。薬局に寄ろう。クフィールも、用があるしな」

「私ですか？」

　と首を傾げるところを見ると、本当に生理は初めてというか、生理用ナプキンのことも知らないらしい。彼女を造ったのが誰なのか知らないが、そーゆー一般常識もきっちり仕込んでくれと思う千里であった。

「いいからお前も来い」

「はあ……御主人様が行かれるなら私も行きますけど……」

「あ、はいはいはいはい！」

　ぴょんぴょんと手を上げて跳ねながらテジャスが言う。

「私も用があります！」

「なんだよ。柔じゆう軟なん剤ざいでも買うのか？」

　眉を顰めて尋ねる千里に、テジャスは胸を張って言った。

「コンドームを！」

「買うなっ！」

「備えあれば憂うれいなしです！」

「お前の存在自体が憂いだ！」

「コンドームを財布に入れておくのは紳士のエチケットですよ!?」

「何処の紳士だそれはっ!?」

　喚く千里。

　この後――薬局についたらついたで、再び炸裂するテジャスのエロトークに加え、何も知らないクフィールに、ナプキンとタンポンの違いを聞かれて千里は頭を抱えながらのたうつことになる訳だが……まあそれは、別の話である。





つづく


















　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。




『まかでみックス　さーど　将軍様と呼ぶんじゃねえッ！』をお届けいたしまする。




　結けつ石せきもすっかり抜けて、通常運転に戻った私ですが……一旦サボり癖ぐせを覚えると、元のスピードになかなか戻せませんな。

　まあどっちにしろ、ちと「仕事やり過ぎ」とあちこちから突っ込まれていたので、そのまま戻さないというのも手ですが（笑）。




　――さて。

　今回の『さーど』ですが。

『まかでみックス』は敢あえて、長編という形態をとらずに、今まで中編二本を一冊にして出すという方法をとってきましたが、とりあえず三巻目ということで、前後編に。

　ほら、アニメとかでもあるじゃん、五話辺りで前後編とか！　そういうのですよ！

　べ――別に書いていたら長編並みになっちゃったとか、そこから改めて中編のネタ思いついてる暇がなかったとか、そんなんじゃないんだからね！（ツンデレ）




　とりあえず前巻で宣言した予告ブルマは達成しております！（大威張り←威張るようなことか？）




　まあそれはさておき。

　以下、ネタバレあり。




　今回、アジャスタントとその主人が二組ばかりふえてますが、この二組は、元ネタをそれぞれ、ライトノベル作家の有あり沢さわまみずさんと、同じく神かみ野のオキナさんからいただきました。お二方、ありがとう。




　ちなみにカーティスが有沢さんで、フルクラムが神野さん。ただしフルクラムはこっちで弄りすぎて、既に別キャラですが。




　アジャスタントの名前も元々、飛行機なのは千せん里りの脇の三人だけにするつもりだったのですが、フランカは「そーいやソ連、もといロシアにフランカーって飛行機あったよなあ」とふと思いつき（元々フランカは完全に、そういうの考えずにつけてました）、「じゃーいっそ全員そうしちまえ」と相成ったのでした。

　きっとそのうち、他のアジャスタントで最新型のラプタちゃんとか、お父さんが贈ぞう賄わい容疑かけられたことのあるスターファイタちゃんとか、ブラックバードちゃんとか、ぷっくり小柄なゴブリンちゃんとか、お嬢様だけど金喰い虫過ぎて実家が潰れた上に、双子の妹はパンくわえて通学途中に角かどでごっつんこして死んじゃった悲劇のヴァルキリーちゃんとか（変形しません）、レーガン叔父様のお陰で路頭に迷ったところを保護してもらったその妹のＢ‐１ちゃんとか、ロシア貴族の出身なのでロシア語で話し掛けないと無視するツンデレのファイヤーフォックスちゃんとか出てきます。出てきません。特に最後のは。




　今回から前の『まじしゃんず・あかでみい』から復帰しているキャラもちらほらおりますので、ちょっとでもこっちで気に入ってくださった方は、『まじしゃんず・あかでみい』の方もチェックしてくださると幸せ、と宣伝しておく私。




　そういえばアニメの『ＷＡっしょい』も佳境というか、これ書いてる時点ではまだ終わってないのですが、出版された時点だと多分、もう最終話が放映されていることだと思いまする。

　まあ色々大人の事情で十二話分しか枠が確保できなかった為に、話の流れはあちこちはしょっておりますが……アニメとしての出来は非常に良いので、こちらも未見の方は是非。同じスタッフで第二期やってくんねえかな。




　それから。

　ＦＥＡＲさんからも『まかでみ』をベースにしたＴＲＰＧの本が発売されるようです。つかこの本と同時発売だったはず。

　システムは某社の『ポリフォニカ』に近いようですが、ある意味で、何でもアリの世界観な分、ＴＲＰＧにはより相応しいかもしれませんな。




　さてさて。

　大筋は決めてあるものの、自由度を高くして、敢えて出たとこ任せで進めるようにしてみたこのシリーズですが――さて次はどうなりますことやら。




　できれば読者の方々には今後もおつきあいの程を。

　ではまた、次の本で。




　二〇〇八／一二／四

　ＢＧＭ：なし

　ＭＡＣＨＩＮＥ：ＡＳＵＳ　ＥｅｅＰＣ９０１
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